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１　魔王の娘











　ああ、月明かりを吸い込んだような白い花が夜空にポウと鈍く光るように見えて綺麗だ。

　なんの花だったろうか……窓の外からは満開の花がこちらを覗いていた。

　パーティ会場から離れた一室で、男は私に馬乗りになってふうふうと息を吐きながら自分の制服のボタンを外している。

　騎士である男は綺麗な顔に美しい肉体を持っていた。

　そんな彼は着ていたシャツを脱ぎ捨てると、次は私のメイド服を脱がしにかかる。

　今日は彼が愛していた王女が隣国に嫁ぐのを見送るパーティだった。

　王女にずっと片思いしていた彼を慰めて、やっと部屋に誘えた。

　ここまで持ち込むのに時間がかかった。なにより王女が輿入れしていなくなるまで、この男は操を立てていたのだ。

　彼はあくまで護衛騎士だったし、王女と結ばれるなんて希望はなかった。それなのに目の前に魅力的な女が現れても手を出さなかった。……私には理解できない心情だ。

　しかし吹っ切れると早々に私を押し倒すことにしたようで、器用にシャツをまくり上げて乳房を取り出していた。

　むぎゅむぎゅと胸の弾力を楽しんでいたかと思えば、ピンクの乳首が気に入ったのか指で執拗に刺激を与えてくる。

　そうしてクニクニと押してその感触を楽しみながら、私の反応を見ていた。

「ああ、君のような女性がこの世に存在するなんて思っていなかったよ」

　彼が理想とする女性は王女に似ているが、自分に従順な人形。ちょっとおどおどしたうぶな娘。今まで何度それとなく誘っても見向きもしなかったくせに、調子のいいやつだ。

「待ってください……」

「心配しなくていい。責任はとるから」

　彼に合わせて私は純情ぶって拒否するふりをする。手馴れていない様子に満足した彼はことを進めた。と、いうか責任ってなんだ。婚約者がいるくせに。

「やっ……」

「ふふ、口ではそう言ってもほら……ここはもう十分に僕を受け入れる準備ができている」

　ヌルヌルと潤んだひだを開くように指が押し入ってくる。

　わざとクチャクチャといやらしい粘膜の音をさせて、私の反応を楽しんでいる。垂れてくる愛液が指の動きを加速させていた。

「恥ずかしい……」

　適度に拒みながらも彼の言いなりになると喜んでいるのがわかる。

　男は我慢ならないと自分で乱暴に残っていた衣服を取り去った。鍛えられた体は美しい。

　うーん……。

　顔と体は好みだったのだけれど。

　男が熱心に舌で体を舐めまわしてくるのを『あん』とか高い声を出して適当に応えておく。

　王宮で見かけた騎士はなかなかの美形で、美味しそうに見えた。

　美味しそうに、ね。

　そう思ったからメイドのふりをして近づいたのだ。

　警戒心の強い男を落とすのに三週間ほどかかった。彼には婚約者がいて、王女も隣国に嫁ぐことが決まっていた。そんな男が第三者と浮気をするのか、ちょっと興味もあった。

　なーんだ、結局王女に似ているってだけで抱いちゃうんだ……。

　どうせ王女を想うなら婚約者に義理立てしてほしかった。

　せっかく情事に持ち込んだのに、興がのらない私は体を離して男に幻を見せた。




　淫魔である私の食事は『精気』である。

　性的興奮が少ない魔族に比べて人族は旺盛だからこっちで調達するのが効率がいい。

　手っ取り早く摂取するにはセックスするのが一番だが、魔力と才能が十分ある私は、対象に接触しなくても快感を引き出せば精気を吸い取ることができる。

　それに恋だの愛だのと振り回されている人間を観察するのは楽しかったが、結局は欲に負けるその滑稽さには呆れていた。

　──おかげで淫魔なのに処女。

　ほんと笑っちゃうよね。




「ここが気持ちいいの？　体は正直だね……」

　やれやれと部屋の隅のソファにドカリと座って、私の幻の体を舐めまわす男を眺めた。

　興奮した男はベッドの上の枕を抱くことに夢中だ。腰を振りだしたら、精気をもらうか。

　食事をすることは私にとって大切なことだけど、この行為に私は飽き飽きしていた。

　私の見せる幻は相手の理想を具現化する。本来の私は金髪でもないし、胸ももっと大きい。

　男はサディスティックな傾向があるのか、枕の扱いが乱暴だ。あんな愛撫は嫌だ。

　騎士だから多少強引な感じでもいいとは思うけれど、酒場のおっさんの方が手つきは優しいし、よっぽどテクニックがある気がする。そういえば娼館にいたあの男は……。

　これまでの食事を思い出して自分は経験したことがないのに、セックスに対してどんどんと注文だけが増えていく気がしてきた。

　初めに適当にセックスしておけば、こんなものだと納得できただろうに。

「ぐううっ」

　盛り上がってきた男が枕に覆いかぶさって腰を振り始めた。

　そろそろ、食べるか。

　私はソファから立ち上がって、男から精気を吸い出す。絶頂を迎えるときに体から溢れ出た精気が湯気のように立つところを吸い込むのだ。

「はあああっ、くはあああ」

　私が精気を吸い出す時に人はいいようのない快楽を感じる。男は体をガクガクと震えさせながら射精し、恍惚の表情のまま口からは唾液をこぼしていた。

「うーん、まあ、ご馳走様」

　顔を赤らめたままハアハアと息を吐く男がパタンとベッドに横たわった。

　このまましばらく眠ってもらうためにふう、と息を吹きかけて魔法をかける。

　精気の質は悪くなかったかな。気が向いたらまたもらうかもしれない。

　私はそっと部屋を後にして魔界に戻った。




「トゥル姫様、お帰りなさいませ」

　城に戻ると本来の自分の姿に戻る。人間界で角なんか出していたら驚かれるからね。

　部屋に向かうとどこからともなく私の世話係のゴーストたちが寄ってくる。

　風呂の用意でもしろと適当にあしらって、廊下を歩いていると幼馴染のセラビルが走ってきた。

「トゥル！　どこに行っていた？」

　真っ赤な髪に耳には装飾品がジャラジャラとついている。頭には私とは違った形の角。

　彼はドラゴン族の男で、一応私の婚約者候補の一人だ。

　結婚するつもりはないけれど、面倒見が良くて私にとっては大切な仲間である。

「どこって、食事しに人間界」

「ま、まさか、今日こそ済ませてきたのか!?」

「うるさい。私が誰とセックスしようがあんたには関係ないでしょ」

「誰でもいいって言うなら、俺でいいじゃないか。それに、トゥルが望むなら子供をつくってもいい」

「子供が欲しいならドラゴン族の女の子としなよ。大体あんたは発情期がこないとできないでしょ」

「そうだけど、初めては俺にしておこう。優しくしてやるから。な？」

「な？　ってなによ。キモチ悪い……」

「さすがにキモチ悪いは傷つくだろ」

「だってさぁ、ちびの時から一緒に育ったのに今更……ほら、これからパパのところ行くからあんたは帰んなさい」

「俺のなにが不満なんだよ……」

「不満はないけど、いまいちやる気がでない」

　なんだかんだ言っても発情期にはドラゴン族の女の子としているからいいじゃないのよ。

　父に私の伴侶の候補として選ばれている幼馴染のセラビルはすでに私の夫面をしている。

　次期魔王の私の伴侶になるのだもの、セラビルにもちゃんと野心はあるのだ。

　セラビルとセックスか……他の魔族よりはいいけど、そうじゃないっていうか。

　人間界の恋模様を見すぎて、愛に夢を持っちゃったのかしらね。




「パパ、ただいま」

　ウダウダ言うセラビルを振り切って部屋に入るとパパは膝にのせた一匹の魔猫を撫でていた。

　魔猫はスピカといい、亡きママと同じ名前をつけてパパが大事にしている。

　パパは顔のわりに動植物が好きで、いつも何かしらペットを飼っている。魔猫の前は……鳥だったかな？

　しかしいくら寂しくても、死んだママの名前にするとかちょっと私には理解できない。私は気が引けるのでスウと呼んでいる。

「……トゥル、お腹は空いていないか？」

　そうしてパパはいつもそうやって聞いてくる。自分で調達する前はパパから精気をもらっていたので心配なのだ。ちなみにパパからは体が触れ合うだけでもらうことができる。

「うん。人間界で調達してきたから大丈夫だよ」

「変な精気をもらってくるくらいならパパがいつでも分けてやるからな」

「精気に変も普通もないじゃない」

「危険な目……には遭わないだろうが……」

「ふふ、心配性だな。私ほど強い者はいないし、人間なんて危なくないから」

「そうだが」

　パパの膝から降りたスウが私の方へ駆け寄ってきたので抱き上げると、頬を擦り寄せてくる。可愛い奴め。

「パパの方が疲れた顔をしてるじゃない。私が力を分けてあげるよ」

「トゥルッ」

　このままだとまた『セラビルに精気をもらってはどうか』と言われるのがわかっていたので話を逸らした。パパは戸惑ったけど、スウをクッションの上に置いた私はかまわず抱き着いた。

　そうして疲れていたパパに精気を分けてあげる。

「なんて親孝行な娘だろう」

「パパの娘だもの」

　感動したパパが私をギュウギュウ抱きしめる。そんな私たちの周りをスウがくるくると回った。

　パパは心底ママと娘の私を溺愛している。

　そんなママは残念ながらパパより先に寿命がきて死んでしまった。

　パパはママ以外に伴侶を迎える気はなく、ただ私を可愛がる生活を選んだ。

　話に聞けば、ママはパパに自分がいなくなったら後添えをもらってくださいと頼んでいたようだ。けれど、パパはその言葉には耳を貸さなかったみたい。

　魔界では力が全て。

　魔力の大きさで寿命が決まるので、パパは長い時間ゆったりと魔界を統治して生きている。

「じゃあ私、部屋に戻るね。お仕事頑張って」

「ありがとうトゥル」

　パパの前で私は無邪気に振る舞う。パパがそれを望んでいるからだ。

　そろそろ伴侶を決めてもいい頃だと口では言い出したけれど、本心はいつまでもパパだけの小さな娘でいてほしいと思っているのだ。

　私はパパの机の上の書類の様子を確認して、補佐役のメデューサたちのところを訪ねた。

　蛇の髪の毛をもつ彼女たちはパパの仕事を手伝っているのだが、一人が好きなパパ（スウとの時間が大切なんだってさ）は彼女たちと執務室を分けていた。

　ちなみに私は彼女たちの目を見ても石化することはない。それが格上ってやつよ。

　バン！

「ト、トゥル姫様！」

　私が勢いよく部屋のドアを開けるとメデューサたちが目を丸くしてこちらを見ていた。

「ちょっと、どういうことなのよ」

「な、なにがですか？」

「なにがって、ここのところのパパの仕事量のことよ！　どうしてあんなに溜まっているのよ。あんたたち、ちゃんと仕事しているんでしょうね！」

　私が捲し立てると彼女たちは一気に青ざめる。自分ではわからないけれど、私の魔力量では立っているだけでも威圧感がすごいらしい。

「そ、それが、最近、魔王領に侵入して魔石を奪っていく輩がいまして……」

「魔石ってその辺の石ころじゃん」

「魔素が抜けると魔力が込められると人間界で人気になっているそうです。魔王領に入らないと手に入れられませんから宝石として価値があるとか」

「そもそも侵入って、魔王領は魔素があるから人間は入れないでしょ？」

「持ち帰った石に光の魔力を込めてそれを持ち歩いているんです」

「光の魔力？」

「簡単に言えば魔族の闇の魔力と反対の力です。それがあれば魔素も打ち消せますから本来魔素が溢れて人間が入れない地域に入ってこられるのです」

「そんな魔力聞いたことがないけど」

「隣国のスタナ国の魔素除けの石にも込められた魔力ですよ。魔族と闘わなくなってからはたいして必要もない魔力なので最近じゃあ聞かないでしょう」

「でもさ、たかが魔石だとしても勝手に侵入して持っていくなんて、泥棒じゃない」

「人間とは古いにしえの盟約があって干渉しあわないという取り決めなのですけれど……困ったものです」

「破ってきているんなら、とっととやっつけちゃいなさいよ」

「あちらは短命で代替わりが激しいですからね……いつの間にか盟約を軽んじることも珍しくないのです。思い切り破れば報復できますが、ちょこっと侵入して石ころを取って行ってるだけですからね。魔王様もほとほと困っておられます。人間は弱いですが数が多くて厄介ですから」

「ふうむ……じゃあ、光の魔力を石に込めなかったら解決するってこと？」

「そうですが、その前に光の魔力が厄介で私たちは近づけません」

「んー……。わかった。しょうがないから私が調べてあげる。それで、その魔石に光の魔力を込めているやつを消してくる」

「トゥル姫様！　本当ですか？」

「ウンウン。私だったら光の魔力くらいどうってことないし、魔素のない人間界も平気だからね」

「あ……でも、トゥル姫様にそんなことをさせたと魔王様に知れたら……」

「パパは心配症だからなぁ……。しょうがない、じゃあ内緒にするから、漏らすんじゃないわよ」

　低い声を出すと、メデューサたちが震えあがった。

「ひいいいっ。わ、わかりました！」

「ほら、あんたたち、仕事にもどりなさい！」

「はあああいっ！」

　どうやらパパが最近頭を悩ませているのは人間が魔王領に侵入してきているからのようだ。

　魔界は魔素が充満していて、魔族はそれがないと息ができない。人間はその逆で魔素のある魔界では生きていけない。

　魔界と人間界を行き来して平気なのは淫魔と夢魔、あと幽霊であるゴーストくらいである。

「ほんと、人間って浅ましい」

　大人しくしていれば、干渉などしないのに、こうやって自ら墓穴を掘るのだ。

　面倒になったら、全部滅ぼしちゃおうかな……。

　盟約を破ったのは人間だし、魔王が率先してやるのはまずいだろうけれど、私が適当な理由で国を消し去ったって誰も怒らないだろう。

　パパを悩ます輩は私が許さないのである。




「さあて、と。鳥にでもなって調べに行くか」

　次の日はスタナ国に偵察に行くことにした。隣国といっても人間の国に関心はないし、近場で揉め事を起こしたくなかったから食事の場所にもしたことはない。

　害がないならどうでもいいのが本心だ。

　さて、どんな鳥がいいかな。

　この時期に渡ってくる青い鳥にしよう。トンビみたいに大きくないし、スズメみたいに小さすぎないから行動するのにちょうどいい。縁起がいいとか言って人間も勝手に親切にするからね。

　そう決めると私は窓から外へ身を滑らせた。空中で体をひねって鳥に変化すると翼で風に乗る。

　見事なまでの快晴だった。

　スタナ国に着くと、王宮を見渡せる木の上で一休み。やっぱりいつもの手を使うことにした。鳥の姿でスタナ国の宮中に侵入すると、まずはリネン室に行ってメイド服を調達する。どこの国に紛れるにも下働きの子に扮するのが一番動きやすい。魔界の服は一緒に変化できるけれど、人間の服はそうはいかないから手に入れなきゃならない。

　でもちょっと胸が大きいからサイズを探すのに苦労するんだよね。さっそく服を着こむと私は何食わぬ顔で宮中にまぎれた。

　手っ取り早いのは誰かを誑たらしこむことだよね……。

　ちょっとお腹も空いてきたし、食事ができて情報も聞けるなら一石二鳥。

　適当にフラフラ歩いていると王宮の外れまできてしまった。

　その時、情事の声が私の耳に届いた。淫魔は空腹になると発情した声が特に耳に入ってくるのだ。

　あれ、こんな昼間っから……。人間てほんとお盛んだわ。

　丁度いいから精気ももらっちゃお。私が苦労しなくても二人分の精気がもらえるのだから行かない手はない。

　声がするほうへ向かうと古い塔が建っていた。

　え、ここ？

　せっかく調達したメイド服を草むらに隠して、再び鳥に化けた私は塔の隙間から中に侵入した。

　丁度穴の開いた隙間から覗くと独特の空気が漂っている一室に裸の男女がいる。

　あれ？　男は一人だけど、女は三人いる。

　え、ちょと、そんなことしてんの？　うはっ。

「はああ、あああっ、いいっ、気持ちいいっ」

　一人は四つん這いになって男に後ろから腰を打ち付けられていた。残りの女は羨ましそうにそれを見ながら男とキスを交わしたりしている。

　複数でしているのは何度か見たことがあるけど、男が一人ってことはずいぶん魅力的なのだろう。男の容姿に興味がある。

「あっ、あっ、いいっ！　はあああああっ！」

　女がイきそうになると、男はとん、と女を前に倒して陰茎を抜いた。じゅぷりと結合部から音がしたが、射精していない。そうしてそのまま尻に手をやって指を滑らせるとズプリと沈めて激しく抜き差しした。

「やあっ、あああっ、まっ……イ、イクッツ！」

　え、指でイかせちゃうの!?

　びゅっと女の秘所が潮を吹いた。

「ひいいいいんっ」

　女が絶頂に導かれて、私は慌てて女の方から精気を吸い上げた。

　まあ、精気は取れたからいいけど、なに、どういうこと？

　その時、女の体がぱたりと前に倒れて男の全容が見えた。

　絹のような白金の髪。宝石のようなブルーの瞳を覆う長いまつ毛。陶器のような白い肌に薄いピンクの乳首。一瞬女性とも見紛う中性的な容姿。恐ろしく美しい人形のようだ。

　こんなに美しいのはニンフ以外で見たことはなかった。

「つ、次はわ、わたくしに、ください、王子様」

「わ、わたしも……」

　脇にいた二人が倒れた女を無視して男に縋りついた。

　王子？　王子様がこんな埃っぽいところで女を抱いているの？　変な趣味だな。

　二人の女は王子をその気にさせようと、抜いたばかりの陰茎を奪うように舌を絡ませる。ちゅぱちゅぱと顔を上下させて必死である。

　そうして一人が半ば無理やりに王子の上にまたがり、自ら手で導いて王子の分身を体に取り込むように挿入した。

「は、はっ、う、動いてくださっ」

　女が懇願しても王子は腰を揺らすことはなく、すこし面倒そうに結合部に手をやると女の陰核を探り出した。小刻みに擦られて女はすぐに息絶え絶えになっている

「ひやっ、ふうううんっ、そんな、ん」

　そうしてまた女だけが絶頂に導かれる。三人目の女も似たようなもので、男にすぐ果てさせられていた。

　楽して精気を得た私が文句を言うのもなんだけど、なんだ、この男……。なんて冷たく女を抱くのだろうか。

　少し休憩した女たちは落ち着いてくるとまた奪い合うように男を求め始める。そんな彼女たちに男が冷ややかに言った。

「時間ですから、帰ってください」

「レイモンド王子、もう少しだけ……」

「そ、そうですよ。次の月まで会えないのですから」

「俺には仕事があるので」

　そう言い切る王子は自分の陰部に手を伸ばそうとする彼女たちをやんわりと遮った。

　彼の意思が固いことを知っているのか、その言葉であきらめた彼女たちは服を着始めた。

「では……また来月に」

「ええ。報告はいつものようにお願いします」

「もちろんです」

　三人と濃厚なキスを交わす王子。

　冷えた瞳のままの王子とは対照的に熱に蕩けた顔をした女たちは部屋を出て行った。

　残された王子は部屋のドアが閉まるとすぐさま窓を開けて空気をいれる。

　そうしてため息をついて体を洗いに行ったのだろう水音が聞こえてきた。

　王子？

　あんなの、まるで男娼のからくり人形みたい。

　結局私は女三人の精気しか取らなかったし、王子は一度も射精をしなかった。

　ただ、女に快感を与えるだけのセックス。

　余程自信があるんだろうけれど、なにあれ。

　絶対に相手にしたくないタイプだ。見え隠れする嫌悪感。あんな傲慢なセックスじゃあ夢中になった女たちが憐れである。

　無理やりとか、同意のないセックスは嫌いだけど、温度を感じないセックスもなんだか気持ちが悪い。

　複数よりは一対一で感情をむき出してっていうほうがなんかいいし……。

　私の好みの問題かもしれないけれど、なんだかモヤモヤする。お腹は満たされたけど……つまらない。

　仕事で抱くにしたってもうちょっと楽しくやると思うもの。

　私はメイド服を着こんで宮中に戻った。

　あの塔はもう近づかないことにしようと誓った。

　そう、その時は。











２　金の王子と黒の王子











　あんな古臭い塔に閉じ込められているような王子だ。きっと気でも狂っているに違いない。不愉快な思いは早いこと忘れるに限る。

　さて、気を取り直して情報を集めよう。

　そうして私は王宮の方に戻ろうとぶらぶらと歩いた。

　位の高そうな男でも誘惑してやろうかな、と歩いていると庭の池のほとりにたたずむ男がいる。身なりもいいし、王宮にいるのだから多分身分は高いのだろう。黒髪、菫色の瞳の整った容姿である。

　どうせ食事するならこっちの男にすればよかった。そう思いながら私はその男に近づくことにした。さっそくいつもの手口で物を落としたふりをして気を引く。

「どうしましょう……」

　少しだけ大きな声を出すとすぐに男がこちらを見たことが分かった。

　きっかけさえあれば、私は魔力で相手の望んだ姿に変化できる。

　恋愛の駆け引きを楽しむなら時間をかけてもいいし、積極的に出て手っ取り早く関係を持っていってもいい。今はすぐに話を聞き出したかったので魅了の魔法をたくさん使った。

　案の定、男は私に興味を持ったようだった。

「おい」

　なにか落としたように装っていたので、その声で上を向く。顔を上げた私を見て、男は息を止めていた。

　食い入るように見てくる。いきなり自分の好みを寄せ集めた人物が立っているのだから驚くだろう。人間界ではメイドは貴族の男とは目を合わせちゃいけないらしいから、私はあわてて下を向いた。

「お、お前は……」

　声で男が私に興奮しているのが分かる。ちょっと力を使いすぎたのかもしれない。けれど、池に映る自分の姿を見てちょっと違和感があった。

　水面が揺れておぼろげだが、どこかで見た顔だ……。

　私がそのことに気を取られていると男は私の腕を掴んでいた。

「顔を上げろ」

「で、ですが……」

「いいから顔を見せろ」

　ぐいと顎を引かれて顔をじっくりとみられる。私は苦しそうな顔をしてそれに付き合ってやった。

「すみません、大切な親の形見のブローチを落としてしまったのです。すぐに立ち去りますから、無礼をお許しください」

　適当なことを言って気を引く。このまま男が私をどこかへ連れ込めばことはすむ。

「きゃあ……」

　私の予想通りに男は私の腕をつかみ、近くの部屋に押し込んだ。

「どこの誰だ？　名を名乗れ」

「先日入ったばかりのお庭の掃除係のメイドです。名前は……ナンシーと申します」

「入ったばかり？」

「はい」

　名前なんて聞かれると思っていなかったから適当につけた。絶対に私に魅了されているのに男の偉そうな態度は変わらなかった。

「まあいい。今からお前を私の専属メイドにしてやろう」

「専属？」

「……私を知らないのか？　それとも専属の意味がわからないのか？」

「ええ、と」

「あきれたな。この宮の主を知らないとは。私はこの宮の主人クロード。この国の王太子の顔ぐらい覚えておくものだ」

「お、王太子様！　し、失礼しました！」

　……しょっぱなから大物引き当てちゃった。

　王太子かあ。まあ、情報を集めるなら丁度いいや。

「メイド長に話を入れておくから今夜から私の部屋にきて世話をしろ。その前に……」

　壁に追いやられて、体を押さえつけられた。

「なにをっ……」

　声を上げた時にはもうその手はスカートの中をまさぐっていた。

「なにもかもが、そっくりだ……」

　ハアハアと荒い息をして王太子は私の下着を引き下ろす。

「やっ……やめてください」

「ふんっ」

　一応抵抗してみるが、ずいぶん手馴れている。しかし自分勝手だな。

　相手を気持ちよくしようとは微塵も思ってなくて、王太子は自分の欲だけぶつけている。

　さっき会ったばかりの女を力任せに壁に押し付けて、もうすでに己の欲望を果たそうとしていた。魅了を使いすぎちゃったのかもしれないけど、それにしても……。

　この国の王子は身勝手な奴しかいないのかな。ほんともう、ハズレばっかり。

　私はうんざりして幻を見せて体を離した。

　クロードは私に見立てた網籠を壁に押さえつけて腰を振っている。

　乱暴だなぁ。ほんと、今日はろくでもない日だわ。

「くうっ……ハアハア」

　もったいないからクロードが射精するタイミングで精気を吸い取る。

　幻を解いて座り込んで泣いたふりをしていると、少しだけバツの悪そうな声が上から聞こえた。

「……思ったより良かった。報酬は弾んでやるから安心しろ」

　勝手に頭を撫でてくる。襲われた女が喜ぶとでも思っているのだろうか。

　そうして自分だけ服を整えてクロードは部屋を出て行った。

　思ったより良かったってなによ。あまりの気持ちよさにちょっと放心していたくせに。

　情報集めにあの乱暴なセックスに付き合わないといけないと思うとうんざりした。

　もうちょっと前戯を頑張ったって罰は当たらないわよ。

「さて、つじつまが合うようにメイド長にも暗示をかけておかないと」

　クロード好みの魅了を解除してほかの姿になろうと私は鏡を見た。

「あれ……どこかで見たと思ったら」

　水面よりもきっちりと見える顔に私は見覚えがあった。

　鏡に映っていた顔はさっき見たレイモンド王子にそっくり。

　なに、あいつ、そっちの気があるの？　びっくり。

　呆けていると部屋に壮年の女が入ってきた。

「あなた、誰なの？　どこから入ってきたのです！　クロード様が言っていたメイドはあなたなの？　……確かによく似ている」

　どうやらクロードはもう話をしたようだ。この人がメイド長なのだろう。

「メイド長、私は先日入ったばかりの新人のナンシーです。メイド長自ら面談してくれたのですから、知っておられますよね？」

「ええと……そう、そうだったわね」

　私は即座にパチン、と指を鳴らしてメイド長に暗示をかけた。

　メイド長はきっと頭の中でぼんやりと記憶のつじつまを合わせているに違いない。

「……あなたは今夜からクロード様の専属です。夜、身を清めて支度をしてから消灯の鐘と同時にクロード様の寝室を訪ねなさい。他言は無用です」

「はい」

　どうやら専属メイドというのは『夜伽のメイド』らしい。今夜からって嫌すぎる。

　とりあえず、メイド長から情報を得ようと私は聞いてみた。

「メイド長は兵士が魔王領に持っていく光の魔力が込められた石をご存じですか？」

「え？　ああ。守り石のことですか？　今はすべて兵舎で管理されています。守り石も魔宝石も一つでもくすねようなんて考えるんじゃありませんよ？　すべて番号で管理されていますから、見つかったらすぐに首をはねられるでしょう」

「くすねようなんて、思っていません」

「……どうだか。兵士が体を張って魔宝石を取って帰ってくださるおかげで国が潤ってきたのですからね。私たちは肝に銘じて感謝すべきです」

「感謝……」

　勝手に持ち出しているのに？　頭が痛いよ。盗人猛々しいとはこのことね。

「そんなことより、クロード様の機嫌を損なわないようにしなさい。あなたの前の子は三日前に裸で王宮の外に捨てられて、今頃は魔族の餌にでもなっているでしょうから」

　別に好んで人間を食べようって魔族はいないのだけどね。まあ、いいや。王太子が自分勝手で物騒な人間だってことはわかった。

　兵士が採取してきた魔石（人間は魔宝石って呼んでいるみたい）は王宮の宝物庫に入れられていた。持ち帰った魔石から魔素が抜けたら売るのだろう。

　いくら光の魔力が宿った守り石があっても完全に魔素は防げないから、体を鍛えている兵士が石を採ってくる役割を担っているようだ。魔王領の国境近くには小さな魔物も住んでいるから一般人では無理だ。

　今はちょっと魔王領に侵入して魔石を盗っているだけだけど、侵入者の数が増えたら厄介だ。そのうち動植物を悪用し始めたり、領土を広げようとしたり……。悪知恵がはたらくのが人間だからな。

　パパが頭を抱えるわけだ。そろそろちゃんと警告しないと好き勝手してきそう。

　どうしようかな。

　元を絶たなければ意味がない。光の魔力をなんとかしなくちゃ。

「そもそもどこで作っているのかな」

　光の魔力は生まれもった特殊な力で、先天性のものだとメデューサたちから聞いた。

　どこかでその魔力を宝石に込めている人物がいるはず。

　研究機関みたいなものがあるのかな……。

　私はそのまま城の中をウロウロと歩いた。しかし、光の魔力を研究しているような設備はないように思えた。

　あと、情報が集まりそうな場所は……。

　その時ゴーンと鐘が鳴った。どうやら午後の休憩時間のようだ。人が集まるところなら噂話が聞ける。人の流れにのって私は食堂へ向かった。

　そこはなかなかの規模で、質のいい食事を提供しているようだ。これも魔石の恩恵か。ならば私たち魔族に感謝していただきたい。

　しばらく大きな長テーブルの隅で気配を消して、話し声に耳を澄ませた。

　……モンド王子の世話って、今日は……。

　……ああ嫌だ……でしょう？

　……始末が大変で……。

　王子、と聞こえてそっちの会話に集中する。金髪の王子？　黒髪の王子？

「あの塔に行くって嫌なんだけど。じめじめしててかび臭いし」

「しかも毎回情事の後始末ってね……嫌すぎるよね」

「王妃様の廊下の床掃除の方がマシよね」

「えー、それはないわよ。レイモンド王子は手抜きしたって怒らないけど、王妃様は首が飛ぶわよ？」

「首は大げさじゃない？」

「いやいや、どうだかね～」

　どうやら「塔」と会話に出たので金色の髪の王子の話のようだ。

　金の王子はレイモンド、黒の王子はクロードか。どちらも美形だけど、印象は最悪だね。

　髪の色は対照的でわかりやすいけど、ちっとも似ていない兄弟。どう見てもクロードが兄だろう。

「あ、でも今日は守り石の回収があるから手を抜いたら怒られちゃう」

「そんな、部屋の中まで入らないでしょう？」

「それがさ、たまにクロード様も一緒にいらっしゃるから」

「嘘、じゃあクロード様にお会いできるの？」

「バカね、鉢合わせなんてしたら仕事が遅いって怒られるだけよ。へたしたら解雇されるわ」

「あ～あ～クロード様に見初められたいなぁ」

「手が早いって噂だから一か八かアタックすれば？　前回の夜伽係は裸で魔界に捨てられたらしいよ」

「ひえっ」

　彼女たちはケラケラと話を続ける。「守り石」と聞こえたが、塔にいるレイモンドがそれに関与しているのだろうか。あの塔が光の魔力の研究所……とか？

　それならばもう一度レイモンドに会いに行かなくちゃならないな……。

　そんなことを考えていたら、食堂にメイド長がやってきて大声を上げた。

「ナンシー！　ナンシーはいるの!?」

　血相を変えて呼び続けている。面倒なので放っておこうかと思ったが、どんな用事か気になる。

「どうかしましたか、メイド長」

　そう言って私が立ち上がるとみんなの注目を浴びた。メイド長はすぐに私の腕を引いて食堂を出た。

「す、すぐにクロード様のところへ向かいなさい」

「え？」

「これに着替えてクロード様の指示に従いなさい」

　メイド長から渡された箱には白いドレスが入っていた。夜伽とは違う目的があるようだ。

　すぐ近くの部屋で着替えるとまた腕を引かれて移動する。どれだけ急いでいるのかと思いながら私はついて行った。

「お待たせいたしました。ナンシーを連れてまいりました」

　重厚なドアの前でメイド長が私を衛兵に引き渡す。そのまま中に案内されるとクロードが顔を上げた。

「……きたか。これからお前を連れてある場所へ行く。今から俺がいいと言うまで『はい』以外の言葉は口にするな。もししゃべったら舌を切るからな」

　脅し文句を告げて今度はクロードが私を連れて歩き出す。

　あれ、でもこの道のりは……。

　しばらく歩いているとレイモンドのいる塔の方へ向かっているのがわかった。

　どういうことだろうか。レイモンドそっくりの顔で、レイモンドに会いにいくの？

　不思議に思いながらとりあえずはクロードの後をついていく。

　そうして塔に着くとクロードは入り口を守る衛兵に声をかけ、中に入っていった。彼は持っていた鍵でドアを次々と開けていく。

　鳥の姿で上から入ったので知らなかったけれど、厳重に閉じ込めているようだ。

　そうしてしばらく上がっていくとレイモンドのいる部屋のドアが見えた。

「入るぞ」

　それだけ言ってクロードはドアを開けた。

　中には当然、レイモンドがいるのだが、彼は私を見て驚きと喜びの混じった顔をしていた。あの冷たい人形のような顔の人物と同一とは思えない。

「アイリーン！」

　飛んできたレイモンドはすぐさま私のとこへかけてきた。しかしそれを阻むようにクロードが間に入る。レイモンドはなんとか私に触れようと必死なようだ。

「離れろ、レイモンド。アイリーンはまだ療養中なのに、お前がうるさいから特別に会わせてやったのだ。感謝しろ。最近は体調を理由に守り石作りをさぼっているそうじゃないか」

「あ……そ、それは本当に体調が。せめてあの勤めをやめさせてください」

「はあ。あれは王族としての義務だろう？　お前がぐずぐずしているからこちらも迷惑しているんだ」

「薬を飲むのをやめれば体調も……」

「ふん、薬なしではできないくせに」

　クロードと話しながらもレイモンドの視線は私に集中していた。

　余程会いたかったのだろう。あの勤めって、もしかしてセックスのこと？

「アイリーン、ずっと会えなくて心配していたんだ。もっと顔を見せて」

　レイモンドが私の顔に触れようと手を伸ばすと、クロードが手首をつかんで離させた。

「臥せっていたアイリーンが少しだけ回復したので連れてきてやったのだ。今日はこれくらいにしろ。もっとちゃんと会いたいなら、しっかり守り石を作るんだな。さ、用は済んだ。帰るぞ、アイリーン」

　クロードに目で制されて『はい』と言う。

「そんなっ！　一年ぶりなんですよ!?　せめて少しだけでも二人で話をさせてください」

「来週までに守り石を十個作るんだ。それができなければ会わせない」

「そんな……十なんて無茶だ」

「なんだ、できないってのか？」

「いえ、やってみせます、ですから！」

「ふん」

　そこで、背中を押されてレイモンドに背を向けた。

　今のやり取りはどういうことなのだろうか。名残り惜し気なレイモンドを残して塔を去る。私はそのまま連れられて、クロードの部屋へと戻った。

　守り石を十作る……ということはもしかしてレイモンドが光の魔力を込めている？

　それならレイモンドを調べる必要がある。

「きゃっ」

　クロードは部屋に私を連れて戻ると乱暴にベッドに放り投げてきた。

　ちょっと、今日はもうお腹いっぱいだから相手しないわよ。聞きたいことはあるけど。

「あの……『アイリーン』とは、どなたですか？」

　のしかかってきたクロードにストレートに聞いてみる。しかしクロードはその問いには答えなかった。

「大人しくしろ。これからも俺のいうことを聞いていればいい。そうしたらたっぷり可愛がってやろう」

　はあ、だから、もうそれは結構よ。私は早々にクロードに幻を見せた。

　一人でやってればいいわ。

「ハア、ハア……どこもかしこも、そっくりだ。お前も俺が女にしてやったんだ。大人しく抱かれていればいい」

　クロードはレイモンドそっくりの女を抱いて喜んでいたんじゃなくて、レイモンドそっくりのアイリーンという女に私を見立てて抱いていたのか。

　さっきのアレはどう考えてもレイモンドのことを騙したんだよね……。

　……まあ、そんなことはどうでもいいか。

　私は守り石の出どころが掴めればいい。そしてそれがレイモンドだっていうなら……。

　始末すればいいんだから。




　外に出るともう辺りはすっかり暗くなっていた。朝からいろんな意味でハードな一日だった。もうひと頑張りしたら魔界に帰ろう。私ってばなんて働き者なんだろう。

　バサリ、と鳥になって羽を広げる。また上から塔に入って調べよう。塔に向かうとなにか声が聞こえる。なんだろう、と思っているとそれが歌であることに気が付いた。

　歌だ。

　歌が聞こえる。

　透き通るような声。塔から聞こえるということは、もしかしてレイモンドが歌っているのだろうか。意外な特技があるようだ。

　近くの木に止まって観察するとレイモンドが窓を開けて歌を歌っていた。歌詞はありきたりな恋の詩だったけれど、なんだか切なくなるほどに美しい。

　もう少し聞きたくなって私はそこに留まった。いい気持ちで聞いているとやがて歌い終えたレイモンドが窓を閉めようとした。

　あっ、と我に返って慌てて私は窓から部屋に飛び込んだ。

　バサバサバサ……。

「なっ、なにっ!?」

　勢いよく入ってきた私にレイモンドが驚きの声を上げた。

　あれ？

　そういえばどうして慌てて入ってきちゃったのだろうか。うっとりと歌なんて聞いている場合じゃなかった。

　しばし部屋に沈黙が訪れた。な、なにやってんだろう、私。

「……と、鳥？」

　とにかくどこかに……そう思って私はテーブルの上に飛び乗った。

　ガチャン！　あ、食器がのっていた。もうやることなすことダメだ。こうなったらと私は完全に開き直ってテーブルの上で堂々とした。レイモンドは恐る恐るといった感じで私を観察している。

「なにかの拍子に飛び込んできちゃったのか？」

　間違いじゃないレイモンドの答えに私は無言を貫く。他にどうしようもないし。

　するとレイモンドはもう一度窓を開けた。

「外に戻るかい？　……それとも、明るくなるまでここにいる？」

　今外に飛び出しても危ないと心配してくれているらしい。思っていたより冷たい人間ではないのかもしれない。

　しかし近くで見ると絶世の美男子であるが細くて貧弱だ。

「夜は目が利かないだろ？　外は危ないだろうし気が済むまでそこに居たらいいよ」

　レイモンドはしばらく私の様子を見てから窓を開けたまま奥の部屋に引っ込んだ。

　私は興味のないふりをして、しばらくしてからレイモンドが何をしているのか息を殺して見に行った。

　奥の部屋は扉が数センチ開いていて、部屋の中でレイモンドは机に向かって何かをしていた。

　次の瞬間、不快な魔力の波動を感じる。レイモンドの手元がぼんやりと光っていて、なにをしているのかはすぐにわかった。

　光の魔力を石に込めている。

　ここで、守り石がつくられていたのだ。

　まさか、一人で作っているというのだろうか。

　クロードは今週中に十個作れと言っていたけど、そんな簡単なものじゃない。魔力を膨大に持っている私だって魔力を魔石に込めろって言われたら一日一個で疲れてしまう。魔力も必要だが、込めるときに精神力も体力も消費するのだ。

　でも、部屋にはレイモンドが一人。耳を澄ましても他に誰もいそうになかった。

　今始末するべきか。

　いやでも他にも光の魔力を持つものがいるなら一人消したところで手がかりがなくなるだけだ。少し泳がせて調べてからちゃんと処理しよう。いつだって排除するのは簡単なことなのだから。

　じっとレイモンドを観察する。あんなペースで魔力を消費していたら、きっと生命力を消費しなくてはならなくなる。無茶をして魔力を使うと体に異常をきたすからだ。

　でも、必死に魔力を魔石に込めている姿は嫌いじゃない。

　少なくとも冷たく女を抱く姿よりはいい。

　私は他の部屋と塔を隅々調査した。夜は衛兵も宿舎に戻るのか厳重に施錠された塔にはレイモンドの他に誰もいなかった。

　部屋数は少ない。今こもっているレイモンドがいる部屋とベッドのある部屋。食事をとるのだろうさっきまで私がいた部屋の三つだ。あとは簡単なバスルームがあるだけ。

　バスルームといっても瓶に張った水をかぶる程度の質素なものだ。石鹸だけがやけに高級なものが置いてあるので、きっと昼間の女たちがプレゼントしたのだろうと推測した。

　湿っぽくかび臭い塔に住む金の王子と豪華絢爛で清潔な王宮に住む黒の王子。

　兄弟だろうにこんなに差がつくものなのか。

　どちらも性格に難がありそうなのは似ているのかもしれないけれど。

　私が身代わりになったアイリーンはここにこられない理由があるというのだろうか……。

　普通に考えたら二人の親戚か姉か妹といったところが妥当だろう。

　光の魔力は受け継がれるのだろうか。少なくとも魔族の持つ闇の魔力は血統により引き継がれることが多い。

　だとしたら。

　現王からレイモンドが光の魔力を引き継いでいるなら、後の二人も魔力を持っている可能性があるってことか。

　明日は光の魔力を持つ者がいるか探してみよう。場合によっては光の魔力を持つ者をみんな根絶やしにしたっていい。

　これからやることが決まった私はさっさと魔界に帰ることにする。

　もう一度メデューサたちに光の魔力についていろいろと聞いておこうとも思った。









３　双子の妹











　次の日、やっぱり光の魔力もほどんどが血統によって引き継がれると聞いて、王のところに行ってみようと思った。

　あちこちで聞いてみると現王は今臥せっているらしい。

　王の部屋は厳重に見張られていて、主治医が部屋に入る際にその影の中に入って潜入した。影に入ってしまうと動けないし、黙って潜んでいないといけないが、一番楽に追跡や侵入がしやすい。

　天蓋付きのベッドの上で王は仰向けで目を閉じている。顔が青白く、もう命も長くなさそう。これでは王は光の魔力を使うどころではない。

　主治医は脈だけ測ると部屋を出て行った。

　王からはなにも聞けそうにないので私は再び宮中で情報を集めた。

　次はアイリーンのことを調べようとナンシーの姿になって適当にぶらぶらと歩く。この顔に見覚えがある人に話を聞けばいいのだから楽勝だ。

　しかししばらく廊下を歩いていると腕を引かれた。

「きゃっ」

　振り向くとそこにはクロードがいた。

「昨夜はどこにいたんだ」

「ええと」

　確かに夜は行かなかったけれど午後は付き合ったんだから、いいじゃないのよ。

　パチン、と指を鳴らして暗示をかける。いちいち面倒なんだから。

「昨晩はちゃんと私はクロード様の部屋に行きました。クロード様の激しさに私はまいってしまって今朝は寝坊してしまいました」

「……そ、そうか。そうだったな。お前は掃除メイドから外した。今から部屋にこい」

「え」

　それって夜伽だけじゃ足りないってこと？　どんだけ性欲余ってるの？

　しかしクロードは有無を言わせず私を部屋へと連れて行った。そしてすぐにまた白いドレスを着るように言われる。

　いい加減にしろと思ったが、部屋のテーブルには色とりどりのお菓子が用意され、私はその前のソファに座らされた。

「そこで待ってろ」

　まもなくお茶が運ばれてくる。クロードは机に座って仕事をしだした。

　なに、これ。どういうつもり？　もしかして私のご機嫌とってるの？

　しばらくしてひと段落着いたのかクロードがドカリと隣に座った。リアクションにこまる。

「欲しいものはあるか？」

　お菓子に手を付けない私にクロードが尋ねる。急になんだというのだ。

「宝石でも、ドレスでも……いくらでも贅沢をさせてやろう。だから、側にいろ。部屋も用意した」

「私を愛人になさるのですか？」

　震えているふりをして聞くとクロードは私の髪をひと房手に取ってキスをした。

「怖がらなくていい。私のものになって言う通りにすればいい。今からお前の名は『アイリーン』、俺のことは『お兄様』と呼べ」

　ということはアイリーンは妹で確定？　うわわ、とんだ変態じゃないか。妹にあんなことして……。

「難しいことはなにもない」

　そう言ってクロードは私をソファに押し倒す。どうやら本気らしい。

「アイリーンとは……妹様なのですか？」

「知らなくていい。お兄様、と」

「……はい。お兄様」

　私が言葉にするとクロードの顔が狂気に歪んだ。そうして満足そうに笑う。

「いい子だ、アイリーン……いい子だ」

　クロードの手がスカートを捲り、太ももを撫でる。

　私はその手をそのままにクロードのシャツのボタンに手をかけた。

　その体に光の魔力を宿しているなら、闇の魔力を流せば反発するはず。情事に夢中になっているクロードの胸に手を置いて確かめた。

　結果は……光の魔力はなし、だ。

　私はクロードにまた幻を見せるとその腕の中から抜け出した。

　これは……アイリーンはもしかしてこの世にいないのでは？　変な執着を感じる。この兄弟……どんな関係なのよ。

　ハアハアと興奮するクロードは前回よりはメイドを優しく抱くことにしたようだった。そんな姿を一瞥してから私は窓から部屋を出た。

「あ、忘れてた」

　すぐに顔は他のものに変えたけれど、私は白いドレスを着たままでいた。

　あの部屋に戻る気はしない。せっかくちょうどいいメイド服を手に入れたのに、また調達しないと。そう思ってリネン室を目指した。

　近道をしようと庭園を横切って垣根の向こうに出た時、誰かとぶつかって尻餅をついた。

「ア、ア、アイリーン様!?」

　そんなふうに言われて私は顔をあげる。相手は複雑そうな表情をした。男は若い庭師のようだった。

　これは、使えそう。

　そう思って能力を使って私は姿を変え始めた。徐々に相手の好みになる私に、庭師はだんだんと顔を真っ赤にした。

「ねえ、アイリーン様って誰？」

「あ、いや、それは……」

「白いドレスを着たら、他の人にも言われたの。私に知っていることを教えてほしいな」

「ええと……」

「ね？　あなたの他に聞ける人は誰もいないもの……私だけに教えて」

　庭師の手を太ももに誘導する。彼はもう私しか目にはいらないようだった。

「アイリーン様は王が外で作った双子の兄妹の一人で……数年前に王宮に引き取られたんだ。僕はここにきて二年だから見てないけれど、母親は有名な踊り子でたいそう美しい人だったらしい」

「そうなのね。それだと愛人を王宮に迎え入れられて、王妃様は怒ったんじゃない？」

「怒った、なんて可愛いものじゃなかったらしいよ。当時のことは僕も聞いただけだけど、王妃様は王様に隠れて彼らにえげつない嫌がらせをしていたんだってさ。母親がすぐに事故で死んだのも王妃様が絡んでいるんじゃないかって、みんな言っていたよ」

「アイリーン様とあなたとは仲が良かったの？」

「明るくていい子だったからね。同い年だったし、誰とでも仲良くなっていたよ。時々庭に逃げてきたから匿ったりしていたんだ」

「逃げるって、王妃様から？」

「うん。双子は母親にそっくりだったから、なにかと王妃様にいじめられていたんだ。二年前に王様が臥せってからレイモンド様が反逆罪に問われて塔に移されて……城で一人になったアイリーン様はひどく怯えていたよ」

「クロード様も双子をいじめていたの？」

「レイモンド様の方は知らないけれど、アイリーン様のことは可愛がっていたよ。プレゼントも頻繁に贈っていらした。それがその白いドレスにそっくりだったから君を見間違えちゃったんだ」

「クロード様と仲が良かったのね」

「あー……仲良くはなかったかな。クロード様は目にかけていたけれどアイリーン様が一方的に避けていたっていうか。王宮育ちじゃないアイリーン様は時々王族らしくないことをしてしまうみたいで、しょっちゅうクロード様が部屋に連れて行ってお説教していたんだ」

「お説教……それで、アイリーン様は今……」

「一年前に亡くなったよ。王宮の大きな池に身を投げたんだ。王妃様のいじめに耐えかねたんじゃないかってみんな言ってる」

　異母妹……やっぱりもういないのか。そりゃあ継母にいじめられてはいたんだろうけれど。それよりも……。

　クロードが私にしたことを考えると、それだけが理由じゃないはずだと思った。

　なんだかドロドロだな！

　禁断の愛って奴だろうか。

　でも、驚くくらいクロードとレイモンドたちは似ていない。

　そう思って、庭師と適当に分かれて食堂へと向かった。こういうときは経歴の長いおばちゃんに限る。ちょっと話しかけて暗示をかけると食堂で働くベテランのおばちゃんたちはペラペラとしゃべりだす。

　どうやら光の魔力を持たないクロードは生まれた時にひと悶着あったみたいだ。王妃が怖くて言及しなかったみたいだけど、ぶっちゃけ誰もが王妃が浮気していたと思っていたようだ。

　その件で元々仲良くなかった夫婦仲は最悪になって王は浮気。そして数年経って自分の子が見つかる。双子でレイモンドの方は光の魔力を持っていると知り、王は嬉々として親子を王宮に迎え入れたようだ。

「光の魔力ってもう使える人は少ないの？」

「あー……あれはねぇ。まだ人間と魔族がいがみ合っていた頃は大切にされていた魔力だったんだけどね。今は干渉しないって約束で平和だろ？　男の子にしか宿らない魔力で通常の魔力持ちと結婚したら光の魔力は消えちまうのさ。今は王族にしか残ってない力だよ」

「消える？」

「普通の魔力ならほら、攻撃だってできるし生活に必要なものにも使えるから便利だろ？　光の魔力は魔族に効くってだけであとは目潰しくらいだよ。王様と古い貴族は存続したいって言ってるけれど、いずれなくなる運命だね」

「そっか……」

　確かに魔族が襲ってこなければいらない魔力だろう。

　光の魔力は今現王とレイモンドだけが持っているってことか。やっぱりレイモンドが一人で守り石を作っているのかな。これは本人に確認してみた方がいいようだ。

　そうして私は再びレイモンドのいる塔へ向かった。鳥になって塔に向かうといつも閉まっている窓が開いていた。いったん木に止まって中を探る。ふと気がつくと窓枠のところに皿にのった果物が置いてあった。

　なにあれ。

　興味津々で窓枠に止まると果物を観察した。皿の中に入っていたのは半分にカットされたオレンジで、ずっと置かれていたのか表面が少し乾いていた。足で皿をつついていると部屋の中から声をかけられた。

「あの時の鳥かな？　元気そうでよかったよ」

　レイモンドは少し離れたところにいた。私（鳥）を驚かせないようにという気配りかもしれない。もしかして果物を置いて待っていたのだろうか。

　意外……そんなことをするようには思えないのに。

「もう少し、側に行ってもいい？」

　話しかけながらレイモンドがこちらに向かってくる。でもなんだか動きが変だ。どこかしら手で探りながら前に進んでいる。あれ……レイモンドの目が。

　私がジッとしていることでレイモンドは大胆に近づいてきた。彼の美しかったブルーの瞳が白く濁っている。

　そこでテーブルに置かれた魔石に気づいた。

　まさか、この男は本当にアイリーンに会うために十個の守り石を用意するつもりなの？

　クロードもレイモンドもそんなにアイリーンに執着しているの？

　私は近づいてきたレイモンドに体を翻して窓から外に飛び立った。

　なんだろう、この兄弟……。今日はさっさと魔界に戻ろう。なんだか疲れちゃった。

　鳥の姿で王宮の上を飛んでいるとなにやら騒がしい。見るとクロードが部屋の前で騒いでいた。

「どこだ！　アイリーン！」

　どうやら幻が解けてしまったようでクロードが血相を変えて私を探し回っている。

　もう、なんなのよ。面倒だな！

　無視しようかとも考えたが、どうせならメイド服を回収しようとクロードの所へ行った。

「お兄様。ここにいます。ずっといたじゃないですか」

　姿を現してクロードの前に立つとクロードが大股で近づいてきて私をぎゅっと抱きしめた。

「そうか、いたか……、アイリーン……側にいるんだ、……どこかへいってはならない」

　ぶつぶつとクロードがつぶやく。私の後頭部を支える手は震えている。

「お前は私のものだ。すべてを捧げるんだ」

　そう言ったクロードはそのまま私を部屋に入れて出さなかった。

　ちょっと正気じゃないな……。

　私はクロードに魔法をかけて眠らせた。付き合ってられないよ……。

　呆れながら魔界に戻った私は、次の日にあんなことが起きるとは思っていなかった。




「トゥル姫様、光の魔力の持ち主は見つかりましたか？」

　メデューサたちがすがるように聞いてくる。なんかあの兄弟怖いし、正直関わりたくない。王は放っておいても長くないだろうし、サクッとレイモンドを消して、守り石を壊しておけば解決だよね。

「今日処理しておくよ」

「ありがとうございます！　これで魔王様のイライラがなくなる！」

　嬉しそうなメデューサたち。ほんと仲いいなぁ。

「ねえねえ、三つ子って普通の姉妹とはやっぱり違うものなの？」

　ふとレイモンドとアイリーンを思い浮かべて聞いてみる。メデューサたちは互いに目を合わせてクスクス笑っていた。

「他の人のことは知りませんけど、シンクロ率が高いですよ。一人が火傷をしたら、もう二人も傷がないのに痛みを感じたり、それぞれ出かけて同じものを買ってしまったり」

「へえ」

　なるほど、声もばっちりそろっている。

　さてと、重い腰をあげた私は今日で終わりだと決めてスタナ国へと向かった。クロードがまた私を探していたら面倒だから、塔に行ってすべてを終わらせよう。

　鳥になって行くと今日も塔の窓は開いていた。

　相変わらず窓枠には皿にのった果物が置いてある。私は遠慮なく窓から侵入した。

　さて、レイモンドは奥の部屋か？……と思っているとドタドタと音がする。慌てて私は物陰に隠れた。

「レイモンド！　レイモンド！」

　叫ぶ声には聞き覚えがある。クロードである。

　ドアがバン、と開くと案の定クロードが衛兵を二人連れていた。

「クロード……期限まではあと一日ある」

　そんなことを言いながらレイモンドが奥の部屋からふらふらと歩いてくる。

「アイリーンをどこに隠した!?　おい、部屋をくまなく探せ！」

　クロードは予想しない言葉を言い放つ。しかし男たちは乱暴にレイモンドの部屋を探った。

　なに、してんの？　いるわけないじゃん。レイモンドは厳重に閉じ込められているのに。

「なにを、言ってる？　まさか、アイリーンがいなくなったのか？」

　レイモンドの言葉にクロードが眉をひそめた。

「黙れ！　くそっ！　ようやく『お兄様』と呼ばせたのに！」

　は、はあ？　もしかして生前アイリーンは呼ぶのを拒んでいたの？　それで私に呼ばせてあんなに機嫌がよくなっていたのか。

「クロード、ここにアイリーンがいるはずがない。探すなら別のところを探してくれ。もしものことがあったら！」

「うるさい……王宮は探したんだ。いつだってアイリーンはお前のことばっかりだ。ここにくるに違いない。わかっているんだ」

　言っていることがおかしい。だってアイリーンは亡くなっていて、いなくなったのは私が扮したメイドの『ナンシー』だ。クロード本人がいちばんわかっているだろうに。

「なにがあったんだ？　アイリーンが安心して暮らせるという条件で俺は守り石を……」

「黙れ！　黙れ！　お前たちは口を開けば互いのことばかり！　うんざりだ！」

「それは、俺を心配してアイリーンがいなくなったということなのか？」

「お前がさっさと光の魔力を持った子どもを作っていればよかったんだ！」

「今それは関係ないだろ」

「関係ないだと!?　王妃はアイリーンに子を産ませろとせっついているんだぞ」

「それは、俺がするからという約束だ」

「薬を使わないとできないくせに！　きっとアイリーンはそれで思い悩んで……。きっとそうだ。お前のせいだ……」

「なにを言って……」

「同じ顔して私を見るな……役立たずめ……」

　言いがかりとしか思えない言葉をぶつけたクロードは心底レイモンドを憎んでいるようだ。

「おい、そこのお前、鞭を貸せ」

　クロードが一緒にきた衛兵に声をかける。大きな男は自分の腰につけていた鞭をクロードに渡す。……もう、悪い予感しかしない。

　バシンッ！

「うわああっ」

　なにをされるか察知したレイモンドが逃げようと背中を向けるとそこに鞭が当たった。

　ちょっと、本気なの？

「正直に話せ、アイリーンはどこだ！」

　叫びながらクロードが鞭を振り上げる。

「うあああああっ」

　バチッと鞭が嫌な音を立ててレイモンドの皮膚を破る。

　もう、なんでこんなことするのよ、狂ってる！

　衛兵は事情を知っているはずなのに何も言わず眉をひそめるだけだ。アイリーンは死んでいるのに、どうして!?

　そうしてクロードは気が済むまでレイモンドを痛めつけた上に、出来上がっていた守り石を回収して塔を出て行った。

　部屋には痛めつけられたレイモンド。

　いやさ、始末しようとしていたんだけどもさ。いくらなんでもこんなに痛めつける趣味はないわよ。

　私はじっとレイモンドを眺めた。

　放っておいたらこのまま死んじゃうだろう。

　私のせいじゃないし。私だったら死んだこともわかんないくらい一瞬で始末したもん。

　いっそ親切にとどめを刺してあげる？

　そう考えてレイモンドに近づく。すると彼はなにか言っている。

　それを聞いて私はなんだか胸がチリチリした。

　──アイリーン……逃げて。どうか、無事に……。

　その場にいたくなくて私は窓から逃げ出した。

　あんな目に合ってもレイモンドはアイリーンの無事を願っているんだ。クロードに恨み節を言うでもなく……。背中なんて大きく裂けていたのに。

　中央の庭園の木に止まる。今見たことは忘れようと思った。放っておくだけで私の当初の目的は果たされる。光の魔力はこれで使えなくなるし、後は守り石を壊せばいいだけだ。

　はあ、と知らずため息が出る。すると下から声が聞こえてきた。

「また、クロード様のご病気が出たみたいよ」

「朝から大騒ぎだったわね」

「なんでもアイリーン様そっくりのメイドが入ってきてクロード様の目にとまったみたい」

「アイリーン様が亡くなってからやっと落ち着いたっていうのにね」

「なんで逃げたのかしら。クロード様にご寵愛されていればいいのに」

「そりゃあ、死人の身代わりだなんて怖かったんじゃない？」

「はあ……とにかく早く見つからないと仕事にならないわ」

　メイドたちが愚痴を言っている声が聞こえた。

　え……クロードが変になったのって、私のせい？　それで難癖付けられたレイモンドがあんな目にあったってこと？

　いや……でも。結果は同じだったんだろうし。

　部屋で倒れているレイモンドを思い出す。血が流れ、もう数時間経ったら死ぬだろう。

　……ああ、もう！

　様子を見るだけ！

　変になったのが私のせいだったとしても、クロードが勝手にしたことだもん！

　部屋に舞い戻るとレイモンドは倒れたところから動いていなかった。背中がまだわずかに上下しているから、息はしているようだ。

　最後の慈悲だと私はアイリーンの姿でレイモンドの手を握った。

「レイモンド……」

　声をかけるとレイモンドの顔が和らいだ。

「アイリーン、ここにいちゃいけないよ……クロードがきたんだ。早く逃げて……やっと決心したんだね。遠くに……うんと遠くに行くんだよ」

　やっぱりレイモンドはアイリーンの心配しかしなかった。

「私に逃げて欲しかったの？」

「俺が残るからって……言ったじゃないか。気にしないで、すぐに俺も逃げるから。一緒には無理だよ……はやく、早く、行って……」

　レイモンドが握った手を離して弱弱しく押し返した。

　双子はここから逃げたかったんだ。レイモンドはアイリーンのために嫌なことを全部引き受けていたのか……。

　私にだってわかる。レイモンドの「俺もすぐ逃げる」がなにを示しているのか。こんなに痛めつけられた彼がここから逃げる方法なんて一つしかない。

　私はぎゅっと拳を握って息を吐いた。

　こんなのは私の美学に反するもの。

　そうよ、天下の次期魔王が自分の獲物に先に手を出されては我慢ならない。

　こんな卑怯な真似をしなくたって、正々堂々と解決できるんだから！

　自分でもわからない感情に押されて私は窓から飛び立つ。

　今度はレイモンドから逃げたんじゃない。




「セラビル！」

　私は魔界に帰ると一目散にセラビルのところへ行った。ドラゴン族は成人したら一人で岩山に住まいを作る。今岩山で一番立派なのはセラビルの住居だった。

「え、ええ？　トゥル？　訪ねてくるなんてどうした!?」

　ドラゴン族は薬草に詳しいし、それでなくとも彼は賢くて物知りだ。レイモンドを元気な姿にしてから、光の魔法のことも考える。始末してもいいし、外に逃げたいんなら逃がせばいいと思う。とにかく、あの状態のまま放って置くなんてできないと感じた。

「あのさ、人間の傷に効く薬ちょうだい」

「はあ？　人間？　なんだ、飼っているのか？　すぐ死ぬんだから扱いは丁寧にしないと」

「飼ってないし、私が傷つけたんじゃない。でも傷を治したいの」

「どの程度の傷だ？」

「ええと、皮膚が裂けてて血が出てた」

「しつけか？」

「だから、私は何もしてないってば、もう」

　不思議そうな顔をしながらもセラビルは小さなツボに入った軟膏を渡してくれた。

「薄く塗ってやればいい。軽い傷ならすぐに治るだろう」

「ありがと」

　さっそくレイモンドのところに戻ろう。

「トゥル」

「ん？　なに？」

「いや。なんていうかいつもと違って不安そうに見えたから」

　セラビルが私のことを見てそんなことを言った。

　その言葉に私の方が不思議な気持ちになった。

　塔に戻るとレイモンドは眉間にしわを寄せながら倒れていた。きっと体中の傷が痛むのだろう。私はセラビルにもらってきた軟膏を塗ることにする。

　シャツをめくると白い肌が暗闇に浮かぶように見える。

　綺麗な体が台無しだ。

　一番大きな傷は肩からお尻にかけて深く切れていた。よく見ると古い傷もある。きっと鞭打たれるのは初めてのことじゃないのだ。

　薬を塗り終えてシャツを戻す。とりあえず魔法で浮かせてベッドに下ろす。ギシリとレイモンドの重みできしむベッド。これも粗末なものだ。

　こんなの王子の扱いじゃない。

　今まで深く考えたことなんてなかったから気にしてなかったけど、レイモンドの扱いはあんまりだ。体がボロボロになるまで光の魔力を石に込めさせられて。月に一回は望まないセックスをして女たちを帰す。だからあんなに淡々としていたのか。

　女たちに種付けしなかったことを黙っていてもらうために奉仕する……。

　そりゃそうよね。自分の子がまた自分のような運命をたどるなんて我慢できない……。

　あの様子ではクロードはアイリーンに執着していて、義妹を無理やり抱いていたんだろう。絶望したアイリーンが自死して、クロードは狂ってしまったのかもしれない。

　クロードを誘惑なんてしなければよかった。

　そもそも私は悪くない。けれど……。

　ああ、もう。傷が癒えるまでは薬を塗ってあげる。その後のことはまた考えるから。

「お休み」

　偶然そうなってしまっただけだけれど、死んだ人間の名を騙ったことに罪悪感があった。

　ほんと、もう最悪。

　そうして私は次の日もレイモンドの元へ訪れた。

　もちろん、薬を塗るためだ。

　これ以上は面倒なことがないようにメイド長の記憶を消しておいた。

　クロードの記憶も消そうと思ったが、よほどアイリーンに思い入れがあるのか、精神的に危ういからか、うまくいかなかった。言動はおかしいままで、もう付き合いきれない。

　レイモンドはベッドで眠ったまま。魔力は極限まで使うと体力も奪ってしまうから……そんな状態で鞭打たれたんじゃあ、すぐにはよくならないだろう。

　はあ、もう。レイモンドは生かしてどこかに捨ててくればいいよね？　もともと逃げ出したかったんだしさ。要は守り石を作らなきゃいいんだから。

「慈悲深いトゥル様を敬いなさいよ」

　レイモンドの髪に触れる。

　ふん……触り心地はいいわね。繊細な白金色の髪……パパがスウの頭を無限に撫でる気持ちがわかった気がする。

「元気になりなさい。そうしたら王宮の外に捨ててやるんだから」

　そうして二度と見つからないように暮らしたらいい。

　あなたのアイリーンはもういないのだから。

　レイモンドが目を覚ましたのは数時間後だった。その時にはもう彼の目は完全に見えなくなっていた。それに気づいたのはレイモンドが私を見ても無反応だったからだ。私は角も出した淫魔そのものの姿だった。

　しっかりと瞼は開いているのに、白濁したその瞳に光はなく、ただ、シーツを両手で探っていた。

　当然私は目を覚ましたら、薬を渡してあとは放っておくつもりだった。

　魔族の姿でビビらせておいて後日王宮の外にポイ、だ。そう思っていたのに、ポイどころか私の姿も確認できない。

　視力も失って、レイモンドはこれからどうやって生活するのだろう。

　ただぼんやりとベッドに座っているレイモンド。

　ここにはレイモンドを真摯に世話をする者などいない。その証拠にあんなに鞭打ったというのに誰もレイモンドの安否の確認に訪れなかった。下の扉を守る衛兵も知らんぷりだ。

　大方確実に死んでから見にこようと思っているのだろう。食事が届く気配すらなかった。

「はあ……」

　私は深くため息をついてからメイド服を取ってくることにした。

　乗り掛かった舟……動けるようになるまでだ。









４　レイモンドのメイド











「初めましてレイモンド様。メイドのトゥルです。目が不自由になったと聞いてお世話にまいりました」

「え……お世話？」

　塔の下にいる衛兵に暗示をかけて私をレイモンドのメイドだと信じ込ませた。案の定衛兵はレイモンドが生きていたことに驚いていた。

　レイモンドにも暗示をかけてずっと彼のメイドだったことにしようとしたが、光の魔力が反発するのか暗示がかからなかった。この分だと魅了もかからないかもしれない。闇でない魔法は効くみたいだけれど、意識して使っていないからどれが効くのかわからない。

「さあさ、まずはお薬を塗らせてください」

「……薬？　待て、触るな！」

　手負いの獣のようにレイモンドが警戒している。

　拒否して振り上げた手が当たり、軟膏のツボがカラカラと転がっていった。

　なっ！　人が親切にしてやっているのになんたる態度！

　私が人の世話をするなんて、ありえないことなのよ！　それを、ありがたるどころか拒否するなんて。誰が下に落とされたものを拾ってやるもんかと頭にきた。

　早々に魔界に帰ろうかと思ってレイモンドを見ると、体が震えていることに気がついた。

「……寝ている間にも一度塗っております。痛みが引いていませんか？」

　なんとか絞り出した私の言葉にレイモンドが自分で背中を確かめた。傷がよくなっているのがわかったようだ。

「自分の世話は自分でするから、塔から出て行ってくれ」

　目が見えないというのに強気な態度……。

　でも、なにかを恐れている？　心配しないでも襲ったりしないわよ。

　それから私が説得を試みてもレイモンドは聞く耳を持たなかった。

　仕方ないので昨晩のようにレイモンドを魔法で眠らせて薬を塗ることにした。まるで牙をむいた山猫だ。

「はあ……こりゃ大変だ」

　ベッドに横たわったレイモンドの服を脱がせる。案の定、傷口から出た血がシャツにくっついて固まっていた。ゆっくりはがしても皮膚がはがれてまた血が出てしまう。慣れないことをするものじゃない。はあ、もう仕方ないもん。

　転がっていった軟膏のツボを拾って丁寧に薬を塗る。

　こんなふうに下に落とされたものを拾うのも、人の世話をするのも大サービスなんだからね。

　タンスを開けると替えの服が一組しかない。あとで誰かに頼んでクロードのクローゼットから服を運ばせよう。少しくらい減っても気づかないだろう。やっとのことで服を着替えさせて、次は食事の用意をしようと塔を下りて行った。

「衛兵さん、レイモンド様のお食事を取ってきてください」

　外にいる衛兵に声をかけるとしばらくしてレイモンドの食事が運ばれてきた。

　トレーに乗っているのは小さなパンと冷めたスープだけ。

　こんなものでは元気になれない。まさか王子にこんな貧しい食事をさせていたのか……。

「衛兵さん、レイモンド様のお食事は最高級なものですよ？　クロード様と同じ王子様なのですからね。もちろん熱々でお願いします」

　暗示をかけてもう一度衛兵を送り出す。次に変なものを持ってきたらお仕置きしてやる。

　そうして私はデザート付きの完璧な食事を手に入れることができた。

「レイモンド様、起きてください。お食事です」

　私がレイモンドを起こすと、彼は自分の状況を見て戸惑っている。寝ている間にあれこれされては嫌だろうけれど、仕方ないではないか。

　テーブルに座らせて、スプーンを握らせる。

　しかしいつもとは違う匂いのする食事をレイモンドは食べようとしなかった。

「誰の指示でここにいる？」

　相変わらずレイモンドの表情が硬い。まさか、ご飯も食べないだなんて思わなかった。

「食べないと元気になれませんよ」

　せっかく豪華な食事にしてあげたのに、こんなに頑なに拒否されるなんて。

　ちょっとイライラして私はレイモンドを見た。今彼にはハンデがあるのだから私に頼ればいいものを……。

「俺の世話だなんて、誰に言われた？」

　しかし強気な発言も声が震えている。警戒しているのか。

　そこで私は考えて、レイモンドに小声で耳打ちしてやった。

「スタナ国王が病床でレイモンド様のことを気にかけておられました。私は王妃様にも王太子様にも関わりはございません。私が危険なものを持っていないか触れて確かめますか？」

　そう言って手を取るとレイモンドが慌てて手を払った。

「触るなっ」

　安心できるかと思って言ったが、余計に警戒されてしまった。

　まさかの失敗。

　これ以上いても私もレイモンドもストレスが溜まるだけだと悟って、声をかけてから塔を出た。あんなに邪険にされて面倒を見るなんて冗談じゃない。

　私、魔王の娘よ？

　次期魔王なんだからね!?

　お世話される側なの、それが、こんなにしてあげているのに！　ほんと勘弁してほしい。

　もう明日は行くもんか。

　魔界の自室に戻ってベッドにダイブ。はあ、疲れた。

　ちょっとは喜んでもいいじゃないのよ。ありがたがるとかさ。

　私が部屋に戻ったことを察知してゴーストたちがやってくる。なにも指示しなくてもお風呂を用意してくれて、うつぶせに寝る私のふくらはぎをマッサージしてくれる……。

　はあー。これこれ。

　あれ、私今までこれが当然でお礼なんて言ったことないか。

　……それでレイモンドに感謝しろだなんて思っていたってこと。

　私はちょっと恥ずかしくなって寝る前にゴーストたちに「いつもありがとう」と言った。ゴーストたちはとても喜んで、いつもよりもいっそう丁寧に仕事をしてくれた。

　そして次の日。爽快な気分で起きる。

　まあ、とりあえず行くよ。あそこで一人で生活なんてできないだろうしさ。ちょっとでも嫌なことがあったら見捨てるけどね。

　私は鳥になってレイモンドの塔に向かう。もはや窓は開けっぱなしである。

　中に入ると床にお皿が落ちていた。きっと部屋の中を歩き回ったのだろう。目が見えないし傷も深いのだからベッドで寝ていたらいいのに。

「レイモンド様？」

　メイドになって声をかける。

　私はベッドのある部屋に向かった。ガタリ、と中から音がする。転びでもしたのかと思って部屋に入ると、それどころじゃなかった。

「ぎゃああああっ」

　レイモンドは柱に吊ったヒモに首をかけていた。

　わ、忘れていた！　レイモンドはアイリーンが無事に逃げたら死ぬ気だったんだ！

　私は慌ててレイモンドの体を下から支えた。

　ひもは二人分の体重に耐え切れずにびりびりと音を鳴らして裂けた。古いカーテンを割いてひもにしていたから布がボロかったようだ。窓の感じがいつもと違うと思っていたら、カーテンがなかったのか……。

「トゥル!?　っつ……ゴホゴホ」

　レイモンドがバツの悪そうな顔をしている。せっかくセラビルに薬までもらって助けたのに、せめて私の知らないところでやってほしい。

「アイリーン様は無事に逃げることができたようですよ」

　私はしゃがんでレイモンドにそう言った。もう死んでいるなんて言ったらこのまま窓の外に飛び出していきそうだ。

「そう……」

「レイモンド様もここから逃げ出せば、いつかは会えるかもしれません」

「いや、それは……もう会えなくていいんだ。もう俺たちは関わらない方が幸せになれる」

「もし、レイモンド様が宮中で亡くなったと知ればアイリーン様は悲しみますよ」

「俺が生きていたらアイリーンが脅されてここに戻ってこなければならなくなるかもしれない。それじゃだめだ。トゥル、お願いだ。見なかったことにして出て行ってくれ。こんなクソみたいな人生終わらせたい。せめてアイリーンの足枷になりたくないんだ」

　アイリーンはあなたの足枷なのに？　と思っても言えなかった。なんだか、憐れだ。

　アイリーンも……レイモンドのために池に身を投げたのかもしれない。クロードの態度からしてもアイリーンがクロードを慕っていたようには思えない。狂った義兄に抱かれながら、レイモンドの身を案じていたのではないだろうか。

「レイモンド様はこんなにひどい目にあって、復讐したいと思わないのですか？」

「……そんな感情はとっくの昔に消えたんだ。今はもうただ消えてなくなりたい。アイリーンがどこかで幸せに暮らしていたらそれでいい。生まれた時からずっと一緒だったからかな、どこか自分の一部のように感じるんだ。だから、それでいい」

　もしもアイリーンも同じ考えなら……レイモンドが自由になれば彼女も少しは浮かばれることになる。

　どうしたものか。

　私のせいでレイモンドが拷問を受けたのも気分のいいものではなかったし、双子が二人とも王宮内で命を亡くすのは憐れすぎる。せっかく助けた命だし、王宮からポイッとしておさらばしたい。死ぬなら私の知らないところで死んでほしい。

　過去に会った死にそうな人間を思い浮かべて、どうにか思いとどまらせようと考える。

　幼稚な手だけど、ちょっと試してみるか。

「レイモンド様は悪魔を信じますか？」

「え？」

「その命、もういらないのですよね？」

「う、うん」

「だったら魂と引き換えに悪魔に願い事をしてはどうですか？」

　レイモンドが驚いている。急にこんなことを言い出すメイドってのも変に違いない。

　突拍子過ぎて呆れるかな、と思ったが、レイモンドはいい反応をした。

「トゥルは魔族とつながりがあるの？」

　時々、魔族と悪魔を勘違いしている人間がいる。人間にとって自分たちにいいことをもたらすのは天使や神様で、悪いことの象徴は悪魔や魔族だ。いつもそれをなんだかなぁと思っているけど、それを利用して時々私は願いを叶えてあげるという遊びをしていた。

　気まぐれにその願いを叶えたり、無視したり。

　どうせ願い事をした人間は私がどうこうしなくても死ぬし、私にとってそれは一時の退屈しのぎでしかない。

「そんなところです。どうします？　もしも交渉するなら夜中零時に窓を開けて待っていてください」

「悪魔がくるの？」

「あなたが信じるなら」

　レイモンドは黙った。

　あんなことを言っていてもできるなら復讐したいだろう。

　クロードに？　それとも虐めていたっていう王妃？　ここに連れてきた王っていうのもあり得るか。まあ、なんにせよ、願いはなんでもいい。

　そうして夜に鳥の姿で塔を訪れた。

　どうするかな、と思ったけれどレイモンドは窓を開けてテーブルに座って待っていた。

「おい、お前がレイモンドか？」

「本当に……きた。あの、悪魔様ですか？」

　姿形をどうするか考えたけど、レイモンドは目が見えないのだから鳥でいいだろう。

「いかにも。今は鳥の姿になっている。疑うなら触っていいぞ」

　低い声を出して答える。今回はちゃんとテーブルの上になにものっていないのを確認してから降りた。恐る恐る触れてきた手は、私の体を撫でるようにだんだんと大胆になる。

　レイモンドが以前果物を用意していたのを思い出す。もしかして鳥が好きなのかもしれない。いい加減にやめるよう首を振るとレイモンドが慌てて手を引いた。

「あの……魂と引き換えに願い事を叶えてくれると聞いたのですが」

「信じるか信じないかはお前次第だ」

　眉間にしわを寄せて少し考えてから、レイモンドはまた口を開いた。ためらいながらもこれはチャンスだと思っているようだ。

「妹に……ここから逃げた妹に宝石を届けて欲しいのです。今後の資金にするようにと」

「はあ？」

　思わず私は間抜けな声を上げてしまった。死にかけているからって魂と引き換えなのよ？　どれだけ自分の価値を下げてんのよ。

「できますか？」

　しかし、そう聞かれると途方もなく難しい依頼である。なにせ相手はこの世の人ではない。

　ムムムム。

「私は配達員ではないぞ。そのような願い事は気分が悪い」

「あっ……すみません。そんなつもりはなかったのです」

　今度はレイモンドが黙り込んだ。あくまでアイリーンの幸せを願うようだ。

「では……」

「幸せにしろ、みたいな抽象的な願いは無理だからな」

「うう……」

「なんというお人良しなのだ。お前の魂を渡すのだぞ？　自分のことを願えばいいだろう？」

「そういうわけでは……。妹しかもう希望がなくて」

「なんだそれは」

「魔力を無理して使ったためにもう俺の命は長くありません。もう少し生き長らえたとして楽しみもないのです。あ……」

「なんだ」

「悪魔様にはあまり価値のない魂になりますね」

　そこで自嘲するように笑う。

「価値がない魂だと思っていたら、ここにはきていないから安心しろ」

　なんだか私の言っていることもおかしな気がしてきた。

「魂と引き換えに願いが叶うなんて俺にはちょっとしたご褒美です。それに双子の妹が幸せに暮らせば、きっと俺もそんな気持ちを味わえると思うのです」

「感覚を共有しているのか？」

「ほんの瞬間、ですけれど。偶然とは言えないくらい今まで共感してきましたから」

「ふうん」

「実は一年前に胸がぽかりと開くような虚無感があって不安だったのですが、先日元気な妹の姿を確認して安心しました」

　やっぱりアイリーンになっちゃいけなかった。クロードにもレイモンドにも期待を持たせてしまったのだ。

「とにかく、自分のことを願え、お前の魂なのだから」

「自分の……願い」

　考え込むレイモンドにため息が出る。

「それと、あのメイドはお前の味方だ。素直にいうことを聞いて優しくしてやれ」

「あの、味方ってどういう意味ですか？」

「え」

「クロードは俺がもう死んでもいいと思っていたはずです。それなのに俺にメイドをつけるなんておかしな話なんです。しかもトゥルのことをあなたは味方だという」

「ええと、それは」

「俺はずっと王妃とクロードの嫌がらせにあってきました。でも、今のところトゥルにそんなそぶりもないし、ましてあなたを紹介してくれました」

　悪魔を素直に信じたかと思えば、トゥルの正体を疑っている。もう、頭がいいのか悪いのかどっちかにしてほしいよ。

「……トゥルは魔族のスパイだ。お前が守り石を作ってると聞いて監視している。お前が妹に届けたいと言っている宝石は魔王領から無断で採取しているものだからな」

「勝手に？　取引していると聞いてますが」

「そんな取引は存在しない。魔族にとったらお前たちは盗人だ」

「盗人……す、すみません。俺、そんなこと知らなくて。今俺が持ってる魔宝石はすべてお返しします」

「まてまて、見えもせんのに取りに行こうとするな。魔宝石はいらん。盗人だが魔族にとったら価値もない石だ。しかし、守り石で魔王領に侵入することは許されないこと。どういうことかわかるな？」

「はい。もう光の魔力を石に込めません」

「いい子だ。その約束を守るなら、お前の願いが決まるまで待ってやることにしよう」

「いいのですか？」

「願い事が決まったら私を呼べ。お前のメイドに言えばまたくる」

「えっ、あの、す、すみません。わざわざきていただいたのに」

　そうしてレイモンドは私の適当な設定を信じ、自分の魂と引き換えの願い事を考えているようだった。もちろん死のうとしなくなった。

　加えてトゥルが魔族のスパイだと知ってから素直に薬を塗らせてくれるようになった。なんとなくスパイって言葉にワクワクしている感じがする。設定間違えたかな。

「あの……悪魔様にトゥルがスパイだって聞いたんだけど」

「そうですか」

　興奮している顔は楽しそう。まったく手のかかる男だよ。

「それってトゥルも魔族なの？」

　ずいぶん信じてくれたのかそんなことを聞いてくる。

「ええそうですよ」

「そうか、それは大変な秘密だ。……大丈夫、黙っているよ」

「そうしていただけると助かります」

「どんな魔族なのか聞いてもいい？」

「……淫魔です」

「え？」

「い・ん・ま。サキュバスです。レイモンド様、私に食べられたいですか？」

「た、食べさせないとどうなる？」

「構えなくていいですよ。冗談です。弱っている人間を食べたりしませんから。体をちゃんと回復させてください」

「うん」

「食事もちゃんと用意しますからたくさん食べてください」

「うん」

　魔族だとカミングアウトした後からレイモンドの親密度が上がった。これって初めから淫魔として接していたらよかったってこと？

　悪魔を登場させる必要なかったじゃない。態度が軟化するならもうどうでもいいけれど。

「もしかして魔族だっていうほうが安心するんですか？」

「王宮にきてから信じられるものは母と妹だけだったから、交換条件や理由がある方がわかりやすく信頼できる」

「余程酷い目にあってきたんですね」

「人間は怖いよ……」

　狂った主張をしていたクロードを思い出す。確かに怖いわ。

　さ、これでようやく世話もしやすくなった。食事もぺろりと平らげるようになった。

　よしよし、この調子でベッドから出られるようになったらすぐにポイッと捨ててやる。

　私の心のわだかまりと共にすっきりするはずよ。

　日に日に体の傷も癒えて、ようやくレイモンドはベッドから降りて歩くようになった。

　また塔に突撃があったらどうしようかと思っていたけれど、あちらはクロードがちょっと精神的に危ういようでレイモンドに構っている暇はなさそうだ。子作り隊もこれなくなっているくらいだからね。

　最近レイモンドはずいぶん私に気を許すようになって、歌を歌うようになった。初めて聞いた時も思ったけれど透き通るような声だ。

「素敵な歌ですね」

「そうかな……母は踊り子でね。歌もうまかったんだ。俺たちが生まれてからはパン屋で働いていたけど、それまではあちこちで歌っていたんだって。アイリーンと二人で踊りも歌も教えてもらったよ」

「へえ……」

「芸は身を助けるって。将来困ることのないようにって小さいころから習ってた。俺は本当は絵を描く方が好きだったけれど」

「絵？」

「うん。下手の横好き。もう……今は描くこともないけどね」

「じゃあ、ここから出て、吟遊詩人になったらどうですか？」

「そんな、無理だよ」

「私はレイモンド様の歌、すごく好きですよ」

　素直に意見を言うとレイモンドは真っ赤になった。

「好き？」

「ええ。好きです」

「……そう」

「もっと自信をもっていいんですよ。レイモンド様は私が見てきたどんな人より美しくって、歌も素晴らしいんですから」

「うん……」

　そうそう、自分を卑下するのはやめなさい。この私がこんなに世話を焼いてやっているんだから。

　私の励ましのおかげかレイモンドは歌をたくさん歌ってくれるようになった。切ない恋の歌が多かったけど、私のお気に入りは子守唄だった。

　だんだんと私に慣れてくるレイモンドに嬉しくなる。そうなると早く捨ててやろうなんて思っていた自分が非道に思えてくる。

　気まぐれに始めたが思っていたよりレイモンドの世話は大変だった。けれどその分、手負いの魔獣がだんだんと私に懐いてくるような感覚に喜びがあった。いや、そんなかっこいいもんじゃない。レイモンドはウサギのように可愛らしい。

　大げさに褒めると時折見せる照れた顔……これがなんとも可愛いのだ。

　人の世話になるのに慣れていないレイモンドは私がなにをしても顔を真っ赤にしている。もちろん私はわざとボディタッチを多くしている。

　振り払われていた手も最近は握ってもそのままにしてくれるようになった。そして、いつも小さくお礼を言ってくれるのだ。

　それがもう！　感動！

　そうして、とうとう私にものを頼むようになっていた。

「トゥル、窓のところへ連れて行ってくれる？」

「はい」

「その……できたら果物をもらってきてほしいんだ」

　そんなことを言い出したレイモンドに私は頬を緩めた。

　果物を窓際においてレイモンドは鳥わたしの訪れを待つつもりなのだ。私はすぐに下にいる衛兵に剥いた果物を届けるよう言いつけた。

　レイモンドは時間があると窓際に行く。そうして私には『素敵な鳥の友達がくるかもしれない』と教えてくれた。

　当然あの時飛び込んできたドジな鳥は二度とこない。

　でも、そんなことをするレイモンドが最高に可愛かった。

「レイモンド様、お食事です」

　目の前に並べると喉元がごくりと鳴るのがわかった。もう食事もちゃんと摂るようになったし、デザートまで残さない。傷もすっかり良くなった。

「口を開けてください」

「でも、スプーンを握れば自分で食べられるから」

「熱いものは危険です」

　そして、なんだかんだ理由をつけてレイモンドに食べさせるのが楽しすぎた。

　だってアーン、と口を開けるレイモンドは無防備でめちゃくちゃ可愛い。

　ふうふうと冷ましてからレイモンドの口に運んでやると、頬を染めた彼がそれを飲み込む。私になるべく迷惑をかけないように食べる様子を見るのも可愛い。

　そうしてチロリと見える彼の舌が時に官能的だった。セックスを眺めている時より興奮するかもしれない。

　部屋の掃除も今まではレイモンドがしていたようで、もともと視力が悪かった彼には見えない細かい部分にほこりが溜まっていた。

　これを機に綺麗にしてしまおうと王宮のメイドを何人か洗脳して塔の中を掃除させた。

　私？

　私が掃除なんてするわけないじゃない。食事させるのは楽しいから譲らないけれど。

　もともと質素でなにもない部屋だけど、きちんと綺麗にしておかないと目の見えないレイモンドには危険なものでいっぱいだ。

　古くて血の付いたシーツは捨てて、王妃の使っているシーツを取ってこさせた。王宮の誰よりもシーツにこだわっていたのが王妃で笑ってしまった。自分だけ最高級のシーツって、本当に性悪な女だ。

　当然枕も交換。清潔でレベルアップした環境が誕生した。

「トゥル、無理してない？　君の立場が悪くなりはしない？」

　だんだんと良くなる環境に気づいたレイモンドは私の心配を口にした。今までの扱いが不当すぎただけだ。

「レイモンド様の当然の権利です」

　この頃にはすっかりレイモンドの世話が板についてきていた。

　ベッドからはとっくに下りて歩いていたけれど、レイモンドが願い事を決めていないことをいいことに私はこの関係を楽しんでいた。









５　願い事











「セラビル～！　ねえねえ、人間の滋養強壮にいいものってなに？」

「……また人間か。やけに楽しそうだな」

「いやねぇ、面倒を見てるんだけど、可愛くてさ」

「やっぱり、飼ってんのか」

「だから、飼ってないけど、うーん……そうだなぁ。飼ってもいいなぁ」

「魔界で飼うのは無理だぞ。魔のものと人間界のものは互いに毒だからな。人間界に行って影響を受けないのは夢魔と淫魔くらいだ」

「そうなんだよねぇ。私が人間界に行くのが一番だよねぇ」

　王宮からレイモンドを連れ出して、どこか遠くで暮らすのも楽しいかもしれない。

　時々歌ってもらったりして、素敵じゃない？

「トゥル、人間に入れあげたりするなよ、すぐ死ぬんだから」

「はは。わかっているよ、そんなこと。で、あるの？　ないの？」

「ほら、生え変わりの時に落ちたドラゴンの角の粉だ。効き目がすごいからほんのちょっとずつ与えるんだぞ」

「わかった。ありがと！」

　私はセラビルから粉を受け取ると懐にしまった。これでもっとレイモンドは元気になるだろう。

　毎日塔に通ってレイモンドの世話をして、もうその変化が楽しくて仕方がない。私はさっそくレイモンドのところへ行って薬を試すことにした。

　ドラゴンの角の粉はスープに入れて飲ませることにした。食事を改善したせいか、レイモンドの声の艶もよくなった。ますますその歌声にはうっとりしてしまう。

　そして。

「レイモンド様、お風呂にしましょう」

「あ、あの……風呂は自分で……」

「そんなこと言っても、転んだりしたら大変ですからダメです」

　傷がふさがったレイモンドをお風呂に入れるのはもっとも楽しいことである。なんとそこまで私に許せるようになったのだ！

　王子なのにレイモンドは自分のことは自分でしてきたようで、人に世話されることに抵抗があるようだ。いつも無駄に抵抗されるけれど、一人で入れないのはわかっているようで最後にはあきらめて私にゆだねてくれる。

「さあ、服を脱ぎましょうね」

　肌触りのいいパジャマを脱がせると美しい体が出てくる。

　肉のついていない薄い体だが、手足の長さや肩幅、頭の大きさなどがとてもバランスがよく、美しい比率でついている。

　中性的でありながら独特の色香を感じさせる体だ。

　まずは傷のチェックをする。背中の傷もほのかにピンク色になっているが、わからないくらい良くなった。セラビルの薬がいい仕事をしてくれた。

　そうして下穿きも下ろすと、レイモンドは恥ずかしいのか私がいるであろう方向から背を向ける。そうすると綺麗なお尻が見えるのだが、それはいいのだろうか。

　しかし彼は見えていないので、私が体をこんなに凝視しているとは思っていない。私は芸術品のようなレイモンドの裸を堪能してから浴室に案内し、用意した椅子に座らせた。

「お湯をかけますよ？」

「……うん」

　後ろから声をかけてザバリとお湯をかける。スポンジで泡を立てて、手のひらにのせる。

　真っ赤な顔のレイモンドの反応を見ながら素手でそのまま首筋をなぞった。

「あの、トゥル……」

　滑らかな肌を堪能しているとレイモンドの息が上がってくる。この美しい陶器のような白い肌も私のお気に入りだ。

「んっ……」

　レイモンドの抑えた声が聞こえる……。

　うっかり洗っているうちにレイモンドの乳首をひっかいてしまったからね。

　うん、これは事故だから仕方がない。しかし数回繰り返すとぷくりと小さな乳首が硬くなっていた。男くさくない薄い桃色の乳首。ああ、もうどこもかしこも綺麗だ。

「トゥル、そこは自分でするから！」

　股間に手をやるとレイモンドが真っ赤な顔で叫んだ。

「優しく洗いますからじっとなさってください」

　泡をつけて片手で優しく包み込むようにレイモンドの性器を洗う。

「だから、その……」

　丹念に袋の部分も洗ってやると、竿がわずかに芯をもってくる。

　レイモンドが子作りのためにセックスさせられていた時は精神的にもダメになっていたと聞いた。レイモンドがしないとアイリーンを不特定多数に抱かせると言って脅されていたのだ。そのためレイモンドは媚薬を飲んで無理に行為に及んでいた。

　しばらくその行為もしなくなって、レイモンドの心は落ち着いている。

　こうして心と体の調子を整えてあげると性的な反応だって起こるようになる。やはり薬で強制的に発情させるのは体に悪い。

　あくまで仕事だという態度に徹して触れ合いをほどほどに泡を流すと、タオルでレイモンドを包んだ。

「さあ、綺麗になりました」

「あの……あのさ、トゥル」

「なんですか？」

「トゥルは淫魔なんだよね」

「そうですよ」

「その、俺と……したくなったりしないの？」

　その言葉に私は目をぱちくりさせた。私が襲ってくるとでも思っていたのかな。

「大丈夫ですよ。レイモンド様はもっと太ったほうがいいですね」

「もっと太ったら、魅力的になるかな」

「ええもちろんです」

　私はにっこりと笑い、レイモンドは耳まで赤くして下を向いていた。

　本当はその耳を齧ってやりたい。怖がらせてはいけないからしないけど。レイモンドがもっと魅力的になったら……食べちゃうかもしれない。その時がきたら、自分を止められないかも。

「レイモンド様は行ってみたい場所ってありますか？」

「行ってみたいところ？　うーん……」

「見てみたいものとか」

「あ……氷の華」

「氷の華？」

「うん。昔母から聞いたことがあるんだ。凍った湖の上に氷でできた華ができる場所があるんだって。キラキラとして、とても綺麗だって聞いた」

「是非見てみたいですね。どの辺りのお話なのですか？」

「確か、北の山に囲まれた湖のある場所だって聞いたけれど……公演で行った国だと言っていたからそんなに珍しい場所ではないと思う」

　よし、じゃあそこに屋敷を買おう。

　秘密裏に動いて、レイモンドをびっくりさせてあげよう。

　そろそろ体調も良くなったし、レイモンドを王宮から逃がしてやろうと思う。このまま

　一緒に住んであげてもいいし、まあ、人間界の別宅的なものにしてもいいし？

　私が一緒に住むって言ったら、喜ぶかな？

　そりゃ、喜ぶよね！

　そうと決まったらその前に王宮の様子の確認をしておくべきだろう。やっと元気になったレイモンドにちょっかい出されたりしたらたまったもんじゃない。

　王妃……一応見に行っておくか。

　意地の悪い王妃に会うのは気が進まなかったが、今のところ彼女が一番の要注意人物だ。王妃の侍女には見覚えがあるのでその影に潜り込むことにした。




「王妃さま、お召替えのお時間です」

　侍女の声に緊張を感じる。毎日声をかけているだろうに変だと思う。しかし部屋に入るとその意味が分かった。

　王妃は全裸でベッドにいて、若い男たちからマッサージを受けていた。

　うへっ。

「い、一時間後タペル宰相とのお約束があります」

「……赤いドレスを出してちょうだい。それに合う最高級の宝石もね」

　堂々と立ち上がる王妃はなるほど年の割には美しい。しかし性格の悪さが顔のしわに出ている。ああはなりたくないという見本だ。

　若い男たちが部屋を出ていくと、代わりに入った侍女たちが王妃の身支度を始めた。

「宰相と会う前に王に面会しようかしら。早くクロードに王位を譲る話もしないと。そういえば、クロードの様子はどうなの？」

「……お部屋で落ち着くようにはなっておられます」

「なあに、その言い方。あの子にも困ったものね。やっぱり私が支えてあげないと」

　その言葉に侍女たちはびくりとするが、いつものことなのか黙々と仕事をしていた。

　数十分後に派手ないでたちになった王妃はそのまま王の元へと向かった。

　侍女と護衛騎士を連れて廊下を歩く王妃の姿はまるで女王であった。いや、もうそのつもりなのだろう。彼女にしたら息子も手駒の一つでしかないようだ。もしかしたら気が触れている方が都合がいいのかもしれない。

　カツカツと高いヒールの靴音をさせて、王が療養している部屋の前に立った。すぐさま侍女が前に出てきてドアを開ける準備をする。

　奥の天蓋付きのベッドに横たわる王は以前見た時よりもさらにやつれているようだった。

　それが艶々している王妃と対照的過ぎて見ていられない。

「お前たちは席を外しなさい」

　王妃がそう言うと顔を見合わせた侍女たちがそそくさと出て行った。

　私はカーテンの後ろに移動する。

　皆が出て行ったのを確認してから王妃は王へ近づいた。その顔は醜く歪んでいた。

　王はというと上を向いたまま、天井を見ているだけだった。

「クロードに王位を譲ると書類に印を押してください。そうしたら、余生はもうすこしましな生活をさせてあげます。王印はどこにあるのですか？　そろそろ観念したらどうです？」

　王妃が王を見下ろしている。王の唇がわずかに震えているのが見えた。

「あらあら、まあまあ。まだ動かせる舌が残っていたの？」

　その声で王の口をじっと観察してみる。わずかに開いた口の中には何やら黒いものが押し込められていた。

　もぞもぞ動いているのは……小さな……魔物？

「うふふふ。悔しい？　馬鹿にしていた島国から嫁いできた女に出し抜かれて、さぞかしみじめでしょうね。でも踊り子風情の女の産んだ子に国を継がせるなんて言い出さなければ、私だってここまでしなかったわ」

　王の口の端から出てきた黒いものを王妃はぐっと指で押し込めた。

「嫌だ、触ってしまったじゃない。そうやって苦しんで死んでちょうだい」

　王妃は指を王の枕でぬぐってから楽しそうに眺めていた。

「アイリーンかレイモンドの子がほしかったのだけど、もういいわ。もうすぐあなたが避けていた魔術師たちも雇い入れる。レイモンドも……もういらない。あなたがこだわった光の魔力も、もうおしまいよ」

　嬉しそうに王妃が言った。ずいぶん王に恨みがあるようだ。

　これは近日中にレイモンドを逃がさないと。

　そうして王妃はドアの向こうに主治医を呼ぶように声をかけた。やってきた主治医に目配せをして、王妃は冷えた声を出した。

「半月は持つの？」

「それが限度でしょう」

「そう……では、いろいろ準備が必要ね」

　報告を聞いた王妃は満足した様子で部屋を出ていった。残った主治医は恐ろしいものを見たような顔をして王妃の出て行ったドアを眺めていた。

　私は王の口の中が気になって仕方がない。

　主治医は小さく息を吐いてから王のあごに手をかけた。王の口がカパリと空いて黒いものが蠢く。主治医は慌ててそれになにか液体をかけた。そうして動かなくなったそれを確認してから王の口を閉じて、部屋を出て行った。

　あれは、いったいなに？

　私は興味本位で王の顔を覗いた。顎を下に引くと口が開く。そこには小さな魔物がひくひくと動いていた。

　目がついていない芋虫みたいな魔物だ。魔界の森に生息しているが、魔素もない場所で……口の中に押し込められていたのか。

「可哀そうに……」

　私はそれを助けるべくつまみ上げる。親指の先ほどの魔物は生きるために王の舌を食べていたようだ。王の舌はもう半分しか残っていなかった。私は魔物を胸の谷間に入れた。ここなら私の闇の魔力で魔素がなくても平気だろう。

「うう……」

　王が私を見てなにか言っている。けれどもうそれは音でしかなかった。

　毒で弱らせて、しゃべらないように口の中に魔物を仕込んだのだろう。きっと主治医が投与したのは『魔素』だ。殺さないようにああやって少しずつ与えていたのだ。

　思っていたより王妃は残酷なことをする。

　けれど王を助けようとは思わなかった。

　連れてきた愛人も娘も王宮で命を絶っている。残った息子はいじめられ放題で盲目になった。すべての元凶はこの男にある。

「レイモンドだけは逃がしてあげる」

　私はアイリーンの姿になって王にそう耳打ちした。

　王の顔が少しだけ和らぐ。

　死んだ娘に思いを馳せたか、あるいはその姿に亡き踊り子の面影を重ねたのか。はたまた生き残った息子が助かると思ったのか。

　どれにせよ、私には関係のないことだ。

　そして小さな魔物は無事に魔界の森に返してやった。




「トゥル、あの、願い事を決めたんだ。だから悪魔様に会わせてくれないかな」

　塔に戻り、さっそく一緒に逃げないかと持ち掛ける前に、レイモンドにそう言われてしまった。なにを願うつもりか興味がある。

「なにを願うのですか？」

　私がそう聞くと、すぐに答えると思ったレイモンドは口ごもった。

「トゥルには秘密」

「まさか、また人のことじゃないですよね？」

「だ、大丈夫だよ、今度はちゃんと自分のお願いをするから」

「……なら、いいですけれど」

　本当は教えて欲しかったけれど、どのみち後で聞くことだ。その場は黙って我慢した。

　そうして私の方がソワソワして夜を迎えた。

　夜中の零時に鳥になって塔を訪れると、レイモンドは緊張した面持ちでテーブルの前に座っていた。

　私は彼に聞こえるようにわざとバサバサと翼で音を立ててテーブルに降りた。

「悪魔様、きてくださってありがとうございます」

「願い事を決めたと聞いたぞ」

「はい」

「言ってみろ」

「あの……目を治せないでしょうか」

「うん？」

「視力を戻せないでしょうか」

「……ここから逃げるでもなし？」

「はい」

「王妃や王太子に復讐するでもなく？」

「はい」

「目を治して欲しいのか？」

「はい」

　想像のつかなかったことに私はプチパニックだ。そりゃあ、視力が戻ったらいいだろうけれど。私は医者じゃないし、いちいち願い事のスケールが小さい。

　しかし、せっかく考えた願い事だ。魔界に帰ってセラビルに相談しようか。

「少し時間をくれ。私はお前がこの王宮から逃げる決心がついたのかと思ったがな」

「俺が王宮を離れれば、悪魔様も安心ですか？」

「いや、お前は約束を守って守り石を作らないだろう。それを疑ったりはしていない。ただ、この塔は逃げ場がない。また嫌がらせが始まればお前などひとたまりもないだろう。せっかく健康的になってきたのだから外へ逃げればいいだろう？」

「そうしたら、トゥルはどうなるんですか？」

「え？　トゥル？　ええと、彼女は魔界に帰る」

「……やはりそうなんですね」

「なんだ、寂しいのか？」

「はい。結構きついことを言ってしまったのに、ずっと初めから彼女は親切でした。だから、最後に彼女の姿を目に焼き付けたいんです」

「彼女の姿を？　それは淫魔の姿ってことか？」

「きっとどんな姿でも、トゥルは綺麗だと思うんです。その姿を目に焼き付けてから魂を悪魔様に渡したいです」

「人間のお前が本当の魔族の姿なんて見たら卒倒してしまうかもしれないのだぞ？」

　以前人間に数回姿を見せたこともあるけど、みんな驚いて尻餅ついてたもんね。

「そんなことは起こりません。俺にとってトゥルは特別なんです」

「それは……好きだということか？」

「はい。あっ、悪魔様、これは彼女には内緒にしてください」

「どうして」

「どうしてって、俺が告白しても困るだけです」

「そんなの、わからないぞ」

「……俺を見ても食べたくならないそうです。きっとそれが答えなんだと思います」

「トゥルに食べて欲しかったのか？」

「セックスなんてうんざりで、吐き気すらしていたんですけど」

「じゃあ、無理しなくてもいいじゃないか」

「あの、俺、宮中で体を売ってました。母が亡くなってから王妃に嫌がらせされて食事に毒を盛られるようになって、妹との安全な食事を確保するために」

「ふ、ふうん」

「初めは自分も気持ちよかったし、それでいいと思っていたんですけど、妹にバレてしまって……」

「妹はなんと？」

「将来、本当に好きな人ができたら後悔するって言われました。でも、その時はそんな綺麗ごとでは生きていけないって反論したんです」

「……そうか」

「今、俺、後悔しています。汚いことばかりしてきた俺はトゥルに食べてもらうこともできない」

「私はお前の言っていることがわからない……そもそもトゥルは淫魔だ。お前が生きるためにしてきたことはトゥルの食事となんら変わらない。そこに嫌悪を覚えるなら、トゥルも汚いことになる」

「あ……いや、そんなつもりは」

「トゥルがお前を食べないのは、お前に魅力がないからではないだろう。きっとお前の心が疲れ切っていると思っているからだと思う」

「俺を気づかって？」

「お前に体を売るしか方法がなかったことは同情する。嫌悪を感じる行為で金を得るのは辛かっただろう」

　レイモンドが黙った。顔を上げて見ると白濁した目から涙が零れていた。

　私は不思議な思いでそれを眺めた。

　食事のためにするセックス（してはないけど）にうんざりしていた私。

　生きるためにセックスしていたレイモンド。

　セックスは好きな人とするものだと思いながら義兄に抱かれていたアイリーン。

　どれもこれも逃れようがなかったことだ。

「トゥルを汚いと思うか？」

「いいえ！　彼女は俺が出会った誰よりも綺麗です」

「……そ、そうか。なら、きっとトゥルもお前のことを綺麗だと思っているだろう。願い事は目を治すことでいいのか？」

「はい……目が治ったら、トゥルに食べてほしいと告白します」

　レイモンドが少し笑った。

　私に食べてほしいだなんて。

　ちょっと生意気だ。




「最近、楽しそうだな」

　魔王城の執務室に顔を出すとパパが私の様子を見てそう言った。相変わらずパパの膝にはスウが我が物顔で寝ていた。

「あのね、可愛いものを育てているの」

「可愛いもの？　この世にトゥルより可愛いものなどないぞ？」

「ふふふ～。パパ、大好き」

「まあいい。スタナ国のことを調べてくれていたんだな。メデューサたちから聞いたぞ。頭を悩ませていたから助かった。さすが私の娘だ」

「あはは。結局パパにバレちゃったのね。光の魔力を使えるのは現王と庶子の王子だけ。現王ももうすぐ命が尽きるし、王子は国外に逃がすから。兵士たちが持っていた光の魔力が込められた石を壊せば魔王領には侵入できなくなるよ」

「概ねそれで解決だが、今回は少しお灸をすえてやらねばな」

「……そういうことなら代々国を魔素から守っていたあの六つの大きな石も壊す？　盟約はいいの？」

「先に約束を破ったのは人間だからな」

「あれを壊せば、魔素が流れてそのうちスタナ国に住めなくなるでしょう？」

「……光の魔力に守られてきた国だったからな」

「そう考えたら貴重な魔力なのに」

「闇の魔力に対抗できる唯一の魔力だ。魔界の隣に位置する国なら絶対に必要な力だと考えればわかるのに、バカなことよ。なにもしないのをいいことに魔族も侮られたものだ」

　パパの眉間にしわが寄った。

　王妃が裏で実権を握るようになってスタナ国は変わった。

　魔族が本気を出せばスタナ国なんてあっという間に無くなるのに。金儲けに目がくらみ、先人の言葉に耳を傾けなかった愚か者。きっとろくな死に方はしないだろう。

「さてと、セラビルのところへ行こっと」

「ん？　なにか手伝わせるのか？　今はちょっと……」

「野暮用があってね」

「トゥル……お前……やっと決めたのか」

「ん？」

「あ、いや、なんでもない。セラビルと仲良く……な」

「別に喧嘩なんてしてないよ」

　複雑そうな表情のパパに違和感はあったものの、私はそのまま部屋をでた。

　レイモンドの目を治す方法を教えてもらわないとね。

　ああは言っていたけれど、魔族の姿を見ても本当に驚かないのかな。声だけで綺麗って思っているんだもの。おかしいよね。でも、そんなふうに好きだなんて言われたことはない。

　いつだって、魔王の娘というだけで近づいてくる連中ばかり。私に気に入られれば次期魔王の伴侶として権力だって持てる。

　淫魔を抱くのも気持ちがいいと決まっているし、近づいて損なんてなにもない。私の汗は媚薬に変わるし、姿形も相手の好みにできる。精気は取られてもそれなりに旨味がある関係になれる。

　でも、私が気に入ればそれだけで成立する関係を虚しく思う。恋模様を観察して呆れながらも、時に愛に命すらかけてしまう感情が羨ましい。

　私に食べて欲しいというレイモンド。

　彼と肌を合わせれば……なにか変わることがあるだろうか。

　そんなことを考えながら私はセラビルの所へと向かった。




「セラビル～！　ねえねえ、いるの？」

　岩屋にあるセラビルの住居を訪ねると、いつもは私の声で出てくるセラビルが出てこなかった。不審に思いながら奥の部屋を覗くとセラビルはベッドの上にいた。

　そして激しく腰を振っている。

「トゥル!?」

「きゃあああっ」

「わああっ、ご、ごめんっ」

　いくら幼馴染でもセックスを覗くのはルール違反だろう。

　慌てて出て行こうとしたら、出口で結界に閉じ込められた……あわわ。これ説教コース。

　セラビルが怒って出口を閉じたのだ。

　もちろん無理やり結界を破ることなんて簡単だが、怒られて当然なので仕方なく椅子に座って待つことにした。

　しばらくすると申し訳なさそうにドラゴン族の美女が私の前を通った。

「ト、トゥル様……その、私とセラビル様はそんな関係では……」

「えっ、はっ！　ごめんねぇ。覗くつもりなんてなくってさ。記憶から消し去るから、許して！」

　私がそう言うと彼女は複雑そうに笑った。

「コリン、いいよ。トゥルが悪いんだから」

「だって、あなたはトゥル様の婚約者候補で……」

「お察しの通り、俺は眼中にないんだよ」

　セラビルは投げやりに言うと結界を解除して彼女を帰した。

　けだるげなセラビルはいつもと違って色気ムンムンだった。

　真っ最中にお邪魔しちゃったしなぁ。

「セラビル、ごめんね。発情期だったんだね」

「いいよ、俺も家の結界を張り忘れてたからな。まさか寝室まで覗きにくるとは思わなかったけど。聞き耳も立てられなかったほどの用事はなんだよ？」

「あー……。やっぱりいいよ。ごめんね」

　なんだかいつもと違うセラビルにドギマギしてしまう。

　気まずさいっぱいだし、もう今日は帰りたい。そう思うのにセラビルは私に詰め寄ってきた。

「なんだよ、遠慮なんてしたことないくせに。気持ちが悪いから言えよ」

「ええと。あのさ。その……見えなくなった目を見えるようにするにはどうすればいいかなって」

　私が白状するとセラビルの眉間にしわが寄った。怒っているように見える。

「また、あの人間か」

「お、怒ることないじゃない。もういいよ、帰るから！」

「待てよ。教えてやってもいい」

「え？」

「盲目になった男の目を治してやりたいんだろ？」

「……う、うん」

「俺の血液を薄めて目に垂らしてやればいい。ドラゴンの血は万能薬だからな」

「えっ、そうなの!?　じゃあ、くれる？」

　セラビルの血液で治るんだ！　すごい。

　喜んでいると、セラビルの機嫌がいっそう悪くなった。

「やってもいいが、俺の発情期に付き合え」

「それって……」

「お前の処女と交換だ」

「うーん……まあ、別にいいけど」

　別に守っていたわけじゃないし、血がもらえるなら処女なんてどうでもいい。

　セラビルの相手を驚かせて帰しちゃったのは私だしね。

　了承すると、セラビルが呆けた顔をした。

「え、いいのか？　あんなに拒んでいたのに」

「拒んだっていうか、その気にならなかっただけだよ。別にセラビルが嫌いなわけじゃないし。それに、セックスしたら婚約者候補が婚約者になっちゃって迷惑だと思ってさ」

「婚約者じゃだめなのか？　俺はトゥルならいいぞ」

「次期魔王の伴侶の肩書は魅力的なんだろうけどさ、セラビルは私の幼馴染で大事な友達だもん。婚約者になったら命を狙われちゃうじゃない」

「俺はそんなやわじゃないぞ。まあ、心配してくれるなら今はそれでいい。じゃあ、さっそく相手をしてくれよ」

　セラビルに手を引かれて寝室に連れていかれる。

　ドラゴン族にとって寝室は『巣』で大事な場所だ。

「どうでもいいけど、さっきまでここで別の女の子に腰振ってたって覚えてる？　シーツくらいはかえてよね。あんた、私の処女をなんだと思ってんのよ」

　さすがにどうかと思って言うと、セラビルがその辺の出っ張りに躓いた。

　いつも落ち着いているセラビルにしては珍しい。

「わ、わかった。隣の部屋にしよう」

　背中にセラビルの手を置かれて誘導されながら隣の部屋に行った。

　こっちは客間のようでメインの寝室より小さい。

　清潔ならそれでいいとドレスを脱ごうとするとセラビルがまた声を上げた。

「いいや！　ダメだ！　こんなことになるなら……トゥル、少し時間をくれ。他の女の痕跡なんか一切残らないように綺麗に片付けるから。トゥルと過ごせるなら巣の中がいい！」

「……どうでもいいけど、私にその気があるうちにしてよ」

「わ、わかった！」

　どたどたと寝室に戻って行ったセラビルの背中を見ながらふう、とため息をついた。

　セラビルの血液がもらえたら、レイモンドの目が治る。

　目が見えるようになったら……レイモンドは私に告白するのだ。

　それを想像すると頬が緩んだ。




「ほ、本当にいいんだよな」

　そうしてあらゆるものがなくなった寝室に案内された。

　シーツは交換されて綺麗に整えられ、空気も入れ替えたのか少し肌寒い。

「自分で言い出したくせになによ」

　念を押してくるセラビルに呆れながら私はドレスを脱いだ。セラビルはその様子を食い入るように見ている。

　そんなに見つめなくていいと思うけど。もう、やりにくいなぁ。

　裸になった私にセラビルが感動しているのが見て取れる。そんなに私としたかったのか。

　まあ、もともと他者を魅了してセックスするようにできている体だもの。相手にとって魅力的に見えるのは当たり前だ。

　セラビルは震える手で私の腰に両手をまわした。見上げると顔が近づいてくる。

「ちょっと、キスするつもり？」

「え、ダメなのか？」

「セックスだけでいいじゃない。そういえばパパがキスは好きなやつとしかしちゃダメって言ってた」

「なっ……。ま、魔王様、ひどい……ってかトゥルの方がひどい」

「ほら、その代わり他は好きにしていいから」

　がっかりするセラビルに胸を持ち上げて見せる。

　それを見たセラビルが私の胸に顔を埋めた。

「今はこれで我慢する」

　そうして私をベッドに運んで寝かせる。乗り上げてくるセラビルを見て、ドラゴン族はいい体をしているなぁって思った。

「あのさ、セックスするからって私とセラビルの関係は変わらないよね？」

「……とりあえず、トゥルが初めてをくれるならいい」

　セラビルが言っていることはよくわからなかったが、血液をもらうのだからそのくらいはいい。

「この姿でいいの？」

「……トゥルの姿がいい」

「ふうん」

　セラビルのリクエスト通りに姿も変えてあげられるのにな……淫魔だから元々魅力的だとは思うけれど。

「だから、キスはダメ」

　セラビルの顔が近づいて、私はもう一度注意をした。

　彼はあきらめて私の首に舌を這わせた。

　さんざんセックスは見てきたけれど、自分がするのは不思議な気分だった。

　ハアハアとセラビルの荒い息が聞こえてくる。

　ドラゴンの発情期ってこんな感じなんだな。セラビルがこんなふうになるなんて思ってもみなかった。

　鎖骨を吸いながらセラビルの手が私の胸をわしづかんだ。

　ぴちゃりと舌が胸を這いまわるとぷくりと乳首が立ち上がる。それを見たセラビルはいっそう興奮して丹念に舐めまわした。

　ちゅ、ちゅっと音を立てて乳首を吸い上げて、コリコリと舌で刺激されるとなんだか妙な気持ちになった。

　気持ちいいかも。

　セラビルってセックスがうまかったのね。

　そんなことを考えながら彼の好きなようにさせた。他の男にも胸や尻を触らせたことはある。それで精を吸い取るのだから淫魔には特別なことではない。

「トゥル……気持ちいいか？」

「うん。気持ちいいよ」

　セラビルの湿った舌が私を味わうように這う。

　淫魔の体液には催淫作用もあるから、セラビルは夢中だった。

　おへそを舌でくすぐってから足を割り開いて、チュッチュと内ももに吸い付く。

　そうして行き着いた私の割れ目を指で広げると中を確かめるように言った。

「トゥルのここは綺麗な色だな」

「中も最高だと思うよ」

　ピチャ……。

　溢れた愛液を掬い取るようにセラビルの舌が動く。

　私の秘所はヒクヒクとその刺激に反応する。

「くうんっ、あっ、そこっ気持ちいいっ」

　下腹が熱く、足りないなにかを求めて中が切なく収縮する。

　差し入れられたセラビルの長い舌が私の膣をかき回すように動き、器用に私の感じるところを探った。

「ハア、ハア、ハア……ああ、トゥル……最高だ」

「ん、んんっ」

　その間もたらたらと蜜があふれ出て、部屋中に甘い香りが立ち込める。

「トゥル、入らせてくれ、お前に。お前の奥に入って、ぶちまけたい……」

「いいよ……いっぱい出して」

　セラビルはいきり立った陰茎を私の秘所に押し付ける。

　クポリとそれを吸い込むように私の体が受け入れていった。

「くううっ……カハッ……」

　私の膣はセラビルをしっかりと咥えこむと、射精を促すように小刻みに震え始めた。

「ああああっ」

　唸るほど気持ちいいのか、セラビルは一心不乱で腰を打ち付ける。

　ああ、食べたい。

　この男を味わいたい。

　淫魔の本能がセラビルの精を強請る。

「セラビル……、好きにしていいよ。いっぱい中に出して」

「ああっ、トゥル！　トゥル！」

　セラビルの腰の動きが激しくなると、私もそれに合わせて腰を動かした。

　パンパンと激しく打ち込まれて、視界が揺れる。

「くはあああっ」

　低い唸り声とともにセラビルが私の最奥で精を放った。

「はああんっ」

　精を受け取った私の体はびりびりと快感でしびれる。

　同時に私はお腹が満たされた。

　どうしよう、めちゃくちゃおいしい。

　うーんでも……。

「セラビル、もう少し食べさせてくれる？」

　一度体に精気を入れると空腹感が増す。

　ハアハアと私の頭の横で手をついていたセラビルはとろけた顔になっていた。

　私はセラビルを寝かせて今度は上に乗り上げた。

　射精して力をなくした陰茎を手に取ると、手で軽く擦り上げる。

　私の愛液が絡んだそれはまた芯をもってくる。

「トゥルッ　はああっ」

「もう数回できそうだね」

　ペロリ、と竿を舐め、亀頭を口に含む。唾液を絡めて舌で擦り、口をすぼめて刺激するとむくむくとまた立ち上がってきた。

　腰を下ろしてセラビルを迎え入れると、頬が紅潮したセラビルが私を見つめている。

「トゥル、繋がっているところを見せてくれ」

「いいよ。セラビルの大きなのが私の中に入るよ」

　腰を浮かせて私はセラビルの竿をゆっくりと引き抜いて、ぎりぎりのところでまた中に収めた。

　クチャリと粘着質な音が淫靡に聞こえてくる。

「ハア、ハア、ハア……」

　それを数回繰り返すと、たまりかねたセラビルの腰がゆるゆると私を下から突き上げ始めた。愛液がたらたらと溢れ出し、セラビルの局部を濡らした。

「トゥル……動いてくれ……」

　懇願する声が聞こえてから私はやっと腰を動かした。

「はあううううっ」

「少し、楽しんでから射精してね」

　自分が上だと、より繋がりが深い。子宮はないけど、精を取り入れる器官があるから、奥が気持ちいい。

　セラビルを楽しませてあげようと考えたのだが、我慢できなかったようで、彼はすぐに射精していた。




「じゃあ、約束の血液ちょうだい」

　行為後に私が手を出すとセラビルが信じられないものでも見るような目で私を見た。

「体だけが目的だったんだな！」

「おいおい、どこの生娘だよ。それに、血液くれるから処女あげたんでしょ」

「さんざん俺の精を搾り取っておいて……」

「でも、最高に気持ちよかったよね？」

「う……」

「ちゃんと約束は守ったし、言い出したのはセラビルじゃない」

「セックスして、俺に情が湧いたりしないのか？」

「そもそも情は前からたっぷりあるでしょ」

「ああ。トゥルはトゥルだった……俺が馬鹿だった」

　ぶつぶつセラビルはそう言って、血液を小さな小瓶に入れてくれた。

「ありがと」

「いいか、薄めて目にさすんだぞ。濃いと人間の目が溶ける」

「わかった」

「はあ……本当に態度がかわらないんだな」

「私も、変な気持ちになったらどうしようって思ってたけど、案外平気だった」

「まったく、大した器だよ」

「じゃあ、またね」

　私は手に入った血液を胸に早速レイモンドのところへ向かった。

　セラビルの血液をもらえておまけにお腹もいっぱいになるなんて、いいこと尽くしで胸を弾ませていた。









６　それぞれの愛は交差する











「レイモンド様、悪魔様からお薬が届きましたよ」

「えっ」

「目を治すことを願ったそうですね」

「あ、あの、他にもなにか、聞いた？」

「いいえ。なにかあるのですか？」

「いや、そうじゃないけど」

　どうやら私に告白することは知られたくないらしい。

　可愛いじゃないか……もう。

　さあ、さっさと目を治して告白してもらおうかな。そして、ここから逃げ出せばいい。

　実はもうお屋敷買っちゃったんだよね！

　レイモンドが言っていた氷の華ができる湖を見つけちゃったのだ。ちょうど窓からうっすらと湖が見える立地のお屋敷。ゴーストたちに先に片付けしてもらってる。

　ふふん。喜んでくれるかな。

　もちろん、レイモンドは私が責任をもってお世話してあげるんだ！

「早速、目を治しましょうか」

「ええと。トゥル……ちょっと待って、急すぎて」

「でも、治るんですよ？」

「あ、明日でもいいかな」

　私はレイモンドが渋る理由がわからなかった。すぐにでも治してここから出してあげたいのに。

　もしかして、やっぱり私の魔族の姿をみたくないっていうの？

　ちょっと……いや、だいぶショックなのだけれど。

　そう思い当たって指先が冷える。自分でもめちゃくちゃ浮かれていたのがわかる。

「だ、大丈夫ですよ……レイモンド様。私、ちゃんと角は隠しますから」

　やっとのことでそう言うとレイモンドは違う、と首を振った。

「願い事が叶ったら……トゥルはいなくなってしまうから」

　ぽつりとレイモンドがこぼす。

　あ、そうだ……すっかりレイモンドと暮らすつもりになって忘れていた。レイモンドは願い事が叶ったら私が魔界に帰るって思ってたんだ。

「私と、離れるのを寂しく思ってくれるのですか？」

「うん……。あの、お願いがあるんだ」

「なんでしょう」

「や、やっぱり明日言うよ」

「気になりますが」

　早く、言ってよ～。もう。こうなったら、私も一緒に暮らそうって言うのを明日にするから！

　それで、レイモンドのこと、食べちゃうからね！

　私は沈んでいるレイモンドを見ていい気持ちになった。だって、私と離れるかもって思い詰めてるんだよ。可愛いったら！　早く打ち明けちゃえばそんな思いしなくて済むのに。

　まあでも、サプライズは明日ね。

　私はウキウキ気分で一旦魔界に戻った。




「トゥル姫様、お帰りなさいませ」

「ただいま～」

　迎えに出てきたゴーストたちにニコニコと声をかけてから私は自室に向かった。

　わあ……明日、いよいよレイモンドと？

　でも、大丈夫かな。元気になったっていっても、精気吸い取っちゃったら倒れちゃわないかな。抑えられるかな……。

　うーんと考えていると部屋の前にセラビルがいた。

「あれ？　どうしたの、セラビル」

「やけにご機嫌だな、トゥル」

　なんだかいつもと雰囲気が違う。お色気ムンムンのままだな。

「あの、その……うまくいったのか？」

「あー……まだ」

「そうか」

「なに、セラビルの血で目が良くなるか気になったの？」

「いや、そうじゃない……トゥルに……」

「ん？」

「会いたかっただけだ」

「……そう」

　ドアノブに手をかけるとセラビルの大きな手が私の手に重なった。

　体温が高い。

　発情期がまだ続いているのか。

「もしかして、したくなってここにきた？」

　私が聞くとセラビルが真っ赤になってこくりと頷いた。そういえば発情期は二週間ほどつづくのだったか。

　んー。明日レイモンドとすることになったらセーブしなくちゃいけないから、お腹いっぱいの方がいいんだよね。

　部屋の中に入ると世話係のゴーストたちが動き出した。そして私の後ろにいるセラビルを見て、私の言葉を待った。

「ええと、今日はもういいわ。必要な時に呼ぶから」

　そう言うと少し困惑したような顔をしてからゴーストたちが消えた。

　ああ、これはパパに報告しに行っただろうな。

　まあでも、セラビルとセックスしたことはどうせもうバレているだろう。

「体を洗ってからでいい？」

　そう言って部屋に招き入れると、ガバリと後ろから抱きしめられた。

　あー……私の魅了がかかっちゃったか。

　顔を近づけてきたセラビルの唇を手で押さえた。

「だから、キスはだめ。他は好きにしていいから」

　彼はちょっと傷ついたような顔をしてから大人しく私の首に顔を埋めた。

　セラビルだって、私のことがそういう意味で好きってことじゃないだろうに。お互いに割り切ったセックスをした方がいいに決まってる。

　セラビルが興奮しながら私のドレスを脱がしてくる。余裕のない感じがいつもと違ってちょっとかわいくも思えた。

「まって、お風呂に入ってくるから」

「……待てない」

「うーん、一緒に入る？」

「うん」

　バスルームまでついてきたセラビル。もう仕方ない。

　いつもレイモンドをお世話してあげている私だけど、セラビルは私をお世話したいみたい。ドレスを脱がして、泡をつけた手で体を洗いだした。

　なかなか丁寧で気持ちいい。

　後ろから包み込まれるように手が伸びてくる。大きな手が私の胸の質量を確かめるように優しく掴んでくる。泡の間から見える私のピンクの乳首が、よりセラビルを興奮させているようだった。

「ハア、ハア……トゥル」

　セラビルが指の腹で私の乳首を円を描くように刺激するとピリピリと気持ちいい。

　その快感に連動して愛液が溢れてくるのがわかった。

「ここでしちゃう？」

　私が提案するとセラビルの喉がゴクン、と鳴った。シャワーで体の泡が流れ落ちていく。セラビルの手が私のお尻を左右に開いてすでに硬くなった肉棒を押し当てていた。

　私は壁に手をついてその侵入に備えた。メリメリと中を広げながらセラビルが腰を進めてくる。

　やっぱり、ドラゴンって大きい……。

「動いて、いいか？」

「いいよ、かき混ぜて」

　ズン、と奥まで入り込むと、肉壁を擦り上げてからまたそれが戻される。

　はあ、気持ちいい。

　ガツガツと突かれてブルブルと胸が揺れ、それを見たセラビルがまた興奮した。

　出し入れされながら胸の先をキュッとひねられると、私の膣も彼の肉棒に絡みついた。

「くぁっ、トゥル、締め付けられると、でるっ」

「うん、いいよっ……ハアハア……いっぱい、ちょーだい……」

　セラビルの腰を掴む手に力が入り、いっそう奥に肉棒が押し当てられた。

「はぁっっ、トゥルッ」

　切ない声が聞こえて、ビュクビュクと最奥でセラビルの精が放たれる。

　私の体は食欲を満たし、ほわりと温かくなった。

「ごちそうさま」

　私に精気を吸い取られて、セラビルの体の力が抜けている。体が冷えると思った私は彼を湯船に誘った。

　バスタブに二人で入るとセラビルの体が大きいせいでお湯がほとんど流れてしまう。

「気持ちよかった？」

　私を抱えたセラビルに聞くと、彼は真っ赤な顔になった。

「淫魔とのセックスほどすごいものはない……」

　そんなことを言いながら彼の手はまた私の胸を掴んでいた。

「気持ちよかったならよかったよ」

　そうしてその後三回ほどセラビルとセックスした。





　　　＊　＊　＊






「うーん……爽快！」

　次の日、私は満たされて目が覚めた。

　お腹いっぱいだし、やっぱりドラゴンの精気って質がいいのね。

　セラビルはそのまま私のベッドで寝たいってごねたけれど、もちろん帰ってもらった。

　そんなの本物の恋人みたいじゃないのよ。

「さて、レイモンドはメイドになんていうのかな……」

　どうだろう。『好き』って言ってくれたりとかしないかな。いきなり『俺を食べて』とか!?

　えー……それ、言われちゃうかな。

　なかなかの破壊力がありそう。

　ワクワクした私はメイドの格好になって、レイモンドの部屋をノックした。

「おはようございます」

　いつも待ち構えたように返事があるのに、静かだ。

　え？

　なに、どういうこと？

　まさか、王妃やクロードが!?

　中から話し声が聞こえて、私は慌ててドアを開けた。

「レイモンド様！」

　声を上げた私に中にいた人物が注目した。そこには毎月レイモンドの元へ通っていた女たちがいた。

「トゥル……」

　声でこちらを向いたレイモンドが困った顔をしていた。側に行くとレイモンドは、ぐいと私を背中に隠した。

「私たちは王妃さまに選ばれてきているんですよ？　レイモンド王子、私たちを本気で追い返すおつもりですか？　今までのことを王妃様に話してもいいのですよ？」

「話したければ話せばいいよ。これ以上の話し合いは無駄だ。もう帰ってくれ」

「そんな……楽しくやっていたではないですか」

「せ、せめてもう一度だけ……」

「もう俺は目も見えない。あなたたちを楽しませることなどできない」

「目が見えなくても構わないわ。レイモンド王子は横になってくださるだけで……」

「さあ、いつもの薬も持ってきましたから」

　なんなの!?　薬を飲ませてなにするつもりなのよ。

　女たちはレイモンドに未練たらたらだ。私はレイモンドの後ろから出て、伸ばされてきた女の手を怒り任せにパチン、と払いのけた。

「ひっ！　メイドの分際でわたくしの手を打ったの!?」

「上品ぶってレイモンド様に下品な要求するんじゃないわよ！」

「ト、トゥル!?」

　見えていないレイモンドが私を止められるわけもなく、オタオタしている。

　私は湧き出てくる怒りに女たちを怒鳴った。

「汚らしい手で触れないでっ！　あんたたちが使っていた薬だって、使いすぎて毒にしかならないわ。レイモンド様はもっと大切にされるべきなの！　性欲解消に使わないで！」

「な、な、なんですってえ！」

「失礼なメイド！」

　女たちはカンカンに怒って私に向かってくる。一人残らずのしてやる、と身構えていると後ろから腕を優しく掴まれて、またレイモンドの後ろにやられた。

「帰ってくれ。そして、二度とこないでくれ」

「あ、あなたが子作りしないと、アイリーン様が……」

　縋りついてくる一人が脅してくる。この人だって、アイリーンが亡くなっているのは知っているだろうに。なんて奴らなんだろう！

「その脅しはもう通用しない」

「……知っているのですか？」

　レイモンドの言葉にドキリとする。けれど彼はアイリーンが逃げたと思っているのだ。

　余計なことは言ってくれるなと私はレイモンドの後ろでハラハラした。

　女たちはこれ以上の説得は無理だと悟ったようで、大人しくなった。

「レイモンド様、みなさまお帰りのようですので、私が下までお見送りしてきます」

　早く追い出したい私はそう言って再びレイモンドの後ろから顔を出した。

　女たちは青ざめていて、もう私に文句を言う気力も失くしたようだった。

「でも……」

「大丈夫ですよ、みなさん納得されたようです」

　レイモンドは私のことが心配のようだったが、強引に女たちを見送るのについて行った。

　自分の手で塔の外に出すまで気が休まらない。

　塔の下に着くと追い出すように女たちの背中を押した。帰り際にもうここには二度とこないよう暗示をかけてカギを回収した。

　ドアを守る衛兵にももう誰も塔に入れないように洗脳してからレイモンドの所へ戻る。

　うう。私らしくない。

　怒りに任せて女たちを帰してしまった。すぐに王妃にこのことが知らされるだろう。レイモンドを、逃がさないと。

「トゥル、大丈夫だった？」

「……あの人達は……帰られました」

　戻ってきた私をレイモンドが探す素振りをしたので、手を握った。

　様々な気持ちが溢れてくる。

「どうしたの？　……泣いているの？　やっぱりなにかされた？」

　優しくレイモンドの手が私の頬に触れた。

　レイモンドの指が目元をぬぐってきて、自分の目から涙が零れているのに気がついた。

　あの女たちがレイモンドに簡単に触れるのに我慢ならなかった。

　幾度となく他人のセックスを見てきたというのに、レイモンドが女たちを抱いていた姿を思い出すと胸が焼けるように苦しい。

　私は告白を受けてからにしようと思っていたことをレイモンドに言った。

「レイモンド様、私とここから逃げませんか？　住む場所も確保しています」

「トゥル……なにを？　君は魔界に帰るんじゃあ……」

「一緒にいたいのです。レイモンド様と一緒に……ダメですか？」

「俺は魂を悪魔様に渡すから」

「悪魔様にはもう許しを得ています。ここから連れ出して光の魔力を王都から遠ざければそれでいいと」

「トゥルが俺のことを見張るってこと？」

「それでもいいです。側にいられるなら、それで」

　レイモンドが他の誰の手にも渡らないなら、それでいい。

「目の見えない俺はお荷物だよ」

「薬を使えば目は見えるようになります」

「そうしたら約束が……」

「王妃の使いが間もなくくるでしょう。時間がありません。とにかく、ここを去りましょう」

「わかった」

　外が騒がしくなった。衛兵の洗脳もしばらくしたら消えるだろう。侵入者を防いでくれている間に逃げる必要がある。

　私は足元に急いで魔法陣を描いた。これで湖の家に移動できる。

「持って行きたいものはありますか？」

「ちょっと待って」

　レイモンドが荷物をまとめるのを待ってから、移動するために魔法陣に入った。

「しっかりつかまっていてくださいね」

　声をかけて彼の腰に手を回す。思っていたより体がしっかりしている。

　私が持ってきていた石鹸の香りがレイモンドから匂ってくると、やっと少しだけ憤る気持ちが収まった。

　こうして抱きしめるのはこれが初めてだ。

　……なんだか嬉しい。

　モヤモヤしていた気持ちが昇華されて落ち着いてくる。

　そうして無事に私はレイモンドと王宮を出た。




「トゥル姫様、お待ちしておりました」

　用意していた屋敷に着くとゴーストたちが迎えてくれた。

　魔法陣での移動は便利だけれど、慣れないと体に負担がかかる。案の定レイモンドは意識を失ってしまっている。ちょっと無理をさせてしまった。

　私はゴーストたちにレイモンドを任せてベッドに寝かせてもらった。これでもうレイモンドが理不尽な目にあうことはないだろう。

　眠っている美しい顔を眺める。さっき涙を拭ってもらったことを思い出しながら、今度は私がレイモンドの頬に触れた。

　背中に私を隠したレイモンド……私のことを、守ったのよね。

　ふふ。こんなに弱っちくて目だって見えていないのに。

　ほわり、と胸が温かくなる。レイモンドといるとじんわりと幸せを感じる。

「さてと、守り石を壊してこよう」

　どうして私は泣いてしまったのだろう。なぜか無性に悔しかった気もする。大切なものが汚された気持ちが近いのかもしれない。

「レイモンドを頼んだわよ」

「はい」

　目が覚めたら、もう一度告白を待とうかな。

　楽しみを残して、私は一人でスタナ国に戻った。

　鳥の姿で空を旋回するとレイモンドがいた塔が騒がしい。きっとレイモンドがいなくなったのがバレたのだろう。ちょっと興味はあるものの、先に守り石を壊しに行こう。

　守り石を管理している兵舎の上に下りると私は思い切り闇の魔力を放出した。光の魔力が闇の魔力を打ち消すなら逆もしかり。この距離から強すぎる闇の魔力をぶつければ守り石は耐え切れなくなって壊れてしまう。この方法ならいちいち兵舎に侵入しなくても壊せる。

　塔の状況を見ればレイモンドが消えたことに気づかれたのは確実だが、王妃がどうでるかは知っておくほうがいい。次に私は王宮内を見て回った。

「塔から這いでたネズミ一匹も捕まえられないの!?」

　案の定王妃は激高していた。使えなくなったレイモンドが消えたところで王妃に不都合はないと思うのに。

「アイリーン様が亡くなったことを知ったようでした」

　塔に押しかけていた女たちが縮こまって王妃の前に立っている。

「はあ。では妹が死んだ池でもさらってみなさいよ。こんなことならもっと早く始末しておけばよかった！　光の魔力を推していた貴族たちの動向を見張って知らせなさい」

「はっ」

「使えないお前たちはもういらない。薬を飲ますくらい簡単なこともできないのだもの」

「え？」

「あの女と同じ顔の男に悶え苦しみ抜いて死んでもらうつもりだったのに、残念だわ」

「まさか、今日の薬は……いつもの媚薬ではなかったのですか？」

「さあ？　飲んでみればわかるんじゃないかしら。薬を飲むか、首を刎ねられるか選ばせてあげるわ」

　一人が青ざめた顔で逃げ出そうとするともう二人も立ち上がった。

　王妃の冷たい声が側にいた騎士に飛んだ。

「始末なさい」

　女たちの悲鳴が聞こえてくる。最初から女ともどもレイモンドを消すつもりだったのだろう。悶え苦しむ顔が見たかっただけなら、このまま消えれば追ってもこないだろう。

　魔術師ごときに魔素が防げるか疑問だが王妃が選んだ道だ。

　王は王印を王妃に渡したのだろうか。それならばクロードが王位を継ぐはずだ。

　気は進まないがクロードの様子も見に行くことにした。

　これも最後だとナンシーの姿に変化して部屋を訪ねる。

「クロード様の専用メイドのナンシーです。通してください」

　部屋の前の衛兵に軽く暗示をかける。以前クロードが自ら命令していたことだからすぐに了承して中に通してくれた。

　部屋の中は暗く、空気がこもっている。私が足を進めるとそれに気づいたクロードは私に向かって叫んだ。

「アイリーン！」

　駆け寄ってきたクロードから酒の匂いが酷い。部屋で落ちついているって、酒浸りになっているんじゃないの。

「どうしていなくなったんだ！　お前が嫌がることはもうしない。レイモンドもお前が願うように外に逃がしてもいい。だから戻ってこい」

「クロード……」

「お兄様、と呼んでくれ。表向きは兄妹として振る舞わないといけないが、部屋の中では別だ。王妃が結婚しろと迫ってきているが、私の心はお前だけだ。子供だって安心して産んでいい」

「クロード、アイリーンは亡くなったのよ」

「ハッ……ハハ。なに言っているんだ、今、目の前に立っているじゃないか」

「わかっているんでしょう？　私はナンシーよ。初めて会ったのは池のほとりだった」

「そうだ、池だ。お前は蘇ったんだ」

　クロードは震えながら私の両腕を掴み、膝を突いた。そうして見上げながら目線をあわせてくる。言葉は威圧的なのに、その姿は愛を乞う男だった。

「お前が見ず知らずの大勢の男に抱かれるのを阻止してやったのは私だ」

「離して」

「消えないでくれ。母からも守ってやっただろう？　そうだ、城の地下に豪華な部屋を作ろう。私とお前だけの愛の巣だ。誰にも踏み入れさせたりしない」

「レイモンドに鞭打ったあなたにアイリーンがそんなことを願うとは思えない」

「ああっ、お前はいつもそうだ、レイモンド、レイモンド！　口を開けばレイモンドだ！　どうしたら奴に勝てる？　私の方が優秀な兄だろう？」

「兄は妹を抱いたりしない」

「血はつながってない。私に光の魔法が受け継がれなかったのがなによりの証拠だ。母は王を憎んでいるからな。小さな島国だと母国をさんざんバカにされた挙句に金だけださせられ、自然災害にあった時はあっさり見捨てられたんだ。俺を跡継ぎにすることで復讐できると信じている」

「だとしても、私には関係ないわ」

「お前は、アイリーンだ」

「違います」

「お兄様と……呼んだじゃないかっ……」

「はあ、もう相手にしたくない」

　泥酔しているのかペラペラとよく舌がまわる。いい加減うんざりして私はクロードを眠らせた。

　血のつながりがあろうがなかろうが、アイリーンがクロードを拒否していたことはかわりない。関係を強要させられたアイリーンの死因はきっと……。

　美しい妹に恋慕したクロード……。嫉妬されるレイモンドはたまったものではないだろう。同じ土俵にいるわけではない。レイモンドにとってアイリーンは生まれた時からの大切な家族だ。クロードがアイリーンに求めていた愛とは違う。

　うーん。てっきり利用していただけだと思っていたのに、クロードはアイリーンを愛していたのか。

　王妃もクロードも、なんともまあ、歪んでいる。

　双子は引き離され、互いに騙され、利用された。アイリーンはレイモンドのためにクロードに抱かれていたのだろう。レイモンドがアイリーンのためにそうしてきたように、自分を犠牲にして助けようとしたんだ。双子とはこんなに似るのだろうか。

　アイリーンは怖かっただろうな……クロードに抱かれるだけでも我慢ならないのに、子供まで産めと言われて……。死に場所を池に選んだのも、レイモンドに知らせるためだったかもしれない。あそこが一番王宮から塔に近い場所だから。けれど結局レイモンドには伝わらなかった。

　彼女の無念にクロードを消してやろうかと思ったが、この飲んだくれに簡単に死をくれてやるのはもったいない気がした。

　クロードが完全に狂っているとは思えなかった。どこかわかっているのを無理やり納得しているふうだ。アイリーンの死を受け止めきれないのだろう。

　王が死に、レイモンドがこの国を去れば、光の魔力を使える者はいない。魔素が国中に充満すれば、王太子も王妃も悲惨な死に方をするだろう。

　いずれ冷静になれば、理解して絶望する。それが最大の復讐になるだろう。

「お前にふさわしい死がくるだろう」

　クロードの寝顔に私はそう呪いの言葉を吐いた。





　　　＊　＊　＊






　最後の仕上げに代々引き継がれ、魔素を防いでいた守り石も壊した。さすがにそれには大きな闇の魔力が必要だった。

　……私にとっては大したことではないけれど、ちょっと疲れたかな。

　これで徐々に魔素が国に広がっていくだろう。そのスピードは速くはない。逃げたい者は逃げればいいのだ。

　王宮が騒がしくなったので、気になって耳をすますと、王が危篤状態になったようだ。

　王妃もレイモンドを気にかけている場合ではない。レイモンドが逃げるにはちょうどよかった。

　これでもうスタナ国は終わりだ。人間が住める場所でなくなる。せっかく魔王と約束して互いに干渉せず平和に暮らしていたのに。あっけないものだ。

　レイモンドは復讐を選ばなかった。

　彼が悪魔にそう願ったら、私は迷わずスタナ国を焼きはらっただろう。

　でも彼が願ったのは私の姿が見たいという小さな願い。

　だから私ももうスタナ国に関わろうとは思わなかった。









７　初めてのキスと初めての気持ち











　すべてを終わらせた私はレイモンドの待つ屋敷に戻った。意識は戻ったようで彼はベッドの上で見えない目を開けていた。

「レイモンド様、無事に王宮を出ましたよ。氷の華が見たいって言っていましたよね？　実は、ここ、氷の華が見られる湖の隣にある屋敷なんです」

「えっ？」

「まずは目を治しましょう」

　少しぼーっとしていたレイモンドが私の言葉にはっとして手をさまよわせた。

　私はすかさずそれを握った。

「もしかしてもう王宮から脱出できたってこと？　ここは君が用意してくれた場所……」

　王宮からあっけなく逃げられたので実感がないようだ。

「そうですよ」

「じゃあ、待って。目は治さなくていい」

「……どうしてですか。まさか、私の本来の姿に怖気づいてしまいましたか？」

　てっきり甘い告白からはじまると期待していたのに大ショックすぎる。しかしレイモンドは言葉をつづけた。

「ま、まさか！　違うよ。トゥルのことを見たい願いは今でも変わらない。でも、願いが叶ってしまうと俺は魂を悪魔様に渡さないといけないから。少しだけトゥルの側にいる時間が欲しいんだ」

「私といたいので約束を引き延ばすということですか？」

「そうだよ。どのみち長くない命だけど、トゥルと少しでも一緒に暮らせるなら……思い出がほしいんだ」

「思い出？」

「あの、こんなこと言っても迷惑だろうけれど、トゥル、俺を食べてくれないかな」

　うん、と即答したい気持ちを押さえて私はレイモンドの顔を眺めていた。

「それで、最後に顔を見て……思い残すことがないようにしたいんだ。俺、君が好きだ。でもこの気持ちを押し付ける気はない」

「それだけで、いいのですか？　だったら私が自分のものになるように悪魔様に願えばよかったじゃないですか」

「心は無理やり奪うものじゃないから。それに、最期に……大好きな人の顔を見たいんだ。一番いい思いをしながら消えたい。あ……もう敬語はなしにしよう。トゥルは一人の魔族の女の子で、もうメイドじゃないから。いい？」

「……うん」

「その、俺を食べるのは嫌かな」

「嫌じゃないよ。でも、ここにくるのにレイモンドはたくさん体力を使ったからすぐには難しいと思う」

「じゃあ、体力が戻ったら……いい？」

「あのね、レイモンド、あの……」

「やっぱり迷惑かな」

「そうじゃなくて、私も、レイモンドが好きだよ」

「え」

「これで私たちは好き同士だよ」

　自分で言っておいて胸が熱くなる。心臓がおかしいくらいにドキドキしていた。

「……あのね、トゥル」

「なに？」

「キス……していい？」

「えっ」

「あ……ご、ごめん、いきなりだったね。なんていうか、君が俺のことを好きなんだって確信が欲しくて」

　意を決したように言ったレイモンドが可愛くて仕方なかった。

　そうだ、好きな人だから、キスしていいんだ。

　バツが悪そうに下を向いていた彼の頬をそっと両手で包んだ。そうしてゆっくりと唇同士をくっつける。意外にも私は緊張していて、少し震えてしまった。

　ピリッ……。

「な、に？」

　心地いい気分になったのに電流が走ったように唇が少し震えた。それはレイモンドもそうだったようで、自分の唇を指で触っていた。

　もしかして、魔力が反発したのかな……。ええ、そんなことあるの？私が考え込んでいるとレイモンドも同じ考えが浮かんだようだった。

　ちょっとまって、そりゃないよ。私、レイモンドとキスもできないの!?

「トゥル……俺たちもしかして」

「れ、レイモンド、私、父に聞いてくる！　何か方法があるだろうから！」

「う、うん……」

「ついでに悪魔様にも願い事のことを聞いておくわ」

「そ、そうなの？」

「私が出かけている間はお世話の者がいるから、養生してて」

「わかった」

　私のことを信頼しているのかレイモンドはそう答えて目を閉じた。やっぱり疲れていたみたい。私はゴーストたちにお世話を頼んで急いで魔界へと戻った。

「パパ！」

　パパは執務室にいたけど、私が入る前に中から誰かが出てきた。

「ト、トゥル様！　し、失礼します……」

　バツが悪そうに出てきたのは吸血族の女性だった。

　入れ違いに中に入るとパパが襟元を直していた。

「トゥル。どうした？　なにかあったか？」

「ううん。ただ、ちょっと聞きたいことがあって。パパはお食事中だった？」

「いや……食事と言うよりは誘惑されたか」

「誘惑？　隅に置けないねぇ。さっきの女性って魔界一って評判の美人じゃない」

「みんな私に伴侶を迎えた方がいいとおせっかいを焼くのだ」

「あれ？　スウはどこへ行ったの？」

「女を嫌って出て行った」

「ふうん」

　パパの視線をたどるとバルコニーに通じる窓が少し開いていた。

「スタナ国の問題を片付けてくれたそうだな。ご苦労様」

「光の魔力を含んだ石は壊したよ。スタナ国は魔素が流れ込んで住めなくなっちゃうだろうね」

「民を守る王であれば頭を下げてくるだろうが、勝手に魔王領に侵入して盗みをするぐらいだからな。きっと後ろ暗くてこちらには接触してこないだろう。自業自得だ」

「あのね、パパ。光の魔力を持っている王子を助けて国外に逃がしたの。絶対に迷惑かけないって約束する。それでね、とってもいい子だから死ぬまでは面倒見ようと思っているのよ。弱ってるから少しの間だけ……」

「情を移すと後が辛いぞ？」

「わかってる……」

「セラビルとうまくいったと聞いていたんだが、違うのか？」

「え？　ああ……うん。精気はもらったんだけどね。伴侶とは違うっていうか……ずっと友達だったからピンとこないっていうか」

「……まあいい。少しは関係が進んだんだから。それで人間の男と住むという報告か？　私に了解などいらないだろう？」

「まあ、一応？」

　パパに報告するつもりはなかったとは言えない……。

「可愛がるのはいいが、ほどほどにな。光の魔力と闇の魔力は決して交わらない。間違ってもセックスなんてするなよ」

「え？」

「お前の闇の魔力は強いから、そうなったところで相手が即死するだけだろうけどな」

「即死……」

「同じくらいの魔力なら相殺されることもあるだろうが、間違いなくお前と互角の相手はいないからな」

「へ、へえ」

　衝撃の事実に私は頭が真っ白になった。そんな私にパパは目を細めて手を広げた。

「寂しくなったので慰めてくれ」

　椅子に座ったパパが手を広げて、私はそこに収まった。膝の上に横座りするとパパの胸に頭をつけた。小さいころから、私の一番安心できる場所だ。

　ふう、と息をついた。いろいろと頭の中はパニックだったけれど、よく考えたら魔力の反発は当たり前のことかもしれない。大体セックスできたとしても弱っているレイモンドから精気なんてもらったら死んじゃうかもだわ。

　今すぐどうこうすることじゃないし、おいおい考えることにしよう。

　ふと、パパはどうして一人でいるのだろうと思った。

「ママがいなくなってからずいぶん経つでしょう？　王妃の座がずっと空いているからみんな心配してるよ。淫魔だってのに一途すぎない？」

「スピカの魂が伴侶になれるよう巡ってくるまで気長に待つさ」

「別にその間に誰かと結婚してもママは怒らないと思うよ？」

「スピカなら『私に構わず早く王妃を迎えろ』と言うだろうな。しかし、私はスピカだけでいいのだ。きっと誰がきてもスピカと比べてしまって誰も幸せにはなれない」

「ママは特別ってこと？」

「いや、私の方がそういう性質なんだ」

「よくわかんない」

「それに、私にはお前がいるから寂しくはない」

「私もパパがいればいいや」

「パパはお前を一途に愛してくれる者がいていいと思うけれどな」

「ママはパパだけを愛してくれたの？」

「スピカは巡り合うべくして出会った魂の片割れだ。そうでなければお前のような愛しい娘も授からなかっただろう」

　魔族の子供は原初の雫から生まれる。

　夫婦になると特別な湖に行き、そこで妖精王に原初の雫をもらう。雫と言っても丸い水晶玉のような石だ。そこに二人の生命力を注ぐと子供が生まれる。

　具体的にいうと寝室にもらってきた原初の雫を置いて、セックスするのだ。時がくれば子どもが生まれる。しかしその時期は曖昧で数年で生まれる者もいれば、数百年かかって生まれる者もいる。私は時間がかかるほうだったようでその間にママは亡くなってしまった。そのため私はママと顔すら合わせていない。

　魔力と寿命は比例するので、ママの寿命はパパの十分の一もなかったようだ。

　私のママの記憶は、部屋のいたるところに飾られている肖像画だけ。

　時折、パパが私の顔をじっと眺めて微笑むことがある。それはママの面影を私の中に見ているのだと思う。

　いつもはかっこいいパパだけど、ママの話をするときだけはデレデレしたり……寂しそうにしている。

　しかしその寂しさは誰にも癒せない。

　娘の私でさえも。

　誰かを魂の半身だと思うくらい愛するってどんな感じなのだろうか。

　愛されるって？

　レイモンドのことは好きだし、ドキドキする。でもこれが愛なのかはわからない。

　食べてみたいと思っていても、レイモンドが弱るならセックスをしなくていいと思うもの。キスくらいはしたいけどさ。

　魔力は心臓の中にあるコアで作られるから、首辺りで止めておけばキスは大丈夫じゃないかな。レイモンドが元気になったら試してみよう。

　移動の魔法だけでもあれだけ弱るのだもの。気をつけてやらないといけない。

　人間界の屋敷に戻るとレイモンドはまだ寝ていた。

　いつ見ても美しい顔だ。すこし、血色が悪いな……。

　私を好きだなんて生意気。

　指で唇をなぞると少し悪いことをしているような気がした。

「はあ、つかれた」

　私はネグリジェに着替えてレイモンドの隣に潜り込んだ。

　もう人間に化ける必要もない。私は淫魔の姿のまま角を出してレイモンドにくっついた。

　今日はいろいろ頑張った。

　この日のために準備もしたしね。うまくいってよかった。

　当たり前のように隣に潜ったけれど、こうやって誰かと眠るのはパパ以外では初めてかも。

　初めてか。

　キスも初めてした。

　思うようにできなくて驚いたけれど、でも、好きだからした。

　好きと、愛は違うのだろうか。セラビルにはできなかったのに？

　……よくわかんないや。

　でもこの薄い背中は好きだ。小さくて、弱くて、短命で……。

　なのに温かくて、私を守ろうとしてくれる。

「お休みレイモンド……」

　もう、誰にも傷つけさせたりしないからね。私の……。




「ト、トゥル？」

　次の朝、私はレイモンドの震える声で目が覚めた。

「ん……？　おはよう、レイモンド」

「あの……もしかして、一緒に寝てたの？」

「うん。ダメだった？」

「ダメじゃないけど……驚いた」

「あのさ、目を治そう。悪魔様はレイモンドがこの先守り石を作らないならそれでいいって。目を治すなんて、大した願いじゃないから魂はいらないって言ってたよ」

「え……でも」

「ここで、私と暮らそう？　レイモンド。目を治して、絵を描いて、歌を歌って……素敵じゃない？」

「そんなことできたら、最高に幸せだけど」

「できたら、じゃなくてできるんだよ」

「いいのかな」

「いいんだよ！」

「そっか……アイリーンもどこかで上手くやっているかな」

「アイリーンもレイモンドの幸せを祈ってる。それだけは確かだよ」

「うん……トゥル……あのさ」

「ん？」

「側にいてくれて……ありがとう」

「……う、うん」

「目が治ったら、君を真っ先に見るよ」

　レイモンドがはにかんだ顔で笑う。そんなふうに言われるとちょっと怖気づく。

「あのね、一般的には淫魔って人間から見たら怖いって言われてるんだ」

「トゥルは綺麗だって決まっているから」

「その自信はどこからくるのやら」

　魔族相手には自信のある容姿だけどね。驚かなきゃいいけれど。

「薬は大切なものだから魔界に置いてあるの。取ってくるから待っててね」

「うん」

　レイモンドが前向きになってよかった。

　さっそく以前セラビルにもらった血液を魔界の城の部屋に取りに行く。

　すると、部屋の前にはセラビルがいた。

「どうしたの？」

「あ、いや……」

　ドアノブに手をかけるとセラビルがそのまま入ろうとする。

「ちょっと、なんのつもり？」

「精気をわけてやるよ」

「うーん……今はいい」

　昨日魔力を使ったから補充した方がいいとは思うけど……。なんだかセラビルからもらう気にはなれない。

「そんなこと言わないでさ」

「発情期は終わったでしょう？　セックスしたくなったの？」

「……そうじゃない」

「じゃあ、なんなのよ」

「お前は飼ってる人間とするのか？」

「だから、飼ってないし。一緒に住んでるだけよ」

「あいつに精気をもらうのか？　あいつと……するのか？」

「あのさ、私は淫魔だよ？」

「俺だって、割り切ってるなら何も思わない。でも、いつもと違うじゃないか。あいつの話の時だけ目を輝かせて、甲斐甲斐しく世話を焼いている。そんなの、俺が知っているトゥルじゃない」

「なに言ってるのかわかんないよ。レイモンドは体が弱いから精気はもらわないし」

「そ、そうか……」

　光の魔力のこともあるからセックスはしない。でも、なんだかセラビルにそこまで言うのは気が引けた。私がレイモンドに手を出さないと知って、あからさまにホッとするセラビルにイライラした。

「私、急いでるからもういい？」

「人間の目は治ったのか？　お前の姿を見せて逃げやしなかったか？」

「目を治すのはこれから！　もう、いい加減にしてくれない？」

「トゥル、人間と魔族には種族の壁がある。俺たちの姿は人間にとって畏怖の対象なんだ。目が治って本当の姿を見たら、きっともうまともに付き合えない」

「……そんなこと」

「ないって言いきれるか？　今まで一度でも拒否されたことがないと？」

「知らないよ。いつだって、相手の好みの姿になってたんだから！　いったいなにが言いたいのよ」

「俺は、トゥルが傷つくのを見たくないんだ」

「うるさい」

　私は薬の瓶を掴むとセラビルを無視して部屋を出た。

「トゥル！」

　心配したって!?　なんなのよ。

　セックスしたから、もう夫面してるってこと？

　人間と違うことくらいわかってるわよ。

　それでも、レイモンドは平気だって言ってた。私がどんな姿でもいいって！

「心配性なのよ」

　レイモンドが私を見てがっかりなんてするわけない！

　……だけど、本当にレイモンドは私を見ても平気だろうか。

　ふと、城の窓に映る自分の姿を見た。頭には大きな黒い角。暗闇でもはっきりと見える縦の瞳孔の金色の瞳……背中には羽もあるし尻尾までついてる。

　あれ……。

　これ、ちょっと衝撃的な感じ？　いくらなんでもここまで人間離れしているってレイモンドは考えていないんじゃないのかな。

　セラビルの言葉がじわじわと私を追い詰める。

　レイモンドは本当に……平気でいられる？

　ありえない。この私がこんなことが怖いって思うなんて。でもどうしよう、もう一度確かめてから、薬を使う？　でもあんなに期待しているのに……。

　屋敷に戻るとレイモンドはベッドの上で眠っていた。その姿にホッとしてしまう私。

　一瞬でも拒否されたら、ショックを引きずってしまう自信がある……。

　私は昨晩と同じようにレイモンドの隣に潜り込んだ。

　レイモンドの隣にいるとホッとする。

　誰に期待されることもなく。

　誰に恐れられることもなく。

　ただ、側にいることを感謝されて、ここにいられる。

　魔界一の魔力保持者でもなく、次期魔王でもなく。

　レイモンドに好きと言ってもらえる普通の女の子だ。

　次期魔王になることは別に負担でもないし、自信がないわけではない。でも生まれてすぐに自分の役割が決まっていることに対する疑問はいつも側にあった。

　では自分は何者なのか。

　魔界の均衡を保つために存在しているだけなのか。

　少なくとも今はレイモンドのために自分が存在していると思えば、なんだか魂の位置が落ち着く気がするのだ。

　スウスウと寝息が聞こえて隣をのぞくと、無邪気な顔をしてレイモンドが眠っている。

　虐げられ、搾取される弱い存在なのに。

　こんなに私の心を揺さぶってしまう。

　セラビルの薬を胸に抱いて……昨日のように幸せな気持ちでは眠れなかった。









８　ありのままの姿で











　セジル国に着いてから二日。レイモンドはベッドから出られない状態だった。せっかく回復していた体力を、長距離移動で使ってしまったのだ。

　私が頭を撫でていると目を覚ましたレイモンドが謝ってきた。

「ごめんね……」

「ううん、私が無理させちゃったから。レイモンドの体のことを考えて違う方法にすればよかった。魔法陣での長距離移動は常人でもきついから」

「俺を王宮から連れだしてくれただけでも感謝しかないよ。それに、俺はトゥルが側にいてくれるだけでいいんだ。でも看病させてばかりで申し訳ない」

「そんなことないよ。あのさ、やっぱり魔界で聞いてみたけれど、レイモンドの光の魔力と私の闇の魔力は反発し合うの。だから私はレイモンドのこと食べられない」

「……そっか」

「がっかりした？　その……私としたかった？」

「あの……トゥル……俺ね、本当のこと言うと、ちょっとそういうことが怖いんだ。もちろん、君のことは大好きなんだけど」

「……そう」

「ちゃんとできるかわからない。いつも大量に媚薬を飲まされていたから」

「それなのに、よく私に食べて、なんて言えたね」

「それは……少しでもトゥルにできることがないかなって……それに、好きな人としてみたかったから」

「好きな人、と？」

「いろんな人と……したけど、ドキドキしたり、触れてみたいって思ってしたことはないんだ。トゥルとなら、できるかもって……でも、こうやって一緒にベッドで寝ているだけでも幸せだから」

「……レイモンドは魔力を押さえることができる？」

「やったことはないけど」

「上がってくる力を喉のところくらいで止めるイメージして。そうしたらキスはできると思うよ」

「これでいいのかな……」

「キス、してみようか」

　ゆっくりとレイモンドの唇に私の唇を重ねる。

　二度目のキスはピリピリと不快な反発を感じることはなかった。

「キス……できたね」

「うん。じゃあ、もう少し……」

　私はそのままレイモンドにキスをした。ちょっと長めにしてみたい。

「ん……」

　唇でレイモンドの唇をフニフニと軽く挟むと、チロチロと舌を出して舐めた。

　初めは戸惑ったレイモンドがうっすらと口を開けると、口内に舌を忍ばせた。差し入れた舌を舌で擦るとレイモンドが身じろいだ。

　真っ赤になっちゃってかわいい。

「あの……トゥルは、その……やっぱり慣れているんだよね」

「レイモンドもでしょ？」

「俺……今心臓が破れそう」

　そんなことを告白されては意識してしまう。急に私の心臓もドキドキと高鳴った。

「キスしたのはレイモンドが初めてで、ただ一人だよ」

「え……本当に？」

「うん。淫魔だけど……好きな人としかしないって決めていたから」

「そ、そう。嬉しい。俺も……そうすればよかった」

　レイモンドが嬉しそうにするのをみて、初めてもレイモンドとできればよかったのにな、と思った。どっちみち無理だったんだろうけれど。

　あまり濃厚にしていると止まらなくなりそう……キスをやめようとしたら、レイモンドがぐっと私の手を握った。

「トゥル……もう少しだけ……いい？」

　な、なんて顔でキスをせがむのだろう。

「もちろん、いいよ」

　やわらかいレイモンドの唇を堪能する。ぴちゃぴちゃと唾液を絡めて互いの口内を探った。

　キスって……気持ちいい。

　ふわふわした気持ちになって、私たちは夢中でキスをした。

「ええと、これからのこととか、考えないとね」

　さんざんキスしてから、なんとなく気恥ずかしくなった私とレイモンドは、手をつないだままベッドであおむけになっていた。

　夢中になってキスをして、くちびるが腫れぼったい。

　なんかさ、胸がキューってなって、頭がしびれるっていうか……。今だってレイモンドの手が気になって仕方ない。

　自分でもびっくりだけど、心臓がバクバクしてちょっともう、ダメだった。

「あのね、トゥル。俺、魔力を込めていない宝石はたくさん持ってきたんだ。だからこれも足しにしてくれたらいい」

　手を離して枕元をさぐると、レイモンドはなんの疑いもなく私に宝石を袋ごと渡してしまう。

　目の見えない彼だ。私がこれを持ち逃げなんてしたらどうするつもりなのだろう。

　って、そんなことしないけど。

　こんな絶対的な信頼を寄せられてしまうともう、私が面倒見なくてどうする、って思う。

「うん。これを使わせてもらうね」

　そうして、いったん宝石の入った袋を受け取る。魔石は魔界にゴロゴロころがっているから特にいらないけれど、これはレイモンドの財産だ。

「トゥル……目の薬なんだけど」

　言い出したレイモンドに胸に挟んでいた薬の存在を思い出す。

　もしもレイモンドが私の姿を怖がったら、私は彼の前で偽りの姿でいないといけない……。なんだかそう思うと胸が苦しくなった。

「レイモンドの体力がもうちょっと戻るまでは使えないみたい」

　なんとなく、薬をだすのを渋ってしまった。セラビルがあんなことを言うから……。

「そっか……」

「がっかりした？」

「下手だけど、トゥルの絵が描きたいんだ」

「私の絵？」

「うん」

　そう言ってレイモンドはまた眠ってしまった。

　ドラゴンの角の粉をスープに混ぜて……元気にしてあげないといけないな。




　数日後、ベッドから下りられるようになったレイモンドは私にこんなことを問いかけた。

「トゥルは俺といて大丈夫なの？　魔界に帰ってないみたいだけど……」

　どうやら私がずっとレイモンドの側にへばりついているので心配しているのだろう。

「ずっといると迷惑？」

「そんなことはありえない。でも考えたらトゥルにも家族がいるだろうし、その……食事だってとらないと」

　そんな気づかいにもキュンとくる。

　信頼してくれているのもあると思うけれど、レイモンドが宝石をすべて渡したのはきっと自分が長く生きられないと知っているからだと思う。

　彼は残り少ない時間を私と過ごすことにしたのだ。

　私だって一緒にいたい。

「家族は父とふたりだけど、レイモンドのことは知っているから大丈夫だよ」

「許してくれているの？」

「父は私を信頼して自由にさせてくれているから。それに私はレイモンドの隣にいることが幸せだよ」

　そう言うとレイモンドは真っ赤になっていた。

「そんなことを言ってくれるのはアイリーン以外で初めてだよ」

　アイリーンの名前を聞いてチクリと胸が痛む。

　私が黙ったことになにか感じて、レイモンドは『ごめん、妹と比べているわけじゃなくて』と焦っていた。

　そうじゃない。私が嘘をついているのだ。

　塔を出てからのレイモンドはずっとどこかはしゃいでいた。アイリーンもこの世界のどこかで幸せであると、そう信じて。

　でも、これでいい。

「もう少しそっちにつめて」

　夜、ベッドで声をかけていつものようにレイモンドの隣に潜り込もうとした。彼は少し間を開けてから『どうぞ』と言った。

　いつも潜り込んでいるのに変なの。

　ふと隣にいるレイモンドを見るともぞもぞと足のやり場に困っていた。

　体力がついてきたとは思うけれど、ムラムラしたりするのかな？　元気になってきた証拠だろう。

「レイモンドが良ければ手でしようか？」

「ええっ！　いや、そういうのは……これは、なんていうか本能というか。……セックスに嫌悪感があるとか言ったのに、恥ずかしいよ……」

「私に魅力があるから当たり前の反応だね」

「確かにトゥルは魅力的だから」

「あのさ……私の頭にはでっかい角があるんだよ」

「うん。知ってるよ」

「きっと見たら怖いよ」

「ふふふ」

「どうして笑うの？」

「実はトゥルが寝ている間に触った」

「え？」

「大きくて、立派だよね。かっこいい。それで、想像するんだ。どんな色かな、とか。勝手に触ってごめんね」

「でも角だけじゃないよ。きっと、レイモンドが思っているような容姿じゃないっていうか……」

「目が三つあるとか？」

「目は二つ」

「腕が四つ？」

「なにそれ」

「だって、トゥルはなにをするにも素早いから」

「笑わせないで」

「……俺がトゥルのことを怖いと思うと思っているの？」

「……だってそれが普通の人間の反応だもん」

「俺、王宮でひどい目にあってた」

「うん？」

「食事に毒を入れられるのは日常茶飯事だし、王妃からは少しでも気に入らないことがあれば鞭が飛んできた。剣術の稽古の名目でさんざん痛めつけられたし、アイリーンが隠れて餌をやっていたウサギが無残な姿で皿にのせられたこともある」

「うわ……」

「誰も、助けてなんてくれなかったよ。王妃とクロードが怖いから。連れてきたくせに王も知らんふりだ。『庶子であるレイモンドとアイリーンのしつけは王妃にまかせてある』ってね」

「私が言うのもなんだけど、レイモンドの父親はちょっと酷いね」

「あの人は自分が一番かわいいから……話が逸れちゃった。つまり、王宮では人間が一番怖いものだった。悪意だらけだよ。醜くて汚くて、恐ろしい。みんな誰かから搾取することしか考えていない。だから俺にはトゥルが綺麗で美しいって確信がある。こんなに良くしてくれる君を恐ろしく思うなんてないよ」

「私の中身が綺麗だってこと？」

「うん。初めてあった時。俺は酷い態度だったでしょう？　薬を塗ってくれて、食事も用意してくれたのに」

「あれは……私こそ、わかってなかった。薬も食事も毒が入っていてもレイモンドは確かめられないもの」

「俺を見張っていたとしても、トゥルはとても親切だった。それこそなんの見返りも求めてなかった」

　……後ろめたい気持ちがそうさせていたのだけどね。ごめんなさい、レイモンド。

「私は善人じゃないよ」

「いいんだ、トゥルがいてくれたらそれで。もしも俺を騙していたとしても。今側にいてくれることが全てだって思う」

「騙していても？」

「うん。トゥルならいいよ。それに、トゥルは自分の容姿を不安に思っているけど、俺のほうが不安でいっぱいだよ」

「不安でいっぱい？」

「よりにもよって光の魔力を持ってて、死期も近くて君の食事にもなれない。いろんなことができて、魔族でもあるトゥルにとってなんの価値もない男だ。捨てられたって感謝しか残らないよ」

「そんなふうに考えたこともない。レイモンドは誰よりも綺麗で私を幸せな気持ちにしてくれるから」

「トゥルが不安なら目は見えなくたっていいよ。もともとトゥルといられるなら盲目でいいと思っていたから問題ない」

　ここまで言われて、決断できないほど私はバカじゃない。

「……うん。ちょっと、待ってて」

「え……？」

　私はコップに水を入れてセラビルの血を薄めた。

「レイモンドの目を治すことにする」

　私が立ち上がったのを不思議そうにしていたレイモンドに、コップを持って戻るとそう声をかけた。

「体調が戻らないと駄目じゃなかった？」

「ちょっと……元気になったでしょ？」

「……そうだね」

　そうしてレイモンドの顔を上に向けて、数滴その目に垂らした。

「う……」

　すると、レイモンドがぎゅっと目をつぶって、手で押さえた。

　こ、濃かったのかな!?　そういえば、セラビルが濃いと目が溶けるって！

　焦った私はどうすることもなくオロオロとレイモンドを見るしかできない。

　しばらくして、レイモンドが両手を外してじっと自分の手を眺めていた。

「だ、大丈夫？」

「うん。ぼんやりと見えてきた」

「そ、そう？」

「トゥル……」

「あ……」

　いきなりはまずかったか。まずは人間バージョンで免疫つけてから魔族の姿をさらせばよかった。レイモンドは私をジッと見つめて唖然としていた。

「驚いた……」

「お、驚くよねっ」

「なんて……美しいんだ」

「え？」

「トゥルってものすごい美人だったんだね」

「……ええと。まあ、淫魔だから」

「淫魔はみんな美人なの？」

「う、うん……」

　じっと見てくるレイモンドの目は白濁したものから水色に変わっている。

　水面みたいにキラキラしてる。

　それにしてもそんなに見られたら穴が開いてしまいそう。

「もしかして、魅了がかかってる？　角があるの、わかる？」

「黒くて美しい角も見えているよ？　金色の瞳も輝いてる。今まで見てきた全てのものの中で、一番。ああ、なにもかも綺麗なんだね」

「そ、そう……」

　レイモンドに魅了がかかっている様子はなかった。熱に浮かされたようなぼんやり感が少しもない。

　もしかして、レイモンドは私の本来の姿を受け入れてくれた？

　心から美しいと思ってくれているの？

「……キス、してもいい」

「うん。この姿でもいい？」

「トゥルの本当の姿がいい」

　どちらともなく唇が重なる。

　本当の姿を見ても微塵も揺るがなかったレイモンドに感動してしまう。

　ああ、大好き。

　可愛い私の……伴侶。




　レイモンドの目が見えるようになってからはゴーストたちには姿を現さないように行動してもらった。ちょっとさあ。ほら、二人でラブラブで過ごしたいからね。

　寒い国だが、思っていたよりセジル国は過ごしやすい。

　いろいろな国の人が行き交う中間地点でもあり、他人を詮索する人もいない。

　新参者の私たちにもみんな親切だった。

「今日は体調がいいから買い物に出ようよ」

「いいね」

　珍しく誘ってくるときはキャンバスや紙が無くなった時だ。レイモンドが他のものを積極的にほしがることはなかった。

「これ、トゥルに似合いそうだよ？」

　街に出て金色の宝石が付いたブレスレットを見つけたレイモンドは、私の手首に合わせるとさっと会計を済ませてしまう。今は本来の姿に似せた人間に化けているので瞳の色は茶色である。レイモンドは私の本来の姿に合わせたアクセサリーを贈ってくれる。

　お目当ての画材店に着くと、キャンバスと木炭を買い込んで彼の買い物はすぐに終わった。

「旦那、もう全部使っちゃったのかい？　こないだたくさん買ったところなのに……いったいどんな絵を描くのか興味がわくよ。商品は屋敷に届けておけばいいかい？」

「お願いします。妻を描いているんです。俺の自己満足ですから誰にも見せませんけれど」

「ああ……こんな綺麗なお嫁さんなら、描きたくもなるな」

　外に出るとレイモンドは私のことを『妻』と言ってくれる。これは最初に私が他の人に関係性を聞かれたときに『夫』だと紹介したからである。レイモンドの口から『妻』という単語が出るたびに私はニヤニヤしてしまった。

　街中を歩くとみんなの目が集まる。こんな美男美女のカップルはそうそういないだろうから仕方ない。

　レイモンドの手が私の腰に回り、体が密着する。彼は私が必要以上に見られるのが嫌なようだ。

「冬はとても寒くなるって聞いたよ？　コートの仕立てを頼んでおこうよ」

「コートか……トゥルはなにを着ても可愛いからね。早速頼もう」

　レイモンドは店に入るとあれこれと私に服を合わせた。

「真っ白い生地にたっぷりの白い毛皮を合わせてくれ」

　店主と話をしてデザインや素材を決めている。楽しそうなレイモンドに私は口出しせずにそれを眺めた。私のコートなのにレイモンドの方がはしゃいでいる。

「それじゃあ、レイモンドのコートは私が注文する」

「……俺のはいいんだ」

「え？」

「どうせ屋敷からは出ないからいらないよ」

「バカなことを言わないで。氷の華を見に行くんだから」

　私がそろいのコートを頼むとレイモンドは困った顔をしていた。

　彼の命が短いことはわかっていた。セラビルの薬を飲ませても、長年飲んできた媚薬や

　毒のせいなのかレイモンドの体は完全に健康になることはない。

　レイモンドもわかっているようで未来ある約束は決してしなかった。

　その年は気温が低すぎて、氷の華を見ることはできなかった。けれども揃いの白いコートを着ることはできた。

「ほら、やっぱり必要だったじゃない」

「ごめん、トゥルの言う通りだった」

「お揃いって、いいね」

「うん。ありがとう」

　レイモンドの体調のいい時は湖の周りを散歩して歩いた。

　鼻の頭を赤くして笑うレイモンドは最高に可愛い。寒いのは嫌だけど、手を繋ぐ口実になるのはいいと思った。

　暖かい日はリクエストするとレイモンドは歌を歌ってくれて、私はそれを大げさに喜んだ。雪が続くと屋敷に籠ることになったけど屋敷の中でイチャイチャするのも楽しかった。

「屋敷の中ばかりで退屈しない？」

「本来の姿でのんびりしたいからちょうどいいわ」

　私に気を使ったレイモンドにそう言って、屋敷のあちこちで寝ころんだ。

　レイモンドしかいないので、屋敷の中ではずっと淫魔の姿で過ごしていた。

　優秀な画材店は定期的にキャンバスを屋敷に届けてくれるようになっていた。届いた日は早速レイモンドが包装を開けてキャンバスをセットした。

　天気のいい日はテラスで、寒い日はサンルームで、レイモンドは絵を描く。

　熱心に見るのは私の姿だ。

　決して外に出すことのない絵。淫魔である私の姿を写したものだ。

「魔界ってどんなところなの？」

　木炭をキャンバスに滑らせながらレイモンドは話しかけてくる。いつも他愛のない話だ。

「どんなって言われたら、どうやって説明したらいいかな」

「俺が行くのは無理だよね」

「人間は魔素で呼吸ができなくなっちゃうからね」

「トゥルは人間界にきて平気なの？」

「魔族でも淫魔と夢魔は行き来できるの」

「へえ。便利だね……あのさ……側にいてくれるのは嬉しいんだけど、食事、してるの？」

　レイモンドに質問されてドキリとする。見ると彼の手は止まっていてこちらをじっと見つめていた。

　正直言うとちょっとお腹が空いてきていた。

　屋敷からでるときは人間に化けなきゃいけないし、魔力も使う。

　でも、なんだか幻影を見せて精気をもらうにしても、レイモンドと暮らしていると行為そのものが後ろめたかった。

　街中で独占欲を見せるレイモンドを知っているのに、他の男にもらいに行くのはちょっと気が引ける。かといってカップルを覗けば、羨ましくなってしまって見ていられなかった。

　なにより、レイモンドを好きだと思えば思うほど、性的なことをレイモンド以外としたくないのだ。

　最近はキスだけじゃ……物足りない。

　もっと深いところでもレイモンドと繋がりたい。

　でも、パパが言っていたようにセックスしたらレイモンドが死んじゃうだろうし、方法があっても、レイモンドの恐怖心が消えないことにはできない。戯れに触りあって……最後までできないってわかっていても、ちょっと踏み込むと平気な顔をしようと無理をしているのがわかる。

　大切にしたい。

　でももっともっと近づきたい。

　どうやったら、レイモンドと結ばれることができるだろう。

　ついついそんなことを考えるようになってしまっていた。

「私ほどの淫魔だと家族間で精気をもらえるんだ。だから、そろそろパパにもらってこようかな」

「でも今まで自分で調達していたんでしょう？　……食事しないと。最近顔色も悪い」

「う……」

「嫉妬しないって言ったら嘘になるけれど、淫魔の食事がそういうものだって俺だって知っているから」

「寂しくって泣いたりしない？」

「ふふ。そのためにトゥルをたくさんキャンバスに閉じ込めているんだ。だから、行ってきて。トゥルのすることなら全部許すから」

　レイモンドにはお見通しだった。

　なんだかんだ言っても、レイモンドには敵わないな、って思う。

　これ以上は心配かけない方がいいか。ここは無理せず一度魔界に帰ってパパを頼ろう。

「ほんとうにパパにもらってくるだけだから……すぐに戻ってくる」

「うん」

　そうして、ゴーストたちにレイモンドを任せて魔界に戻ることにした。

　玄関でレイモンドが見送ってくれたので手を振ってから鳥になった。

　彼は笑って私を送り出していたけれど、どこか悲しそうだった。









９　触れ合う意味とは











「この頃は魔界にあまりいないじゃないか」

　久しぶりに魔界に帰ると不満気なセラビルに見つかった。

「おお、セラビル、お久しぶり」

　おどけて言うと眉間にしわが寄った。

「おい、顔色が悪い。ちゃんと食事はしているのか？　そんな姿を見たら魔王様が心配するぞ」

「あれ、そんなに顔色悪いかな……食事……なんかちょっと後ろめたくてしてないんだよね。でも、まあ、数年は食べなくても持つだろうし」

　レイモンドが死ぬまでは食べなくていいかな、なんて思い始めている。

「はあ!?　なに言っているんだよ！　ダメに決まってるだろ？　人間界ならすぐに精気なんて集められるだろ？　なにしてるんだよ。こ、こうなったら俺の精気を……」

「だから……いいってば。パパにもらうし」

「早く魔王様に顔を見せたほうがいいぞ。心配なさっていたからな」

「うん……わかってる」

　いつもなら真っ先に『レイモンドは私の魔族の姿も怖がるどころか綺麗でかっこいいって言うもんね』と自慢するところだけど、なんとなく言えない雰囲気……。

「なあ、トゥル……」

「なに？」

「俺じゃダメか？」

「なにが？」

「いや……その」

「ああ……大丈夫だよ、パパに精気を分けてもらうから。心配してくれてありがとうね」

　セラビルはまだなにか言いたそうにしていたけれど、私は逃げるようにパパのところへ行った。

「パパ、お疲れ様」

　執務室に入って声をかけるとパパの膝に乗っていたスウが首を伸ばして私を見た。床に下りて足元に絡んでくるスウを抱き上げ、パパに向き合った。

「トゥル……やっと戻ったか。最近人間界で暮らしていると聞いたぞ。顔色が悪い。こちらにおいで」

「ああ……うん」

　パパに精気を分けてもらいながら話を続けた。

「光の魔力を持っている人間とは仲良くやっているのか」

「まあ、その……」

「人間はすぐ死ぬと言っただろう？　可愛がっても死んだときに辛いだけだ」

「……ペットじゃないし」

「飼ってないなら、なんだ？　まさか対等だなんて思ってないよな？」

「……パパはママを下に見ていたの？」

「スピカを下に見たことなどない」

「わたしもレイモンドを下に見てないよ」

「……はあ。レイモンドというのがその人間か。やっとセラビルと結ばれたと思ったのに、よりにもよって光の魔力を持つ人間を伴侶に選ぶ気か？」

「やっぱりパパは知っているのか。……セラビルには精気をもらったけど、それだけだよ」

「長年ずっとお前を見守ってきたセラビルではどうしてダメなのだ」

「幼馴染だし、仲はいいと思っているよ。それに、セックスできるくらい愛情もある。でも、パパがママを想うようには想えない」

「……だったら、お前がセラビルにしたことは残酷なことだ」

「セラビルが望んだことでも？」

「そうだ」

　パパはあれが私にとって食事でも、セラビルにとっては愛の行為だったとでも言いたいのだろう。好かれてはいると思っているけど、私だって憎からず思ってるけど……そういうのではなくて。

「まあ、いい。もう少し待てばいなくなるのだ。トゥル、人間が死んだら、セラビルを王配に迎えなさい。私はそろそろお前に魔王の座を譲りたい」

「そんな言い方ないよ。パパはずっとママの魂を待っているじゃない。私もそうする」

「トゥル！」

　パパがこんなに強く私に言うのは珍しかった。思わず黙ってしまう。大きな声を出した私たちに驚いたのかスウが体をよじらせたので床に下ろした。そうしてパパに『落ち着け』とでも言うように「にゃおん」と鳴いた。

　それを見たパパはふう、と息を吐いてから私に言い聞かせるように頬に手を伸ばした。

「……お前が思うより、伴侶に置いて行かれるのは堪えるのだ。まして、私が平気でスピカの魂を待っているように見えるか？　確約のないものを何十年、何百年待つのは途方もない孤独と闘わなければならない」

「私だって覚悟は……」

「魂は転生しても記憶はない。もう一度相手が自分を愛するかはわからないのだ」

「でも、パパは耐えているじゃない」

「私には、お前がいるから」

「あ……」

「だから、スピカの不在も耐えられるんだ。お前とその人間は子供を作ることはできない。その前に互いの魔力のせいで体を重ねることすらできないだろう。この先同じ魔族に生まれるとは限らない魂を待つようなことを、私はお前にさせたくない」

「でも……」

「落ち着いて考えてくれ。お前にはセラビルもいると考えたらいい」

「それじゃあセラビルに失礼だし……今はレイモンドが大切で、考えられない」

　パパに背を向けて執務室を出た。

　わかってくれると思っていたのに、なんだか、悔しい。

　私はちょっと気になってメデューサたちに会いに行った。

「トゥル様」

　私が室内に入ると中でバタバタとしていたメデューサたちの動きが止まった。

「ようやくセラビル様にお決めになったのですね。おめでとうございます」

「ええと、ちょっと待って、そんなふうに言われているの？」

「ずっとトゥル様を想い続けたセラビル様です。みんな祝福しているのですよ」

　ニコニコとそんなことを言われた。

「ずっと想い続けた……」

「ええ。トゥル様を射止めるためにライバルたちを抑え、蹴散らし……、トゥル様？」

　なにそれ。

　だって、セラビルがそんなそぶり見せたことなんて……。

「セラビルは私のこと好きってこと？」

「好きというにはちょっと軽すぎるくらいですよ。はたから見れば、ですけれど」

　ウフフ、とメデューサたちが笑った。

　なんだか、その後は言葉が頭の中に入ってこなかった。

　セラビルは幼馴染で、小さい頃は一緒にいたずらしたりバカばかりしていた。

　最高の友達で側にいるのは当たり前だった。

　困った時にはいつも助けてくれるし……。

　大きくなってからは『初めては俺にくれ』とかしつこかったけれど、それだって私のことを心配した軽いものだと思っていたから……。

「……好きって言われたことないし」

　そう思っても、セラビルのことをなんとなく避けている。告白されたら断るし、それで今の関係を壊したくない。

　レイモンドとは違った意味でセラビルは大切で、特別な存在だ。恋心に繋がらなくても、私はセラビルを手放したくはない。

　なんか、私ってずるいのかな。

　気持ちがモヤモヤして、レイモンドの顔が見たくなった。




「トゥル、おかえり。早かったね」

　私が屋敷に帰ると窓際でレイモンドが花に水をあげていた。

　なんとなく、後ろから抱き着くと、レイモンドは何も言わずにお腹に回った手に手を重ねてくれた。

「パパに会ってきた」

「そう」

　レイモンドはその先は聞かなかった。ただ、いつもなら私を蕩けるような顔で見てくるのに視線が合わない。おかしいな、と思って部屋の中を見るとテーブルの上の食事が手つかずで残されていた。

「ご飯……食べなかったの？」

「あ……後で食べようと思って」

　歯切れが悪くそんなことを言う。あ、と思い当ったことを口にした。

「もしかして、私が他の人とセックスしてきたって思ってる？」

　レイモンドは答えなかったけれど、図星だったみたいだ。彼は空っぽになったじょうろをずっと傾けている。

　そうか。嫉妬してくれていたのかな。

「パパに精気をもらってきただけだよ。パパなら体に触れるだけでもらえるから。レイモンドの嫌なことはしない」

「……君に必要なことは、君の判断ですればいい。ちゃんと食事はしてほしい。俺のわがままで付き合わせてしまっているから」

「あのね、そんなに頻繁に食事は必要じゃないんだ。だから時々魔界に戻ってパパにもらえば大丈夫。ほら、今はお腹いっぱい」

　レイモンドの顔がパッと嬉しそうに輝いた。きっと私がなにをしてきても我慢して許してしまうのだろう。

　少しの間があって、レイモンドが重ねていた手を握り直した。

「あのさ……ちょっと考えていたんだ。光の魔力と闇の魔力が反発するのはわかってるんだけど、なにか方法はないのかな……」

「え？」

「肌が触れ合うのは平気だよね？　魔力を止めたらキスはできるのがわかった。だったら……入れなかったらいいってこと？」

「う、うーん……。詳しくはわからないから」

「その、淫魔の食事って精液を摂取するってことじゃないよね？」

「違うよ。精気は生きる活力みたいなもので気力みたいなものだから……なんていうかみなぎる瞬間に吸収するって感じで……」

　私がどう説明しようかと思っているとレイモンドが続けた。

「だったらみなぎったら俺もトゥルに精気を食べてもらえる？」

「私もどこまでどうだかわからないから……」

「どこまでなら平気か確かめようよ。きっと、愛の触れ合いは特別だと思うんだ。だから、お願い」

　その言葉に私は息をのんだ。

　そうか。入れるだけが愛情表現じゃない。愛の触れ合いは互いに経験がないこと。

　……大いに興味がある。

　それに、このままだとレイモンドも不安なのだろう。

「ちょっとだけだよ」

　どこまでなら、大丈夫か。とにかくまずは触れ合ってみようと私とレイモンドはベッドに座った。

　服を脱いで、下着姿になるとレイモンドが視線をさまよわせていた。きっと女の裸なんて珍しくもないだろうに。

「あの……とても……綺麗だ」

　私をちらりと見て照れながらレイモンドがそう言った。魅了された男に言われるのは慣れているのに、レイモンドに言われると恥ずかしかった。どうやら魅了は光の魔力には打ち消されているようなのだ。

　それなのに……。

　レイモンドは種族も超えた本来の私の姿を見てもなお、綺麗だと言ってくれている。

「その、怖くなかったら触ってもいいよ」

　レイモンドの手を取って自分の胸に誘導した。物足りない手つきでレイモンドが胸に触れた。ちょっと嫌悪があるのかな、と思ったけれど、ただ彼は顔を真っ赤にさせていた。

「怖くなんてないけど、き、緊張してきた」

　そうして初めてでもないだろうに、そんなことを言う。思わず笑っているとレイモンドの手が震えていた。

「トゥルが好きすぎて、どうしたらいいかわからない。今までしてきたことなんて、なんの役にも立たない……他の女の人と比べるなんてバカだった」

　真剣にレイモンドが言うので、なんだかその緊張が私にも伝染してしまう。

　レイモンドが下着の隙間に手を入れて、直接肌に触れてくる。いやらしいというよりも、存在を確かめているようだ。

　トクトクとレイモンドの心臓の音が聞こえる。

　その間にもその手は体の線をなぞった。

「私はここにいるよ？」

　そんな言葉が口から零れる。どうしてそう言ったのかは自分でもわからなかった。

「トゥルはここにいる」

　レイモンドも確かめるように、そう言った。

　なぜだか目から涙がこぼれた。

　ぼんやりとしているとレイモンドが指で目元をぬぐってくれた。

「泣かないで、トゥル……」

　レイモンドの優しい声が私の胸に染み込む。それがとても切なかった。

「キスして、レイモンド」

　私の言葉にレイモンドが唇を寄せる。肩に置いたレイモンドの手が温かいことにホッとした。チュッと音がして唇が離れていく。

　一つ一つの動作がなにかの儀式みたいだ。

　私はここにいるよ、レイモンド。

　あなたを一人にしたりしない。

「私も触れていい？」

「いいよ。でも貧弱で恥ずかしいよ」

　そんなことを言うけど、レイモンドの体はとても綺麗だ。

「レイモンドも綺麗だよ」

　シャツのボタンをプツリと外すと白く滑らかな肌が見えてくる。

　指の腹で鎖骨をなぞるとレイモンドの体がびくりと跳ねた。

「怖い？」

「怖くない」

　レイモンドの様子を窺ってから舌で鎖骨をなぞる。大丈夫だと確認してから今度は大胆にピチャピチャと舐め上げた。

「ん……、ね、トゥル、僕もしていい？」

　肩に置いた手に力が入ったのを感じて顔をあげると色香に染まるレイモンドの顔があった。

「いいよ」

　交代するように今度はレイモンドの舌が私の鎖骨をなぞる。自分で肩ひもを落とすと、フルリと胸が外気に触れた。少し大きめの胸を下から持ち上げるようにして、レイモンドが掴んだ。

　そうしてチロチロと胸の先を舐め始める。刺激を与えられた乳首がぷっくりと立ち上がると、レイモンドが舌で押しつぶすように刺激した。

「気持ちいい？」

「うん」

　私の答えに満足したのか、そのまま口に含んで吸い上げてくる。

　ああ……乳首だけでイってしまいそう。

　レイモンドに与えられる刺激全てが気持ちいい。

　体の奥から湧き上がるような快感。もっと触れて、もっと……。

　ハアハアと浅い息を吐いて、自分が経験したことのないほどに興奮していることがわかる。私だけがこんなふうになるのは少し悔しくて、レイモンドの反応が気になった。下穿きが少し、膨らんでいる。

「ここ、触れても大丈夫？」

　声をかけるとレイモンドも自分の股の間をじっと眺めていた。

「いいよ」

　了解を得ると私はそっと指で軽く撫でるように触った。

　しばらく形を確かめるように触れていたが、やがてレイモンドの手が重ねられた。

「ごめんトゥル……ちょっと、ダメみたい」

「あ、ああ。うん」

「緊張しちゃって……」

　言いにくいことを言わせてしまって、ちょっと罪悪感。

　私が興奮すると体液も媚薬に代わる。

　これは淫魔の体質だからレイモンドにも効くかもしれない。でも、レイモンドの体に悪影響があるといけないから細心の注意をはらって魔力を抑えた。

　じゃあ、今日はもう終わりかな、と思っているとレイモンドが私の前にきて跪いた。

「え、ちょっと」

　彼は私の下穿きに手をかけて下ろすと、下半身を露出させた。

「トゥルに気持ちよくなってほしい」

　太ももを掴み、舌でさらされた割れ目を舐め上げた。

　ピチャ、ピチャ……。

　ひだをかき分けるように舌が動き、時折入り口の粒を吸い上げられた。

　優しく丁寧に、丹念に。

　レイモンドの舌がチロチロとなまめかしく動くのが見える。それを見るだけでイってしまいそうだ。

「ん…、んっ……」

「指を入れるね」

　宣言してからレイモンドの指がプツリと体の中に入ってくる。

　中を探るように動かしながら、彼は舌でかわいがることも忘れなかった。

　じわじわと広がる快感に身をゆだねていると指の動きが激しくなる。

「あ、あっ」

　私の反応を見てレイモンドがより快感を引き出す場所を探る。

「や、そこっ、んんっ」

　タラタラと愛液が溢れてレイモンドの指を濡らす。クチュクチュと派手な水音をさせて指が出し入れされていた。長くて美しい指……。

「トゥルの感じている顔を見たい」

「レイモンド……ね、イッ、イッちゃう……」

「いいよ。ここが気持ちいいんだね……」

「ふあっ、あああっ」

　一番いいところを指で探られて快感が体を突き抜ける。太ももが震え、イク時に思わずレイモンドの顔を挟んでしまった。

「ハア、ハア、ハア……」

　すごい……気持ちいい。

　こんなに余裕のないのは初めてだ。

　レイモンドが私を愛撫していると思うだけで体がゾクゾクと震える。

「……気持ちよかった？」

　下から私を仰ぎ見るレイモンドの色気は淫魔の私が認めるほど妖艶に見えた。

「うん……レイモンドもしてあげる」

「俺は……あんまりしてもらうのは好きじゃないんだ」

「そっか……そうだね」

「トゥル……このくらいなら、また挑戦してもいい？」

「もちろん。いっぱいしよう」

　どうしよう、めちゃくちゃ気持ちよかった……。ペッティングならお互い影響もなさそうだと知った。私が理性を保てば精気も吸わないで頑張れる。

　レイモンドが愛おしくて仕方ない。

　私の頭は沸騰しそうだった。

　レイモンドとの触れ合いはその日から頻繁に行われた。互いに魔力を押さえれば体を触れ合うことができる。気持ちいいことも大切だが、それよりもなにより濃密な二人の時間が幸せをくれた。

　しかし、愛しければ愛しいほど、私はレイモンドを食べたくなる。

　そして、他の精気には一切見向きもしないようになってしまっていた。

　このまま空腹が続けば、レイモンドを襲ってしまう。彼の寿命がくる前に私が命を吸い取ってしまうのではないかと自分で自分に恐怖した。

　これは不味い。そう思った私は真っ先にパパのところを訪れた。私の動きはある程度ゴーストを使って調べていたようで、そろそろこなかったら行こうと思っていたと言われた。

「こうなるんじゃないかと思ったのだ」

　パパを頼ると開口一番そう言われた。

　そうしてすぐに精気を分けてくれた。久々の食料にお腹がやっと満たされる。

「こうなるって？」

「自分が好きになった相手以外の精気を取りたくなくなるんだ。淫魔にとっては致命的な症状だよ」

「……もしかして、パパもそうだったの？」

「……そうだ。そして、飢餓状態に陥ってしまう」

「そうなるとどうなるの？」

「一時的に魔力が枯渇する」

「枯渇……」

「いくらお前が強くても、魔力が枯渇したらどうにもならん。そうならないように気をつけるんだ。そんなときに知識がある者に変な契約でもされたら、いくら後で魔力が戻っても弱みを握られる」

「こ、こわっ」

「肝に銘じておけ」

「う、うん」

「どうして自分から困難な道に向かっていくのやら」

　パパがなんとも言えない顔で私を見ていた。

「パパに似たんだよ」

「……似なくていいし、私はただスピカを待っているだけで、困難な道ではない」

「淫魔なのに好きな相手に一途ってところだよ」

「そうか」

「そうだよ」

　パパは深いため息をついた。

　そうして「くれぐれもバカな真似はしないように」と念を押された。




「トゥル！」

「あ」

　廊下の向こうからくるセラビルに逃げたい気持ちになった。

　なんだかとてつもなく悪いことをしている気分になったのだ。

　だってセラビルの気持ちを知ってしまったら、まるで私が弄んでいるみたいじゃない。

　改めて考えたら、セラビルは容姿端麗でレイモンドとはまた違った美男子だ。魔界で父の次に強いし、もちろん女の子にモテモテだ。

　きっと彼が声をかければたいていの魔族の女の子はコロッと落ちてしまうに違いない。

　面倒見もいいし、頭もいい。彼を伴侶にする者は絶対に幸せになるだろう。

　私はそうじゃないだけ。

　私が一緒にいたいのはレイモンド。

　ちっぽけな人間で、他人にいいようにされてきた人。外見は美しいけれど、体の中はボロボロで……。

　でもね、愛する人を守るためなら簡単に命も投げ出すような人。全てを信じて、許し、私に捧げてくれる人。

　私のいい面も悪い面もありのままを受け入れてくれる。

　私だけに甘える可愛い人。

　初めは興味本位で近づいただけなのに。もう、レイモンドのいない人生は考えられない。

　確かにこんなんじゃ、いなくなった後が大変だと思う。

　けれど、彼と過ごす一日、一日がとても大切で、今までこんなに時間を大切に思って過ごすことはなかった。

「聞いてほしいんだけど、俺……」

　目の前のセラビルが大きな体を縮こまらせている。なにを言われるかなんてすぐにわかった。

「あのさ、セラビル。……ごめん」

「トゥル……。俺を利用したらいい。それでいいから」

「そんなこと言ってもらいたいわけじゃない。私は私なりにセラビルに幸せになってほしい……」

　切なげにセラビルが私を見ていた。

　これ以上自分を卑下するような言葉をセラビルに言ってほしくなかった。

　大切な友人だから。

　ごめんね。

　軽い気持ちでセックスなんてしなきゃよかった。

　パパが残酷なことをしたって言った意味を私はようやく理解したのだ。









10　愛し合うということ











　レイモンドは私に奉仕することに喜びを覚えたようで、頻繁に触れ合ってきた。

　私はメロメロにされてレイモンドを食べたくなってしまう。

　屋敷にいると拒み切れないので私はレイモンドを買い物に誘った。

「ちょっと、街に行かない？」

「手を繋いでいい？」

「う、うん」

　無邪気にはしゃぐレイモンドを私は欲望を持って見てしまう。この綺麗な手が私を愛撫したんだ、と考えてしまう。少しぽってりした唇があんなこともする。こんなにムラムラして、私はこの先やっていけるのだろうか。

「お昼ご飯食べようか」

　目的もなく街をウロウロしてから食堂に入った私とレイモンドはメニューを見ていた。

　そこで席の後ろから話しかけられた。

「あんた、レイモンドじゃないかい？」

　ハッとして顔を上げたレイモンドはその人を見てあ、と声を上げた。どうやら知り合いらしい。

「おじさん、元気でしたか？」

「あんたたち親子が出て行ってから、街の様子もずいぶん変わったよ。父親が見つかったって出て行ったけれど、この国だったのかい？」

「……いえ」

「アンナさんとアイリーンは、どうしたんだい？」

「母は亡くなったんです。アイリーンと俺はそれぞれ別の場所で暮らしています」

「そうかい。せっかく家族がそろったってのに残念だったな。でも、まあ仕方ないな。スタナ国にいたんじゃもう暮らせないだろうから」

「え？」

「だからあんたも国を出たんだろ？　国を守っていた守り石が壊れて、国境辺りはもう魔界に飲まれてきているってことだ」

「そんなことが……」

「なんだ、知らなかったのか。でも、ここにいるなら運がいい。スタナ国ももう長くないだろう。もともと王が臥せってからはひどい悪政だったからな。で、そっちの美人は誰なんだい？」

「あ、この人は俺の……つ、妻だよ」

「結婚したのか？　そりゃあ、めでたいな！」

　男はお祝いだと私たちのテーブルの食事代を払って店を出て行った。ここからもっと先のところへ行くらしい。手を振って見送ってからレイモンドが私の手を握った。

「本当にトゥルと結婚できたらいいのに」

「じゃあ、しようよ」

「魔族は人間と結婚できるの？」

「している人もいるよ」

　恋愛して結婚する者もいるらしいと聞いたことはあるけれど、主に子供を産んでもらうために半ばさらってくるような連中がほとんどなのは黙っておこう。

　魔族同士は原初の雫がないと子供ができないけれど、相手が人間なら普通に子宮で育ってお腹から生まれてくるからだ。まあ、これも魔族の方が男である場合だ。

「教会で誓うのはなんだか違うよね」

「そもそも魔族は『結婚』っていうよりは『伴侶』の意味合いの方が強いからね」

「伴侶」

「基本子供を作って家族になる人だけど、私には子宮はないからレイモンドの子は産めない」

「そうなのか」

「子供がほしかった？」

「ううん。トゥルの子なら可愛いだろうなって思っただけ」

「そっか」

「トゥルは長生きなんでしょう？」

「そうだよ、今だって二百歳こえているもの」

　さらりとカミングアウトしたけれど、やっぱりレイモンドは気にしなかった。

「あのさ、俺に少しだけトゥルの時間をくれる？　愛してます。結婚してください」

　ストレートにプロポーズをされて、頭が真っ白になった。

　こうやってレイモンドはいつも私を驚かせる。

「……うん」

　そうしてやっぱり私は『うん』としか返事できない。

　だって、愛しているから結婚しようって言われたんだよ？

　どう考えたって、そんなの感動するに決まってる。

「ありがとう、トゥル。自分の家族ができるなんて、嬉しい」

「うん」

　指を絡ませて手を繋ぐ。レイモンドは私と結婚して家族になってくれるのだ。

　食事を済ませた後、露店でそろいの指輪を買った。

　宝石のついていないシンプルなものだったけれど、どんなアクセサリーより輝いて見えた。私にはそれがレイモンドが唯一許した未来の約束のように思えた。

　本物の夫婦になって屋敷に帰るとドアを閉めて二人で夢中でキスをした。

　私はすぐに魔族の姿に戻る。

　キスは二人だけの特別。

　なにも言わなくても互いにそうわかっていた。

　慣れたもので互いに魔力をうまく抑えながら熱い舌を絡め合う。

　クチャクチャと音を立てて、互いの息まで取り込もうとする勢いだった。

　胸の奥が締め付けられるキス……。

　大好きなレイモンド。

　やわらかい唇に吸い付き、吸いつかれる。

　息継ぎして目を開けるとレイモンドが私を愛おしそうに見つめている。

　私のことが好きだとその瞳が訴えている。

「ベッドに行こう」

　そのまますぐに寝室に移動すると互いの衣服を奪い合うように取り去り始めた。

　美しい指が私の体の形をなぞり、優しく撫でる。なにをされても気持ちよくて、蕩けそうだ。

　レイモンドをもっと感じたくてボタンを外す。体温も心臓の音もなにもかもが愛おしい。

　目が合うとカプリと鼻を齧られて目を丸くするとレイモンドが笑う。

「トゥルが可愛いから」

　そんなことを言って私を赤面させるのはあなたしかいない。

　押し倒してレイモンドの体に乗り上げると、下から彼の手が胸を掴んできた。私のシャツのボタンはもう二つくらいしかとまっておらず、素肌に指が食い込んでいる。

　先を指できゅっと挟んで胸を揺らされると、体の奥から愛液が溢れる。

　下穿きを膝まで下ろされてお尻が外気に触れた。

　後ろからは丸見えになっているだろう割れ目をレイモンドの長い指が滑る。

　クチュクチュと行き来していた指がひだを広げるように動くと、クポリと長い指が中に侵入してきた。

「はっ……ん……」

「痛くない？」

「ん……」

「深いのが好き？」

「ふ、深いのがすきぃっ」

　言うとレイモンドが一度抜いた指を今度は前から深く差し入れてきた。

　そうしてゆっくりと私を押し倒して、足を広げる。

　次になにをされるのか期待して、私の穴はレイモンドの指をヒクヒクと締め付ける。

　溢れる愛液で指が動くごとに派手に音がする。

　レイモンドが入り口の粒を吸い上げながら指をひっかくように動かした。

「んはっ……ああっ」

　強弱をつけて吸い上げられ、指は中を暴れまわる。考えがまとまらないほどに強烈な快感が私の体を駆け巡った。

　気を許しているからだろうか。高ぶった気持ちがさらなる快感の高みに押し上げてしまう。

　ああ……気持ちいい……。

「レイモ……ハアッ、イッちゃうっ」

「じゃあ、奥を刺激しようね……」

「ひゃうっ」

　私の声に応えてレイモンドがずぶりと指を深くする。最奥を突かれて目がチカチカする。

「ああっ、ハアッ、ハアッ」

　駆け巡った快感で頭の方から抜けたように絶頂を味わい、腰がガクガクと揺れていた。私はそのままくたりとレイモンドに寄りかかった。

　なにこれ……。

　もう、ほんとうに、淫魔を篭絡してしまうなんて……。

　めちゃくちゃ気持ちいい……。

　でも、レイモンド……物足りない。

　こんなことされたらお腹が空いてきてしまう。

　どうしよう……欲しい……欲しいよう。

　レイモンドの……。

「入れて……」

　懇願してレイモンドを見ると彼は真っ赤な顔をしていた。

「それはダメだから……」

　そんな言葉に心底、がっかりする。

「擦るだけ……ね？　足の間に挟んで入れなければ平気だよ」

　根拠のないことを言って納得させると、彼は私の手を掴んで自分の股間へとやった。そこは熱を帯びて硬くなっていた。

　ゴクリ……と私の喉が鳴る。

　ゆっくりと彼の下穿きを下ろすと立ち上がった肉棒が顔を出した。

「ト、トゥルッ」

　思わずぱくりと口に含んで必死に口をすぼめた。先端からあふれ出た液が甘くて癖になりそう……。舌で竿をペロペロと刺激するとレイモンドがうなり声を出した。

「ううっ」

　ちゅぽちゅぽと顔を動かして出し入れして下から見上げるとレイモンドが耐えるような表情で私を見ていた。

　そのまま鈴口を舌でクリクリと刺激する。

　……あれ？

　苦い？

　驚いてチュポンと口を離すとびゅるり、とレイモンドの精が放たれた。

　床に落ちた精液。

　胸にわずかに落ちたところが熱く、ピリピリと痛んだ。

　もしかして、光の魔力を含んでる？

　慌てて体にかかった精液をシーツでぬぐった。

「ごめん、トゥル……我慢できなくて……」

　呆然とする私にレイモンドは気づいていないようで、体を起こして私を気づかってくれた。

「あ……れ？」

　けれどもふらついて、そのままベッドに倒れこんでしまった。

「レイモンド!?」

　しまった、いつのまにか精気を吸い取っていた……。

　その上、闇の魔力にあてられてしまったのかレイモンドはそのまま起き上がることができなかった。




　反省。

　反省しろ、私。

　私がレイモンドを弱らせてどうするのだ。

　倒れてしまったレイモンドに私は罪悪感でいっぱいだ。でも、触れられるとどうしようもなく嬉しくて。食事じゃない接触があんなに刺激的だとは思わなかったのだ。

　他人の性欲を軽く考えていたし、そんなに制御できないものかとあきれていた。けれど、もっとレイモンドに触れたかったし、取り込みたくなった私はその欲深さに自分でも驚いた。

　なるほど淫魔が魔界で最強になるわけがわかる。こんなにほしくなるなら我慢なんてできるはずもない。

「ごめんなさい、レイモンド。抑えきれなくて……」

「トゥル……」

「なに？」

　シーツの中から手を出したレイモンドが私の手を握ってきた。

「弱くてごめんね……次はちゃんと魔力を抑えられるように頑張るから」

　小さな声が聞こえてくる。

　こんなことになってもレイモンドが私とのセックスに積極的なのは、きっと私がよそで精気をもらってくることに不安があるからかもしれない。

　そんなこと、もう考えられないくらいレイモンドが好きなのに。

　レイモンドの側にいて、もう他でなんて考えられなかった。

「レイモンドは弱くなんてないよ」

　私は真剣に答えたけれど、彼は本気にとらえてはいないようだった。

　他人のために命を差し出せるレイモンドが弱いわけがない。





　　　＊　＊　＊






　思っていたよりもずいぶん弱ってしまったレイモンドに、私は後悔しかなかった。

　背に腹は代えられないと慌ててセラビルに相談したが、もらった薬ではレイモンドはこれ以上回復できないと言われた。

　魔力と生命力はバランスが大切だ。無理に大量の魔力をつかうと生命力を消費してしまうからだ。そんなことを繰り返したレイモンドの体はもううまく魔力を循環できないようだった。

　ずっと側にいたい。

　でもそれが叶わないことを知っている。

　レイモンドとはもう性的接触はしないと心に誓う。

　彼が弱ってしまったのは私の感情が高ぶって、うっかり闇の魔力を放出させてしまったからだ。そうするとレイモンドの光の魔力がそれを打ち消そうと過剰に反応してしまう。

　けれど、私の気持ちとは裏腹にレイモンドはそうは考えていないようだった。

「トゥル……」

　起き上がれるようになったレイモンドが私にキスをせがむ。

　そうしながら胸を優しく撫でてくる。

　舌を絡ませ、明らかにその先を想像させるようないやらしさを含んでいる仕草だった。

「レイモンド、あのね……また倒れてしまうよ？」

　やんわりと避けると、レイモンドは悲しそうに目を伏せた。

「……トゥルは弱らない？」

「私は大丈夫だけど」

「なら、いいよ。一度だけでもいいんだ。トゥルと本当のセックスがしたい。お金のためじゃなく、誰かのためじゃない、俺だけを愛してくれた思い出がほしい」

「レイモンド……」

「俺……せめてトゥルの一部になりたい」

　その目を見てそれが真剣なのだとわかった。

　それが死期を早めるとわかっていても、レイモンドは私を求めているのだ。

　食事じゃない。レイモンドとの抱合は魂を分かち合う儀式だ。

　そう互いに感じていた。

　レイモンドの魂を待つ覚悟はできている。

　少しでも穏やかに過ごして、レイモンドがこの世から消えたら、再び現れるのを待とうと思う。けれど、正直なところ幸せな思い出が欲しいと思うのは私も同じだった。

「少しだけ、時間をちょうだい。お互いの魔力を抑えることができないか、調べてみる」

「トゥル……俺は君に負担がないならいいから。もしそれでなにかあっても君を責めたりしないよ」

「そんなこと言わないで！」

「え」

「私はあなたが思っているより、レイモンドが好きなの。だから、だから置いていかれるのは嫌！　少しでも長く一緒にいようとは思ってくれないの？　私だってレイモンドと愛し合った確証はほしいよ？　でもそれでレイモンドを失いたくない……」

　私が声を荒げたことでレイモンドが息をのんでいた。

「俺のこと……そんなに？」

「私のこと、なんだと思ってるのよ！」

　叫ぶように言うと興奮する私の手に優しくレイモンドの手が重なった。

「ごめん……トゥル。俺、君が魔族で長寿で……なんでもできるし、なんていうか、次元を超えた人だと思っていたから……その、俺のことも大勢の中の一人だと思っていたんだ。だから、せめて覚えていてほしくて……」

「私は魔族で長寿で強いけど、レイモンドのことだけを愛しているんだよ！」

　そう訴えて自分がどんなにレイモンドを愛しているか再認識した。

　レイモンドは人の心に敏いから、私が同情で近づいてきていたのを知っていたのだろう。

　だから、彼は私の望むように行動していたんだ。

　自分からはなにも求めず、私がすることを許して、じっと愛されるのを待っている。

　私はレイモンドのことをどこかで『余命いくばくもない人間』と憐れんで可愛がっていた。

　初めはそうだった。でも、今はそうじゃない。

「あなたの魂がまた戻ってくるのをいつまでも待つ覚悟があるの。そんなこと言われてレイモンドは迷惑かもしれないけれど」

「……それって死んでもまた転生した俺のこと愛してくれるってこと？」

「うん……レイモンドは嫌？」

「嫌だなんて……感動してる。俺も何度も愛したい。トゥルは俺に希望もくれるんだね」

　そう言ってレイモンドが笑った。

　やわらかく。目を潤ませて心底幸せそうに。




　そうしてその日から私は再び食事をとらないことに決めた。









11　心を破壊するもの











　私はあえて性的な話をするのを避けた。

　察しのいい彼はそんな私になにも言わず、ただベッドの上で日々を過ごした。

　体力が戻らないことにはどうすることもできないのも理解しているのだろう。

　屋敷にこもっているのは良くないと車椅子を用意して時々レイモンドを外に連れ出した。

「あのね、あっちの丘から見える景色が綺麗なんだって」

　私がそう提案するとレイモンドは目を輝かせた。

「行きたい！　トゥルと行きたいよ」

　丘まで散歩して、景色を堪能した。レイモンドは片時もスケッチブックを手放さず、見ると大抵は鉛筆を動かしていた。

　昼食を食べさせて、二人でシートの上でゴロゴロする。

　誰かが餌付けしているのかリスが近くまでやってきて、パンの端をやるとモグモグと食べた。それを見てレイモンドの表情が柔らかくなる。紙にリスの絵が追加されるのを見てほほえましく思った。

　外に出てきてよかったな。

　心からそう思った。

「元気になったら旅行でも行こうよ」

「いいね」

　私の提案にレイモンドは短く返事してから、スケッチブックを閉じて今日は歌も歌ってくれた。

　私を喜ばそうと全力だ。

　……なんだか必死に私の記憶に残りたいと言っているように見える。

　互いに愛していくと決心してからは心が穏やかになった。

　私は魔界に戻って食事をするふりをして、適当に時間をつぶしてレイモンドのところへ戻った。

　闇の魔力が一時的に枯渇したら、その時はレイモンドと抱合できる。

　残された大切な時間はレイモンドのために使いたかった。

「トゥル、寝るの？」

「……ああ、うん」

　魔力が少なくなると体が休もうとするので、私は昼寝をするようになった。ベッドで絵を描くレイモンドの隣に潜り込むとレイモンドが小さく笑った。

「寂しくなった？」

「レイモンドに寄り添って眠りたいの」

　私が甘えるのが嬉しいようで彼は優しく子守唄を歌ってくれた。額にキスを受けて、頭を撫でられ、幸せな気分になる。相変わらず彼は私の角がお気に入りのようで、そこも優しく触れられた。

　──もう少しだよ。

　──もう少しで、レイモンドと本当の意味で結ばれるからね。

　しかし些細な願いをあざ笑うように……。

　数週間後、私たちのところに来訪者が現れた。




　セジル国でもいっそう雪が吹き荒れる日だった。

　家の窓がガタガタと揺れ、外を眺めても吹雪でなにも見えない。

　いつものように私はベッドの上で絵を描くレイモンドの隣に潜り込んでいた。

「トゥル、くすぐったいよ」

　ちょっかいをかける私にレイモンドが笑った。外はこんな天気だけど、ちょうどいい。

　家にこもるのには絶好だから。

　レイモンドの体力もずいぶん回復してきたし、私の魔力もいい具合に枯渇している。

　これでレイモンドと愛を交わせる。邪魔されないように今日はゴーストにも屋敷を留守にするように言っておいた。

「あのね……魔力を抑える方法を見つけたんだ。だから……してみない？」

　少しおどけたように誘うとレイモンドが私の方をじっと見ていた。

「……もしかして、それって最近ずっとトゥルが眠っているのと関係する方法？」

「え……」

　質問されるとは思わなくて、頭が真っ白になる。

「魔力を抑えるって、トゥルだけ？　俺、トゥルを傷つけることはしたくない。君だけが魔力を抑えるって本当にいい方法なの？」

「あの……」

「夫婦ってお互い想いあって、補うものじゃないの？　自分の幸せのためにトゥルを巻き込んでしまって悪いと思っているけれど、でもトゥルを大切にしたいんだ。残される悲しみを知っているのに酷いことをしているってわかってる。でも……トゥルを好きだっていう想いはもうどうしようもない」

「レイモンド……」

「君の闇の魔力を抑えるなら、俺も抑える。どんな方法を使ったの？」

「あの……い、一時的に魔力をなくそうって……」

「……以前も食事をとらずに青い顔をしていたことがあったよね」

「う……」

「……もしかして、食事をしてなかったの？　定期的に魔界に戻っていたよね!?」

「ご、ごめんなさい」

「俺も食事を抜く」

「あの、それは……」

「君にあげられる時間は少ないだろうけれど、君とならどんなことも経験したいんだ。辛いことも、その先にある幸せなことも」

「う、うん」

「今回は罰として俺の精気を食事にして」

「え……」

「気づかなかった俺も悪いから、お願い。それでトゥルが元気になってから、もう一度一緒に魔力を抑えて……しよう」

　全て、お見通しだった。

　私の無言をレイモンドが肯定として受け取っているのがわかった。

　ダメだ、こんなに簡単に読まれてしまうなんて。

「俺とトゥルが繋がったら、どんなに素敵だろうね。俺、幸せで死んじゃうかも」

　おどけたレイモンドが私の太ももに手を伸ばしてきた。軽いタッチで撫でられるだけでその先を期待してしまう。

「冗談でも死ぬなんて言わないで」

「ご、ごめん。でも、二人でそんな目標に向かって頑張るのも悪くないと思わない？」

「……私も勝手なことしてごめんなさい」

「次はちゃんと相談してね」

「うん」

　そうして仲直りにキスをする。

　レイモンドとのキスはなによりも幸せになる。

　しかし、ちゅ、ちゅっとキスに夢中になっているとガシャン、とガラスが割れる音がした。

　ハッとしてレイモンドが体を起こす。

「暴風で飛んできたものが窓に当たったのかな……ちょっと見てくるよ」

　ベッドからレイモンドが下りようとすると、バン、とドアが開いた。

「え……？」

　レイモンドの向こうには頬のこけた男が立っていた。

　男は刃物をこちらに向けている。その姿は、どこかで……。

「ようやく見つけたぞ、レイモンド！　今すぐ国に帰るんだ」

　その声でようやくそれが誰かがわかった。

「クロード……」

　レイモンドがさっと後ろ手にシーツをかけて私を隠した。

　亡霊のような姿になったクロード。スタナ国は民が国外に流出し、もう国として機能していないと聞いていた。

　まだ、レイモンドの光の魔力でどうにかなると思っているのだろうか。

「今更なんの用だ」

「……結婚したんだってな。そこにいるのがお前の妻パトロンか？　媚薬なしで役に立つのか？　お前にお似合いのあばずれに違いない。国があんなことになっているのにいいご身分だ」

「……侮辱は許さない。この人には指一本触れさせない」

「お前が王宮から逃げてから、さんざんな目にあった……。守り石は魔族に壊され、魔石を採りに行くどころか今はもう国中魔素に侵されている！　どうして私がこんな目に！」

　まるで全ての不幸がレイモンドのせいだと言わんばかりのクロードにレイモンドは冷静に答えた。

「手順を踏んで魔族と交渉し、魔石を譲ってもらえばよかったんだよ。黙って魔界領に入って石を奪おうなんてしなければ制裁も受けなかった」

「うるさい！　魔族と交渉するなんて簡単に言うな！　それこそ光の魔力がないと太刀打ちできない。そうやって自分の方が優れていると言いたいんだろう？　光の魔力を持たない私を嘲笑っているんだ」

「そんなこと思ったこともない」

「うるさい古い連中は全部粛清してやった。光の魔力を持っているだけのお前に国を明け渡してやるものか！」

「まだそんなことを言っているのか？　地位になんか興味はない。いい加減、俺に絡むのはやめてくれ」

「私だってお前と関わりたくなどないさ！　くそっ、こんなもの！」

　バチッっと音がした。

　シーツの隙間からみるとそこには以前レイモンドが魔力を込めた宝石がパラパラと転がっていた。クロードがレイモンドに投げつけたのだ。

　全部壊したはずなのに……クロードが手元に持っていたのか。

　待って、そんなものを今ばら撒かれたら私、動けない。どうにかしてクロードを屋敷の外に追い出さないと。そう思っているとドカドカと他の足音が聞こえてきた。

「クロード様、馬の準備ができています。これ以上吹雪がひどくなる前に早く」

「……レイモンド、スタナ国に戻るんだ。そうしたらそこの女は見なかったことにしてやる」

　レイモンドを国に戻してなにをさせるつもりだ？

　クロード……始末しておけばよかった……。

　怒りでブルブルと震えているとシーツの上からレイモンドが私の頭を撫でた。

「トゥル……どんな手を使っても君のところへ戻るから。待っていて」

　う、そ。

　嘘だ。

　魔力さえ枯渇していなければ、こんな輩すぐにやっつけられるのに！

　でも、守り石をばら撒かれた部屋で私は隠されたシーツの下から動けない。

　魅了も魔法も使えないから角も出たままだ。魔族とバレたらなにをされるかわからない。

　クロードはどんな残酷なことでもレイモンドを屈服させるためならやってのけるだろう。

　それがわかっていてレイモンドは私を守ってくれているのだ。

　まさか、私がレイモンドの足を引っ張るなんて。

「早くしろっ！」

　クロードの怒声でレイモンドが立ち上がった気配がして、私は心がちぎれそうだった。

　せめて光の魔力が部屋に充満していなければ動けるのに……。

　しかし、クロードたちは宝石を転がしたまま部屋を出て行ってしまった。

　どうしよう……レイモンドが連れていかれてしまった。

　早く追いかけたいのに……体が動かない。

　そうして急激に眠気が襲ってくる。魔力の枯渇によって体が休眠してしまう。

　助けて……。

　誰か。

　レイモンドを助けて。




「トゥル！　トゥル！」

　焦る声が聞こえて私は目覚めた。

　いろんな機能が低下していて、魔族の気配にも気づかなかったのだ。

　目を覚ますと、そこにはパパがいて、心配そうに私を見下ろしていた。

　パクパクと口を動かしても声が出ない。それを見たパパはいっそう悲しそうな顔をした。

「話さなくていい。まずはゆっくりと精気を吸収するんだ」

　じんわりとパパに精気を分けてもらう。次第に体に熱が戻り、手足の先が動いた。

「なんてことをしたんだ！　この魔蝶が知らせにこなかったら、消滅していてもおかしくなかったのだぞ！」

　パパの肩に一匹の蝶がとまっていた。この子……王の口にとらわれていた芋虫？　綺麗な蝶になったのね……。魔蝶は主人の危機を知らせるっていうから、私のこと主人と思ってくれていたのかな。

　でも、今はそんなことより……。

「パパ……レイモンドが連れていかれちゃった」

「な、泣いているのか!?」

「助けて、パパ……」

「トゥル……」

「ごめんね、パパ」

「ちょっ……え……？」

　ちょっと今は力が欲しいの。

　レイモンドを助けなきゃ。

　私はパパの力を吸い上げる。ぐんぐんとパパから力をもらって体がキラキラと発光しだした。一気に力をもらって、体に入りきらない魔力を体の周りにまとった。

「力を貸してくれる？　パパを呼んできてくれてありがとう」

　側にいた魔蝶に声をかける。私の指にとまった魔蝶と同調すると背中に魔力で大きな羽が現れた。

「パパ、レイモンドを取り返してくる。ありがとう、大好きだよ」

　私が羽を広げると、力を根こそぎ抜かれたパパが腰を抜かして私を見上げていた。

「このバカ娘！」

　後でちゃんと返すから……ごめんね、パパ。




　さっそく私はスタナ国に移動した。クロードはレイモンドをどこにやったのだろう。

　国に戻ったと思って王宮にきてみたが……。僅か二年ほどでここにも魔素が侵食していた。どうやらレイモンドの作った守り石は身に着けた者だけを魔素から守っていたようだ。

　王宮くらいの規模なら残っていた守り石で十分魔素は防げただろうに、自分勝手な考えしかできなかった結果だろう。投げつけられるほど持っていたクロードに笑うしかない。

　廊下を歩いても、みな避難して行ったのか人影がなく閑散としている。

　そうだ、王妃……王妃なら居場所を知っているに違いない。あの女のことだ、きっと最後までどこかでふんぞり返っているはずだ。

　私は急いで王妃の姿を探した。きっと王の間にいるはずだ。

「あ……」

　王妃は……玉座に座っていた。

　しかし手足には魔界の植物が絡みつき、目玉や内臓を食べられているようだった。

　王から奪った玉座を手放すことができなかったのだろう。

　これが王の口に魔物を詰めた女の末路か……私はそれを見てなにも思うことはなかった。

　それよりも手がかりがなくてイライラする。

　私がクロードなら、どうする？

　レイモンドの力が一番効率よく使える場所……。

　光の魔力を増幅するには魔法を使える者を集めるだろう。魔術師を探して協力させる。そういえば以前王妃が魔術師を集めていると言っていたっけ。

　人数が集まったのなら、それなりの広さが必要で、光の魔法を効率よく増やするなら、光が反射できるところが理想的だ。

　その時、窓の外からきらり、と光を感じた。

　そうか、池！　池だ。

　羽を広げ、窓から外に出るとすぐに池に向かう。私が空から現れると十数人いた男たちが一斉にこちらを見た。

　クロードがいる……。

「ま、魔族だ！　人型の魔族だ！」

　こちらを見て攻撃魔法を繰り出そうとしているのは魔術師だろう。一、二……七人か。

　スタナ国では初めてみる顔だ。きっと金で寄せ集めたのだろう。面倒なので先に倒しておこう。

　指で空気をはじくとパタパタと魔術師たちが倒れていく。あまりに簡単に倒れたことに驚いたのかクロードが青ざめた顔で呆けていた。

　焼け野原にしたってかまわないけれど、レイモンドが危険だからしないだけだ。

　地面に足をつけると、私はレイモンドを目で探した。

「クロード、レイモンドはどこだ？」

　そこにいる全員が私のことを見て恐怖で固まっていた。質問しているのにクロードは歯の根が合わないようでガタガタと震えている。

　レイモンドとは大違いだ。

　彼は私の本当の姿を見て、少しも恐れなかったというのに。

「こ、こんな高位の魔族が……どうして……！　魔界へ侵入したのは、わ、悪かったです……でも、それは、守り石を壊したことで相殺されたのでは」

「……質問の意味が分からなかったか？　私は、レイモンドはどこだ、と聞いたのだ」

　改めて私が聞くとクロードの目が泳いだ。僅かに動いた視線の先に、池の中で柱に括りつけられたレイモンドが見えた。

「……嘘だ……」

　バチッ。

「嘘だよね……」

　バチバチッ。

　池の水面を歩いて行って確認すると、上半身に呪詛が描かれたレイモンドがいた。肌はグレーになって、石のように固くなってピクリともうごかない。

　人柱だ……。

　こいつらは、光の魔力を増幅させ、魔素を防ぐためにレイモンドを人柱にしたのだ。ここに縛り付け、魔力を生産するだけの石になるように施されている。つまり、ここで、レイモンドは永遠に魔力を保つだけの置物にされるのだ。

　魂をも縛る恐ろしい所業……。

「お前たちは人なのか……？」

　バチバチッ。

　私の怒りが魔力となってバチバチと漏れ出て放電する。

　魔族を『鬼』や『悪魔』と恐れる人間の方がよっぽど残忍ではないか。

「そ、その男の命はどうせ僅かだったのです！」

　クロードの言葉に私の理性はプツリと切れた。レイモンドの命を削ったのはお前だろうが！

「私にとってお前の命もそこのやつらの命もたいして長さは変わらない。お前たちもどうせ僅かな命なのだ。だったらお前たちが人柱になればいいだろう」

　バチバチッバチバチッ。

「ひ、ひいいいっ」

「呪いを解け、そしてレイモンドを柱から下ろすんだ！」

　魔術師たちに言えば、彼らは震えあがって答えた。

「もうここまで呪いが進んでいたら無理です」

「ほう……無理？　では全員同じようにしてやろう。さぞかし国のためになるだろうよ」

「い、今すぐ下ろします！　すぐに！」

　男たちが慌ててレイモンドを柱から外して下ろし、マントの上に寝かせた。

　しかし、レイモンドはピクリとも動かなかった。もう首のところまで石化が進んでいる。

　私は手を伸ばしてレイモンドの頬に触れた。

　それは冷たくて、少し前までの温かい彼ではなかった。

　どうして？

「ああああああっ」

　お前たちはどこまでレイモンドから搾取すれば気が済むのだ！

　レイモンドは復讐を選ばなかった。

　静かに……穏やかに、二人で残された時間を過ごしたいだけだったのに。

　ドドーンッ！

　ドドーンッ！

　私の怒りの感情に反応して大きな落雷があちこちで落ちる。

　クロードたちが悲鳴を上げて地面に蹲った。

　バチッ……バチバチ。

「た、助けてくれぇっ」

「やめてくれっ」

　クズどもが私に訴える。その言葉をもう頭で理解できなかった。

「黙れっ！」

　もう我慢ができなかった。

　全てを焼き尽くして、なにもかも失くしてしまいたい。

「う、うわああああっ」

　レイモンドを閉じ込めた塔も。

　アイリーンを、レイモンドたちの母を死に至らしめたこの王宮も。

　この国すべて……。

　なにもかも……いらない。

　ああ、どうして今更気づいたのだろう……。

　レイモンドがいない世界なんて、生きている意味がないではないか。

　ドゴオオオン……。

　なにも残らぬよう、全て焼き尽くす……。

　全て……！




「トゥル！　お前、なにをやっているんだ！」

「セラビル……」

　気が付けばセラビルが私の腕をつかんでいた。

　見渡せば一帯は焼け野原になっていた。

　でも、もうどうでもいいのだ。

「これ、お前が可愛がっていた人間か？」

「触るなっ！」

　私の怒気に驚いてセラビルが差し出した手を引いた。

「なっ……」

「私の伴侶に指一本触れるなっ」

　もう誰一人レイモンドに触れることは許さない。私の本気を悟ったのかセラビルが唖然としていた。

「ど、どうかしてるぞ。いいか、もうやめるんだ。ここまでする必要はないだろ？　それに、魔王様は……どうしたんだ？」

「私、パパが言っていたことが分かったよ。魂が巡ってくるとしたって、レイモンドがいない世界なんて意味がないってこと。どんなに魔界で最強だと言われても、愛する人一人助けられないなんて、なんて無力なんだろう」

「トゥル……」

「なにもかも、もう……いらない」

　私の命も、いらない。

　ドゴオオン。

「やめてくれっ、もう、トゥルッ。くそっ、どうやって止めればいいんだっ。このままだと魔界まで……魔王様は……」

　心が、空っぽだ。

　この力を使い切ったら……レイモンドと一つになれるかな。

　空にありったけの魔力を集める。

　夫婦は一緒に……頑張ろうって言われたっけ……。

　バチバチと音を立てて空中で魔力球が大きくなる。

　全て……私も一緒に消えてしまえばいい。

　ぼんやりと空中に浮かびながら大きくなる魔力球を眺めていると、再び私の腕を引くものがいた。

　セラビルは……下で慌てふためいている。

　では、誰？

『まだ間に合うからレイモンドを助けて』

　見るとそこにはぼんやりと光をまとった白金色の髪を持った少女がいた。

「アイリーン……」

『幸せにしてあげて欲しいの。あなたにしかできない』

　ハッと我に返ってレイモンドを見た。

　まだ、間に合う？

「あなたも、レイモンドの幸せを願うのね」

　寂しげに笑ったアイリーンは頷いた。

　私は作り上げていた魔力球を空中で雲散した。それは光を帯びて空に散っていった。

　地面に下りてレイモンドの側へ駆け寄る。

　しかし相変わらず彼は冷たかった。

　反対側にアイリーンがやってきてレイモンドに耳打ちした。

『兄さん……起きて。まだあきらめないで。あなたの愛する人を泣かしちゃダメよ』

　アイリーンはそう言ってレイモンドの心臓に手を当てた。それを眺めているとセラビルが後ろから遠慮がちにやってきた。

「トゥル……大丈夫か？」

「……ごめんね、セラビル。ちょっと、落ち着いた。レイモンドを助けたいの。協力してくれる？」

　隣にきたセラビルも静かに頷き、レイモンドの様子を一緒に見守ってくれた。

　心臓の上で手を当てていたアイリーンの姿が光の粒になって消えた後……かすかにレイモンドの心音が聞こえ始めた。

「心臓が動くなら、効くだろう」

　そう言ってセラビルが指を傷つけて血を出した。ぽたぽたと血が落ちたところから石化した皮膚の色が戻ってきた。

「なんだ、これはっ」

　レイモンドを見守っていると後ろからパパの声が聞こえる。

　焼け野原になったスタナ国を見て驚いたようだった。

「勝手なことをしおって！　魔力が回復するまで動けなかったのだぞ!?」

「ごめんなさい」

　こんなに怒ったパパは初めて見た。そりゃそうだろう。魔力を全部吸い取ってきてしまったのだから。しかし、それでもパパはそれ以上私を叱ることはなかった。

「……それで、助けられたのか？」

　私たちを眺めてパパがため息をつく。

「わかんないけど、心臓が動き出した」

「……そうか。ここはもう魔素が多い。レイモンドを連れて、人間の国に戻りなさい。ゴーストに運ばせよう」

「うん」

　パパがゴーストたちを連れてきてくれていて、セラビルも血液が入った小瓶を渡してくれた。

「これも持っていけ。次からは水で薄めろ」

「うん」

　アイリーンがレイモンドの命を救ってくれた。

　パパとセラビルも手を貸してくれた。

　……私はなにもできなかった。

　レイモンドの心音を聞いて、やっと息をつける。

　ゴーストたちの手を借りて、私はレイモンドと屋敷に戻った。




　いろんなことはゴーストたちに任せて、私はずっとレイモンドの横たわるベッドの隣を陣取った。

　ちゃんと、目を覚ますよね？

　体を確認してみたけれど、肌の色が石化のせいでところどころ色が変わってしまった以外、傷は見当たらなかった。

　戻ってきて、レイモンド。

　もう少し、私の側にいてほしい。心の底からそう願って、手を握った。

　目を覚ましたら、懺悔しよう。アイリーンを騙ってしまったこと。亡くなっていることを黙っていたこと。

　今度こそ、レイモンドになんでも話して……助け合いたいと言いたい。

　自分が面倒を見ている気になって、どんなに彼に支えられていたかわかっていなかった。

　簡単に来世でも愛してあげるなんて、よくもまあ考えられたものだ。

　愛してる、レイモンド。

　だから……。




　そうして三日が過ぎた朝、私は重ねた手が握り返されたことに気づいた。

「レイモンド……」

　慌てて顔を上げるとレイモンドの目が開いていた。

　美しい水色の目……。

「ああ……助けてくれたんだね。君には助けられてばっかりだ」

「ううん、私はなにも……パパや、セラビルや……アイリーンが助けてくれたの」

「アイリーン？」

「うん。あの……あのね、レイモンド」

「ごめんね、トゥル。俺のために嘘つかせて」

「え？」

「アイリーンは亡くなっているんでしょう？」

「……知ってたの？」

「連れ去られたときにクロードに聞いた」

「……そう」

「死んだって聞いても『ああ、そうか』って思ったんだ。双子だからかな、なんとなく虚無感があってね。それで真っ先に君のことが頭に浮かんだんだ。きっと俺が壊れないように嘘をついたんだろうって」

　レイモンドが私の頭を優しく撫でてくれる。

　そのことにぽろぽろと涙がこぼれた。

「母に兄妹で助け合いなさいって言われて育ったのもあって、アイリーンを守ることしか俺の生きる目的がなかった。でも、今はトゥルと少しでも長く過ごしたいって欲がある」

「今は私をレイモンドの生きる目的にしてくれるの？」

「ううん。それは違うってわかった」

「違う？」

「トゥルと幸せになるって目的にしていい？　俺、幸せになっていいかな」

「うん」

「身勝手でごめんね。トゥルがいれば俺は幸せなんだ」

「身勝手だなんて思わないよ。私もあなたがいれば幸せ」

　彼の頬を両手で包んで、それから唇を重ねた。

　これがレイモンドのことを好きだという証になる。

「夢を見たんだ……アイリーンが『私の分も幸せになってよ』って言ってた」

「そう……じゃあ、うんと幸せになろうね」









12　そして世界は巡る











　あれから、レイモンドは以前よりも早いスピードで回復していった。

　パパに聞けば、レイモンドが光の魔力を失ってしまったせいではないかと言っていた。そう、レイモンドは完全に光の魔力を失ってしまったのだ。

「別にあったからって、魔物を避けることと光で目つぶしくらいしかできなかったから不自由ないよ。むしろトゥルに悪影響が出ないって安心できる」

　レイモンドは笑って私を抱きしめた。

　闇の魔力と反発するものがなくなった。もう、私たちを隔てるものはない。

「頑張って元気になるから、その時は……トゥルが食べてね」

　なんて言うものだから、ボン、と頭から湯気がでた。

　私はちゃんと定期的にパパのところに精気をもらいに行っている。もう魔力が枯渇してレイモンドを守れないなんて失態は二度と犯さないと誓った。

　パパの膝にのって抱っこされていると「にゃあん」とスウが寄ってきた。

　手を伸ばしてスウを膝にのせるとパパがぽつりと話し出した。

「……私と同じ道を歩むことは避けてほしかったのだ」

「パパ？」

「スピカをただ一人の伴侶として待っていることは知っているだろう？」

「うん」

「実はスピカは何度も生まれ変わっている。私が魂に印をつけているからな。時に虫になり、時に鳥であることもあった」

「え、そうなの!?　ん？　ちょっと待って、だったらもしかして……スウって」

　私の膝にのったスウは撫でる手に嬉しそうに頬をこすりつけていた。

「いかにもスウはスピカの魂である」

「ママなんだったらそう言ってくれたらいいじゃない！」

「……魂に記憶はない。だからお前の母という自覚はないのだ。それも承知でスピカの魂を側に置くことに決めたんだ」

「記憶がなくなってるから……」

「お前のことだ、私の真似をしてレイモンドの魂に印をつける方法を聞き出そうと思っただろう？」

「あ、バレた？　うん。もちろんそうするつもりだよ」

「……やはりな。あのな、トゥル。相手は転生して記憶がないのだ。他に伴侶を作って生涯を終えることもある。お前にそれが耐えられるか？」

「ええと」

「すべてを覚悟できないなら、やめておきなさい。彼が亡くなったらセラビルを王配に迎えればいい」

「そんなの、セラビルに失礼だって。それに私はレイモンドがいいの。今回のことでレイモンドがいなくなる意味を理解したつもり。もう、あんなに取り乱したりしない」

「何度も死を受け入れなければならないぞ」

「うん……思っていたよりつらい経験だってわかった。パパもママを亡くした時は泣いたの？」

「さあ」

「あはは……絶対泣いたよね」

「誰にも言ったことはないが、別れはいつも辛い」

「そう……でも、パパはだからってママを諦められるの？」

「……無理だな」

「似たもの親子だね。わたしも諦められそうにないよ」

　パパはいろんな覚悟をしてママの魂と過ごすことを決めていたのだ。でも、私だって覚悟はできている。

「まあいいか。こちらが心変わりしても相手の魂は記憶がないのだから上手くやればいいさ」

　私を説得するのは無理だと悟ったのか、パパは自分にも言い聞かせてきたような言葉を吐いた。

「そんなこと言ってずっと一途なくせに」

「うるさい、バカ娘。魂に印をつける方法を教えてやる」

「い、いいの？」

「そのかわり、レイモンドの寿命が尽きたら、魔王の座を継いでくれよ。その頃にはスピカの魂もまたどこかで転生する。次くらいはそろそろ意思疎通できるだろう。魔王業は引退してスピカを口説き落としてのんびりと暮らすからな」

「わかった！　ありがとう、パパ。その時は必ず魔王を継いでパパにママとゆっくりラブラブさせてあげるからね」

　パパと約束を交わして、魔界からレイモンドのところへ戻る。

　レイモンドはなんと庭で体を鍛えるまでに回復していた。

　いやあ、これが結構いい体になっちゃってさ。

　最近私、ムラムラしっぱなしよ！




　ゴーストたちが管理してくれている屋敷で、私たちは悠々自適に暮らしている。

　今年こそは氷の華が見られたらいいな。

　土地に慣れてきてずいぶん人間の顔見知りも増えた。

　私たちの屋敷は外から見ると不気味そのものだったようで、そのうち幽霊屋敷の夫婦として街で有名になっていった。

　屋敷の主が美男美女ってところも噂になる原因かもしれないけれど、本物のゴーストが住んでるから間違いではない。

　レイモンドは首の下から肌の色がまだらになってしまった。本人はそれが魔族っぽく見えるし、幽霊屋敷の主人としてふさわしいと喜んでいる。

　陶器のような白い肌もよかったがレイモンドが元気なら私はなんでもいい。

　レイモンドは私のリクエストで歌を歌って、そして相変わらず絵を描いている。

　スタナ国は魔素にのまれてしまい、今や幻の王国となった。

　でもパパは、きっと因果は巡ってくるから、どこかで光の魔力を持つ人間が生まれてくると予想していた。

　そうしてまたそこに国を作るなら、土地を譲ってやってもいいと言っている。

　私が焼け野原にしちゃったので王宮のあった場所はなんにもないけれど、レイモンドのママとアイリーンのお墓だけは池のあった場所に作ってある。

「由緒ある幽霊屋敷の女主人なのだから、もっと素敵な指輪を買いなおそうか」

　サンルームのソファで二人並んでまったりしていると、私の手を取ってレイモンドがそんなことを言った。私とレイモンドの指には細い針金のような指輪がはまっている。

「私はこれ以上に素敵な指輪を知らないよ？　これがいいの」

「でも……」

「レイモンド、実は私次期魔王なんだよね」

「えっ」

「言ったでしょう？　すごい淫魔なんだって」

「……もう、隠していることはない？」

「えーっと……」

「全部、教えて」

「……ずっとレイモンドの食べごろを待ってた」

「あ……それは、そろそろ……いいんじゃないかな。食べてみる？」

「食べたい」

　素直にお願いするとレイモンドが私を持ち上げた。もう、か弱いレイモンドはいない。

　儚い美少年のレイモンドも好きだけれど、私のために体を鍛えるレイモンドも大好き。だって、自分だけを食べてほしい、なんて理由で頑張っているとか可愛すぎる。

　そのまま寝室に入るとレイモンドが宝物みたいに丁寧に私をベッドの上に下ろした。

　ちゅっちゅっと軽めなキスから始まって、次第に息を奪うように舌を絡める。

　もう、我慢しなくていい。

　二人で溶け合ってしまいたい。

「トゥル……俺を愛してくれてありがとう」

「こちらこそ、私を愛してくれてありがとう」

　ふふ、と笑ってまたキスをした。

　私たちはまだ未熟だ。けれど、この愛は本物で、ゆるぎないものだ。

　互いに服を脱がし合う。

「もしかしてトゥルは以前の真っ白い肌の方がよかった？」

「それ、魔族の私に言ってる？　緑色でも紫色でも気にしないよ。それに、レイモンドがそれを気に入っているのを知ってる」

「ふふふ」

「レイモンドこそ、角があっても平気？」

「……かっこいいって思ってるのを知ってるでしょ。あとで舐めさせてね」

　いちいち可愛いことを言ってくるレイモンドに心臓がはねっぱなしである。

　レイモンドの肌と私の肌が触れ合う。熱を分け合って、一つに交じり合う。

　互いを求めあって、隙間なく抱き合った。

「ん……」

　レイモンドの舌が鎖骨をなぞると肌がピリピリと敏感になる。

「レイモンドの光の魔力はなくなったから、魅了もきくのかな？　ハア……気が緩んで体液が媚薬になっちゃうかも」

「……どうだろう、魅力的には見えているけど、それはトゥルが大好きだからで……ちょっと舐めてみる」

「う、うん……」

　ぺろりと舌で確認するレイモンドがもうすでに艶めかしく、私の方がくらくらしてしまう。

「俺の体は薬を使い過ぎてもう媚薬は効かないのかも。でも十分興奮してる」

「そ、そうだね」

　そっとレイモンドの下半身に手をやると、硬くなっているのがわかる。これは、その、間違いなく期待できる。

「はううっ」

　内ももをさわさわと撫でていた指が割れ目を探った。そこはもう大洪水だ。

　クチュ……。

「どうしてほしい？　なんでもしてあげる」

「ええと……」

　正直、レイモンドは上手い。過去に嫉妬してしまうくらいに上手い。

　舌使いも指使いも……。今だってくすぐるように指で触れて、期待させてくる。

「じゃあ、全部してあげる」

　足を広げられると細くて美しい指でひだを広げられる。蜜でべたべたになった奥は見なくてもヒクヒクと物ほしそうに動いているのがわかる。ふ、と息をかけられるだけでイってしまいそう……。

　ピチャピチャと舌で際どいところからレイモンドが舐め始める。じわりじわりと快感が広がってくるのに、肝心なところは刺激してもらえなかった。じらすとか……うう。

　ハアハアと息が上がり、堪らなくなって腰が揺れる。はしたなく自分からレイモンドに

　強請るように押し付けてしまう。とうとう我慢ならないと心の中で懇願するタイミングで入り口の粒が吸い上げられた。

　ジュッジュッ……。

「はあああっんっ」

　やだもう、気持ちいい。

　レイモンドに翻弄されてしまう。

　軽くイってしまった私の秘所のヒダをなぞるように指が滑る。もうどうしようもなくグチョグチョなそこは簡単にレイモンドの指を引き入れた。

「浅い方が好きかな？　それとも……」

「やあああんっ」

「やっぱり、ここがいいのかな」

　私の体のすべてを暴かれているように感じた。

　探られるところはすべて気持ちよくてどうにかなってしまいそうだ。

「トロトロになってるトゥル……可愛い」

「大好き……ふあっ」

「うん。俺も大好き」

　膣をかき混ぜられながらキスを交わす。もう魔力を抑えることに気を回す必要もない。

　唾液を交換するような激しいキスだけでも脳天がしびれるのに、グチャグチャと私の膣なかでレイモンドの指が暴れまわった。

「先に繋がってもいい？　トゥルと早く一つになりたい」

「うん……私も」

　私の体がレイモンドをほしがっている。

　体だけじゃない。心も。深く、深くつながりたい。

　レイモンドの硬くなった肉棒を優しく手で包むとタラタラと蜜が溢れた入り口に誘導した。

　くぽっ……。

「はっ……」

　内壁がレイモンドの侵入に歓喜するように動く。

「ぐうっ」

　引き込むようにそれが中に納まると、レイモンドと私は一つになった。

「トゥル……、繋がった」

「うん……。このまま、溶け合いたい」

「あのさ」

「うん」

「幸せだ……俺」

「うん」

「ありがとう」

「うん」

　感極まってしまって、私は「うん」としか答えられなかった。

　私も幸せ……。

　こんな幸せをくれて、ありがとう。

　そうして引き合うように指を互いに絡ませて繋がったままキスをする。

「動くね……」

　しばらく幸せを感じあった後、レイモンドが緩く腰を揺らし始める。

　些細な刺激も気持ちいい。

　レイモンドの体の動きに合わせて私も体を揺らした。

　チャクチャクとだんだんと激しい音になると体の熱が上がってくる。

　ああ、愛している。

　大好き……。

　突き抜ける快感にびりびりと体が震える。

「トゥルッ！　くうっ」

　腰を押し付けたレイモンドの体も震える。広がる幸福感と快感。

　そして満たされる食欲。

　一度にこんなにたくさん受け取ってしまったら……。

　普通の食事では満足できなくなるに決まっていた。

「……レイモンド、大丈夫？」

　フウフウと息を吐く。私の方が快感の余韻で余裕はなかったけれど、レイモンドが心配で尋ねた。

　だってもう気持ちよすぎて、なにがなにやらもう……制御なんてできなかった。

　もしかしたら、めちゃくちゃ精気を吸っちゃったかも。

　でも、気だるげに横に寝転がったレイモンドはわたしの方を見て愛おしそうに笑った。

「ありがとう……愛し合うセックスは最高だった」

「うん」

　レイモンドの顔を見るだけで胸が詰まって……。

　やっぱり私は上手く返せなくてそれだけ言った。

　ちゅっ……。

　首に手を回してキスをした。

　私も最高だと思うって、伝わったかな。





　　　＊　＊　＊






　ポカポカと日の入るサンルームは私とレイモンドのお気に入りの場所だ。そこには大きめのベンチにふかふかのマットとクッションが並んでいる。私は寝ころびながら隣にいるレイモンドに話しかけた。

「ねえ、レイモンド、私、二人の肖像画がほしいな。一緒にいるところも描いてよ」

　私の絵ばかり描くレイモンドにそんなことを頼んだ。今だって私をスケッチするのに忙しい。

「トゥルに夢中過ぎてそんな発想にならなかった」

「今描いているのに足せないの？」

「ふふ、トゥルって面白いね。そうか足してみよう」

　そう言うとレイモンドはスケッチを置いて私の隣に寝そべった。

「そうね……こうやって隣にいる絵がいいわ」

「キスしてる絵でもいい？」

「キスをせがんでいる絵でもいいよ」

　彼の首に手を回すと、そのまま唇を合わせた。

　やっぱりレイモンドとのキスは私を幸福にしてくれる。

「お腹空いてる？」

「空いてない……けどしたい」

　空腹でも、そうでなくても。

　いつだってあなたを求めていたい。

「俺もしたい」

　ふふ、と笑ってまたキスをした。

　もちろん求められて嬉しい。

　そうして気まぐれに愛し合って、互いに裸のまま過ごしたりした。

　レイモンドの前では私はずっと本来の姿のままだった。

　彼は私の角を愛し、それは顕著に描かれていた。こんなに魔族の角を美しく表現する画家はいないだろう。

　そう、レイモンドは画家と呼べるくらいたくさんの絵を描いた。

　中でも一番大きな大作は私がこの時にリクエストした二人が寝そべってじゃれている絵になった。彼は丁寧に何年もかけてその絵を仕上げた。

　日の光の中、二人の男女が寝そべりながら微笑みあってキスを交わそうとしている。

　セジル国の短い暖かな季節のワンシーンだ。

　少し変わっているのはきっと男性の肌の色がまだらだったのと女性の頭につややかな角が描かれていることだろう。

　どんなにこの男女が愛し合っているかわかる絵。レイモンドの渾身の一作だ。

　私はサンルームの壁にこの絵を飾った。

　レイモンドの絵は素晴らしかった。

　けれど、彼の絵は一枚も評価などされない。全て、私のものだからだ。

　レイモンドが絵の中に閉じ込めたのは私への愛情だと思っている。これは彼が決して口に出せなかった独占欲なのだ。

　それを誰かと共有したいなんて思うわけがない。




　それからも私とレイモンドは二人で幸せに暮らした。時々イチャイチャして、互いを確認しあった。歳をとっていくレイモンドもなかなか渋くてかっこよかったが、二十年ほど経つと彼は私のもとを去ってしまった。

　セラビルに薬を融通してもらって一見元気になったと思っていたけれど、長年光の魔力を無理して体を使ったことは帳消しにはできなかったのだ。

　パパが言っていたように、死に向き合うのは辛かった。

　いっぱい泣いてしまったけれど、レイモンドを愛した時から、それはわかっていたことだった。

　けれど、幸せな記憶を抱いたまま、レイモンドがまた戻ってくるのだと思うと穏やかな気持ちになれた。

「またね、トゥル」

　最期に彼はそう言った。

　彼が私を残すことに罪悪感がないように私は笑った。

「またね、レイモンド」

　少しだけレイモンドの口角が上がって……彼が目を覚ますことはなかった。




　レイモンドが亡くなってしばらくして、私はパパから魔王を引き継いだ。

　パパは私が魔王になったら王配を置くと思っていたようだけど、そうはしなかった。セラビルには悪いと思ったけれど結局私もパパのように一途な生き物だったのだ。

　ちなみにセラビルはいつでも王配に迎え入れられるように独身でいると宣言した。気が向いたらセックスしてくれとか寝言も言っている。

　それは適当にあしらって彼には魔王補佐の役職についてもらった。

　はあ。レイモンドに会いたいな。

　私はパパとは違って、魂に印をつけることはしなかった。二人で話し合って、それを選んだのだ。おかげでパパのようにレイモンドが転生を繰り返してもその魂を探し出すことはできない。

　つまんないな。レイモンドの絵を眺めながら、お酒でも飲んでやる。

　そうそう、ようやくママは念願の魔族に生まれてきたらしい。パパは張り切ってアタックするつもりだ。急に身だしなみを気にしだして、おしゃれになった。

　スピカが好きだった場所に城を建てたって張り切っていたけれど……まだ赤ちゃんなのに大丈夫なのかな。




　巡り巡って……。

　また出会える。

　あなたをもう一度愛するのが楽しみだ。




　あなたがこの世からいなくなるなら、命などいらないと思ったこともある。

　けれど。

　あなたが愛おしいから、命が惜しい。

　この命はあなたを何度も愛するためにあるのだから。









エピローグ











「そうら、ココが欲しがっていた魔猫だよ。可愛がってやるといい」

　私が手に入れた魔猫は真っ白でまだ小さな赤ちゃん。セラビルの長女のココの誕生日プレゼントとして用意した。

「わあああっ、魔王様！　ありがとうございます！　嬉しい！」

　籠に入れられたままの子猫を直接渡すと、受け取ったココは飛び跳ねて喜んだ。

　うんうん、よかったよ。

「いつも良くしていただいて、すみません」

「いえいえ。大事な腹心の家族だもの」

　恐縮するセラビルの伴侶のコリンに微笑むと、私を見たコリンとココが真っ赤になった。

「おい、トゥル！　俺の家族に色目を使うな。まったく、魔王になってますます質が悪い」

　あんなに私に未練たらたらしていたセラビルだが、コリンを伴侶と決めてからは子どもを作って幸せそうにしている。今では家族思いの三児のパパである。

「色目って失礼な。可愛いなって思ってるだけでしょ」

「か、か、かわいい!?」

「こら、コリン、しっかりしろ！　ほら、これ以上淫魔の魅了にあてられるまえに家に帰れ」

　お祝いを渡すためにきてもらったのに、セラビルが早々に家に帰そうとする。

「魅了なんて使ってない。ほんと、失礼だね。せっかくきたんだから、遊ぼうよ。セイラとセラルもおいで」

　王座から下りて手を広げると双子の男の子たちが私の胸に飛び込んできた。

「僕も猫さわっていい？」

「僕も」

「ココお姉ちゃんの猫だから、ちゃんとお姉ちゃんの言うことを聞くんだよ？」

「うん」

　二人一緒に抱き上げてくるくる回るときゃあきゃあと喜んだ。

「そこまでっ！　遊ぶって、仕事が残っているんだぞ。トゥルは執務室に戻るんだ」

「えー……」

「すぐ理由をつけてさぼるからな。」

「セラビルだってメデューサたちに丸投げしてるくせに。こないだ文句言ってたよ」

「事務仕事を任せているだけだ！　仕事を溜めていると、困るのはお前だろ」

「あー……。わかった」

「魔王様、お仕事なの？」

「そうなの、お仕事しないとパパに怒られちゃうね。また今度遊ぼう」

「うん」

　声をそろえる双子に私はニコニコしてしまった。




　レイモンドがいなくなって数百年経った。

　パパはママをうまいこと篭絡して田舎の城でラブラブ暮らしている。

　その間レイモンドは様々なものに生まれ変わって私の所へとやってきては消えていった。

　私とレイモンドは話し合って、パパとは違う魂の契約を行った。

　パパが教えてくれた魂に印をつける方法は、魔王になれるほどの者にしかできない特別な契約。パパはママには内緒で魂に印をつけたけれど、私たちはレイモンドが記憶を残して転生することを選んだ。

　だから、毎回私からはレイモンドを探せないし、どれがレイモンドかわからない。

　転生したものによってはレイモンドが私の所へたどり着けない場合もあった。

　──トゥル……どんな手を使っても君のところへ戻るから。待っていて。

　正直、待っているだけというのは辛いけれど……二度も聞いたこの言葉を私は信じることにした。

　せっつくセラビルに連れられて、しぶしぶコリンたちと別れて執務室に戻るとメデューサたちが報告にやってきた。

「トゥル王様、スタナ国があった場所に光の魔力を持った者たちが集まってきています。あそこで、暮らしたいと……」

　その言葉に私はガタン、と椅子から立ち上がった。

「会いに行くわ。セラビル、すぐに準備できる？　話し合いは国境で行うから」

「え、まさか」

「やっと待ち人がきたんだから、行かない手はないでしょ。今回は待たせるな～って思ってたのよねぇ」

「嘘だろ、なんでまた光の魔力持ち？……」

「ふふーん。今度はちゃんと光の魔力の対策も万全だからね」

「偶然にしちゃ、おかしいだろ、それにトゥルはわかっていたのか？」

「私とレイモンドが記憶を残して転生することを選んだのは知ってるよね？」

「それは、聞いてる」

「あれさあ、一つだけ問題点があってね……同じ宿命を持って生まれるっていうおまけつきなんだ」

「そこまでして……」

「私たちの本気がわかるでしょ。さあ、魔族と人間が友好に暮らす国が誕生するわよ」

　レイモンドは王様になるのかな。そうすると通い婚になっちゃう？　私は一緒にいたいんだけどなぁ。




　早く会いたい私はぎゃあぎゃあうるさいセラビルを置いて先にスタナ国の跡地に行った。

　思った通りに、アイリーンと母親の墓の前に人影がある。

「レイモンドのお墓も隣に作っておいたよ？」

　面白がって声をかけると黒髪の青年がこちらを振り返った。

「トゥル！」

　迷いなく彼は私を抱きしめた。

「今度は黒髪なのね」

「金髪の方が好み？　トゥルの黒髪が羨ましかったからこうなったのかも」

「ううん、黒髪のレイモンドもかっこいいよ」

　私たちが感動の再会を果たしていると、レイモンドの後ろにいた人たちがざわめいていた。きっといきなり現れた淫魔と抱きしめ合っているので驚いているのだろう。

「この人たちはみんな光の魔力をもっている人なの？」

「うん。みんな、紹介するよ。俺の妻のトゥルだ。話していたけど、彼女は魔王なんだ」

　驚いた様子だが、私を拒否するような声はなかった。

　すでに友好的……ふふ、さすが私の伴侶。

「よくこんなに集めてこれたね」

「集めたんじゃなくて、自然と集まったんだ。迫害されていたわけではないけれど、光の魔力は役立たずだと思われているから、各地で困っていた人たちがいてね」

　なるほど。不遇な者が集まってきたのか。

「魔族と仲良くするなら、稼がせてあげるわよ？」

　群衆に向かって私がウインクすると中からバタバタと倒れる者が出た。

「トゥル」

「ごめん、ごめん。ルールを守るなら魔石の採取を許可するわ。この話は後でね」

　ここ数百年、流通の途絶えた魔宝石は人間界ではかなり貴重なものとして扱われている。

　上手くやればすぐに大金を手に入れることができるだろう。

　自然な動作で私の腰に手を回したレイモンドに寄り添う。見上げると蕩ける顔のレイモンドの視線とぶつかった。

「さて、レイモンド。光の魔力を持って生まれたみたいだけど、どうするの？」

「俺の魔力を全部、魔宝石に吸収させる。晴れて魔力がなくなったら魔族の素晴らしい女性と結婚するから」

「まあ。素敵ね！　偶然にもちょうどいい大きさの魔石を探してあるわ」

「ふふ」

　芝居がかったセリフに二人で顔を見合わせて笑った。全部、今までレイモンドと話し合ってきたことだ。

「ただいま、トゥル」

「おかえり、レイモンド」

「キスの仕方、覚えてる？」

「もちろん……」

　遅れてきたセラビルが私たちを見てヤレヤレと背中を向けた。

　ポカン、と一連のことを見ていた人たちの中からパチパチと手を叩く者がいて……触発されたみんなが手を打つとやがて大拍手となった。




　光の魔力を持つ人たちの集落はやがて仲間を集め、魔族と友好に接する国となる。

　結婚するために魔力を捨てる者もいたが、特に珍しいことではなかった。

　かつて守り石と呼ばれた光の魔力を込めた魔石は『希望の宝石』と呼ばれた。

　愛する人を手に入れるために魔力を預けるその石は、この世で最も尊いものだと伝えられた。

　そして初代王が作った宝石は今もその土地の希望を守り続けた。








死を望んだ王子は淫魔と幸せな夢を見る
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